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第一章　幼なじみ・井上愛と先生・黒瀬勝子









「で、二人とも進路は決まったのか？」

　昼休み──幼稚園からずっと同じ学校、同じクラスの幼なじみである生いく田た章しよう介すけと話していた吉よし岡おか純じゆんに、同じく幼なじみである井上愛がちょっと怒ったような表情で声をかけてきた。

　腰の辺りまで届く長い髪と、トレードマークのアホ毛を揺らしながら、ギロッとちょっと鋭い視線で睨んでくる。

　腰に手を当てて胸を張るその姿──一瞬純は見惚れてしまう。

　大きく膨らんだ制服の胸元に、キュッと引き締まった腰。それでいて尻はスカートの上からでもわかるくらいに膨らんでいる。太股もムチッとしていて実に女らしい。黒いニーソックスが肌に食いこんでいる様が実に艶めかしかった。

　幼い頃からずっと一緒だというのに、なんだか女を感じてドキッとしてしまう。

「なにボーッとしてるんだ？」

　が、そのせいでさらに鋭い視線で睨まれることとなってしまった。

「へ？　あ……別になんでもないよ。それより……えっと、進路だっけ？　なんでいきなりそんなこと？」

　誤魔化すように話題を変える。

「なんでって、そろそろ提出期限だろ？　うちのクラスで進路希望出してないの純と章介と……あと康やす夫おだけなんだけど」

　康夫──その名を口にする時、一瞬愛は嫌悪の色を浮かべた。

　中学から同じクラスの大おお沢さわ康夫。愛は出会った頃から彼を嫌っている。理由は単純だ。康夫の素行──特に女癖がよくないからだ。

　入学した頃から様々な女生徒に手を出しているという噂を何度も聞いたことがある。しかも、その女生徒に彼氏がいようがお構いなしだ。それどころか、積極的に相手がいる女性を狙っているという話まであった。

　妊娠させた上、堕ろさせたという噂まで……。

　そういうところがクラス委員長まで務める真面目な愛には許せないのだろう。

「ほら、さっさと出せ」

　愛が手を差し出してくる。

「えっと……その……」

　どうしよう？　困ってしまう。なぜならば、まだ決めていないから……。

　思わず縋るような視線を純は章介へと向けてしまう。

「あ、あはは……」

　章介も誤魔化すような笑いを浮かべた。

「……もしかして、二人ともまだ決めてないとか？」

　何かを察するような表情を愛は浮かべた。

「……せ、正解……」

　弱々しく答えつつ、章介は進路指導のプリントを取り出した。

　白紙である。

「……同じく」

　章介に続くように純も白紙のプリントを取り出した。

「やっぱり。もう……提出しろって話が出てからもう一週間経ってるのに。なのにまだ決めてないとか……」

　呆れたように愛はため息をつき、肩を落とす。

「ごめん。でもさ、その……なかなか決められなくて……。ねぇ」

「そうそう」

　章介に同意を求められ、コクコクと首を縦に振った。

　優柔不断とか、自分の将来のことくらいしっかり考えろとか、怒られるかも知れないなぁ──なんてことを考える。

　けれど、意外なことに愛はこれ以上不機嫌になることもなく──

「仕方ないなぁ。それじゃあ……」

　なんて言葉を口にしたかと思うと、おもむろにペンを取り出し、白紙のプリントに学校名を書き始めた。

「え？　えっと……愛ちゃん？」

　驚いた表情で章介が愛を見つめる。

　すると愛は「昔から二人とも優柔不断だしな。私が決めてやった」と言って少し恥ずかしそうに笑った。

「私が行こうと思ってる学校。これで進学しても三人一緒」

　普段より少し早口で続けてそう告げてくる。

「……進学しても三人一緒か……確かにいいかもね」

　自然と純は口元に笑みを浮かべながら、章介に同意を求めた。

「…………」

　が、章介の表情は浮かない。

「どうかしたの？　もしかして……私たちと同じ学校はイヤ……とか？」

　章介の反応に愛は不安そうな面持ちになる。

「いや、そんなんじゃない。そんなんじゃないよ。一緒の学校ってのは僕もすごくいい案だと思ってる」

　慌てた様子で章介は愛の言葉を否定した。

「たださ、その……二人は成績が足りてるから大丈夫だろうけど、僕はちょっとこの学校だとさ……」

　入試を突破できる自信がないらしい。

「そんなの大丈夫よ」

　戸惑う章介に対し、愛は笑みを浮かべた。

「大丈夫？　どういうこと？」

「どういうことって、確かに今の成績だと足りないかも知れないけど、そこまで差があるわけじゃないでしょ？　だからさ、今から頑張れば間に合うって。私もその……勉強見てあげるから」

　首を傾げる章介をまっすぐ愛が見つめる。

「今日までずっと一緒だったんだから、これからもその……えっと……い、一緒がいいんだよね。だから……その、頑張ってみない？」

　表情にどこか羞恥の色を浮かべながら、愛は章介に語りかける。

　その言葉、その視線に対し、章介はしばらく見惚れるような表情を浮かべた後──

「う……うん。そうだね」

　頷いた。

「最初から諦めてちゃ駄目だよね。僕も愛ちゃんや純と同じ学校行きたいし……うん。頑張るよ。頑張ってみる」

　自分に言い聞かせるように章介はそう口にする。

「うん、その意気。私も全力で手伝うから」

　その返事に愛は本当に嬉しそうな表情を浮かべながら、章介をジッと見つめた。

　そんな愛の視線や表情──思わず純は顔をそむけた。

　胸が痛い。ズキズキと痛む。

　理由はわかっている。わかりすぎている。

（……愛は本当に章介のことが好きなんだな……）

　昔から三人一緒。ずっと一緒の幼なじみ──でも、三人の距離は昔とは違うものに変わっていた。昔は誰と話す時もちょっとがさつな感じだった愛も、現在は章介と話す時だけは少しおとなしい。それは多分女の子として見て欲しいからなのだろう。
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　自分と章介の間にある差──そんなものを意識すると少しつらい。

「純？　どうかしたのか？」

　こちらの態度に気付いた章介が首を傾げてくる。

「へ？　ああ……いや、なんでもないよ。そんなことより、僕も手を貸すから、しっかり勉強頑張るんだぞ」

　胸に広がったモヤモヤをかき消し、そう告げた。

「……なんの話してるんだ？」

　そこに一人の男子生徒が割って入ってくる。

「ああ、康夫か」

　話しかけてきたのは康夫──愛が嫌っている同級生だった。

　愛の表情は一瞬で不機嫌なものに変わる。

　が、康夫に話しかけられた章介はそれには気付かず「進路のことだよ」と言って康夫にプリントを見せた。

「そういえば、そんな話もあったなぁ」

「……あったな……じゃないだろ。提出期限も近いんだからお前もとっとと出せ」

　ヘラヘラと笑う康夫に対し、愛が言葉を向ける。

　その口調は自分や章介に向けてきているものとは違い、明らかに冷たいものだった。

「へいへい……でもなぁ、学校なんてどこ行ってもたいして変わらないし……だったら、お前たちと同じところにすっかな」

　そう言うと康夫はプリントを取り出し、さらさらと愛が書いたものと同じ学校名を記入した。

「んじゃ、よろしく」

　愛にプリントを差し出す。

　そのプリントを愛はしばらく「受け取りたくない」というような表情で見つめた後、やがて観念したように手に取るのだった。




「それじゃあまた明日」

　その日の放課後、校門を潜ったところで章介が声をかけてきた。

「え？」

　戸惑った表情を愛が浮かべる。

　いや、愛だけじゃない。純も同様だった。

　なぜならば、普段は家の近くまで一緒に帰っているから……。

　どうして校門で？

「実はさ、今日から両親がしばらく家を留守にするんだよ。で、家に一人は心配だからって……今日から一週間くらい従姉妹の家に泊まらないといけないんだ。その従姉妹の家……反対方向だからさ」

「そっか……んじゃ、また明日」

　ならば仕方がない。納得する。

「あんまり従姉妹に迷惑かけるんじゃないぞ」

　愛も一瞬寂しそうな表情になったが、すぐに笑みを浮かべてそう告げるのだった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「えっと……その勝かつ子こさん……今日からよろしくお願いします」

　従姉妹──黒くろ瀬せ勝子の家に章介は足を踏み入れる。

「ああ、よく来たな章介」

　髪を後頭部で結った勝子が眼鏡の下の瞳をどこか懐かしそうに細めながら、嬉しそうに迎え入れてくれた。

「さぁ、上がってくれ」

「えっと……お邪魔します」

「ふふ」

　靴を脱ぐこちらの姿を見て、勝子が笑った。

「え、えっと……なに？」

　その顔がすごく大人っぽく見えて、一瞬ドキッとしてしまう。

「別に……その……大きくなったなと思ってさ」

「お……大きくって……僕だってもう受験生なんだよ。当たり前じゃん」

「そういえばそうだったな。で、受験する学校は決めたのか？」

　実にタイムリーなことを聞いてくる。

（ちょっと愛ちゃんに話し方が似てるな……タイプは違うけど）

　愛はぶっきらぼう。勝子はお堅い──そんな感じだ。

（って、そんなことよりも……）

　質問に答えなければならない。

　問われるがままに今日決めた受験先を告げた。

「……驚いたな」

　こちらの答えに勝子は瞳を丸くする。

「どういうこと？」

「いや……その学校、私の学校だぞ」

「私の学校？」

　一瞬どういう意味だろうかと考え──そこで気付いた。

「そう言えば勝子さんって、先生だったっけ」

「まあな」

「そっか……」

　愛に決められた進路ではあるけれど、少し親近感のようなものが湧いた。

「しかし、大丈夫なのか？」

「何が？」

「ウチの学校……結構偏差値高いぞ」

「あ……あはは……」

　それが一番の心配事だ。いきなり突きつけられた現実に、章介は乾いた笑いを浮かべた。




　それからの一週間は、章介にとって結構つらいものになった。

　なぜならば、勝子が大人の女ということを意識させられてしまったから……。

　何しろ一つ屋根の下での暮らしである。しかも、あまり広くはないマンションの一室だ。結果、何度も勝子の際どい姿を意識せずとも見ることになってしまった。

　下着姿はもとより、偶然の事故ではあるけれど入浴姿まで……。

　掌に収まらなさそうなくらいに大きな乳房に、どこか肉のついた下腹部。大きく膨らんだ太股に、丸みを帯びた尻──引き締まった感じがする愛とは違った意味で女を感じさせる肢体だった。
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　そんな姿を思春期男子が見せつけられて我慢なんてできるはずがない。

　結果、悶々とした日々を章介は送ることとなった。

　ただ、怪我の功名というべきか？　それとも皮肉なことにというべきか？

（勝子さんのことは考えるな！　考えるな！　今は勉強！　勉強だッ!!）

　普段よりも明らかに勉強へ意識を集中することができた。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「その……一週間お世話になりました」

　玄関で章介が頭を下げてくる。

「うん。えっと……それじゃあまたな。受験、頑張るんだぞ」

「はい」

　勝子の言葉に笑みを浮かべ、章介は家を出ていった。

「ふう」

　見送りを終え、勝子は息を吐く。肩が軽くなったような気がしたから……。

　けれど、感じた感情はそれだけじゃない。

（少し寂しいな）

　そんなことも思い、そう考えた自分に少し驚く。

　学生時代から、教師になっても、ずっと男を避けて生きてきた。理由は単純だ。勉強に、仕事に、すべての意識を集中させてきたから……。そのせいか、男というものにいつしか苦手意識を持つようになってしまっていた。男とどう接すればいいかわからないとでもいうべきか？

　そのせいで、今年で三十になるというのに今日まで恋人一人いなかった。

　そんな自分が男がいなくなったことに寂しさを感じている。

　最初は従兄弟とはいえ男を自分の家に泊めるなんて最悪だと思っていたのに……。

（この一週間、楽しかったな）

　家の手伝いを章介は積極的にしてくれた。一緒に買い物にも行った。時には夕飯を彼が作ってくれたことだって……。

　だからこそ寂しい。もう少し長くいてくれても──なんてことも考えてしまう。

（って、馬鹿馬鹿。変なことは考えるな。まだまだ仕事は溜まってるんだぞ。過ぎたことは気にするな）

　慌てて自分に言い聞かせ、気合いを入れ直すのだった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　──数カ月後。

「よかったな。みんな合格できて」

　春休み、三人でやって来た繁華街にて、愛が嬉しそうに笑う。

「うん。ホントにね。これも愛ちゃんや純のおかげだよ」

　愛の言葉に章介も笑った。

「……そうだね」

　純も笑う。しかし、二人のように心の底から笑うことができない。

（受験の間……ずっと愛は章介と一緒にいた。勉強を教えるって名目で……。僕も付き合ってはいたけど、二人でいた時間の方が長かった。だから……）

　明らかに愛と章介の距離は以前よりも縮まっていた。

　表向きはあまり変わらないかも知れない。

　でも、長い付き合いの純には二人の変化がよくわかった。

（章介は結構鈍いところがあるから、多分まだ自分の気持ちには気付いていない。でも、間違いなく前より愛と近づいてる。もしかしたら愛のことを好きになりかけているのかも知れない。そのことに……胸がモヤモヤする……）

　自分だけが置いていかれているような感覚とでもいうべきか？

　でも、それだけではない。いや、それ以上に、二人の距離が縮まったことを嬉しいと思う自分がいた。

（だって、僕は二人のことをずっと見てきたから……だから……モヤモヤはある。寂しさはある。でも、それ以上によかったなって思えるんだ）

　だから──

「ごめん……ちょっと用事を思い出した。僕、先に帰るね」

　二人に告げる。

「え……用事って？」

「ホントに帰っちゃうの？」

　二人が驚いた顔で声をかけてきた。

「ごめん」

　そんな二人に謝りつつ──

「章介……頑張れよ」

　章介の耳元でそう告げた。

「え？　純？」

　無言で戸惑う章介を見つめる。

「なんかよくわかんないけど、うん。わかった。ありがとう」

　この視線をしばらく呆然として受け止めた後、章介は頷いてくれた。

「なんの話をしてるんだ？」

　愛が不思議そうに問いかけてくる。

「別に……なんでもない。それじゃあまた」

　誤魔化すように笑いつつ、心の中で（本当に頑張れよ）と章介に語りかけながら、純はこの場を離れた。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




（あれ……章介か？）

　調べ物があり、図書館に寄った帰り道のことだった。

　休憩のために公園に寄ろうとした勝子は、そこに章介がいることに気付いた。

（そういえばうちの学校に合格したと言っていたな。電話では話したがまだ直接おめでとうと伝えてはいないし……ちょうどいい）

　声をかけようとする。が、足を踏み出そうとしたところで勝子は止まった。

　章介が一人ではなかったからだ。章介の前には一人の少女が立っている。二人はどこか緊張した面持ちで向かい合っていた。

（なんだ？　何をしている？）

　普通の空気ではない。なんだか深刻そうだ。どうしたのだろうかと疑問を抱く。

　するとそれに答えるように──

「あのさ」

　少女が章介に対して口を開いた。

「その……あの……えっと……」

　が、言葉は続かない。少女は落ち着かない様子で視線を泳がせる。

（これは……まずいな……）

　聞いていてはいけないような気がした。慌ててこの場から離れようとする。

　しかし、それよりも早く──

「章介──その、私……章介のことが好き。ずっと好きだったの。だから……私と付き合って欲しい」

　少女は章介に対してはっきりとそう口にした。

（…………………………）

　従兄弟への告白──一瞬頭の中が真っ白になる。呆然と勝子は立ち尽くした。

　そんな女教師の前で、章介は瞳を見開く。驚きの顔。頭の中が真っ白になっている──そんな感じがする顔だった。

　そんな章介をジッと少女が見つめる。

　向けられる視線に対して章介はしばらく黙りこみ続けた後、やがて──

「うん……付き合おう」

　頷いた。

　この返事に少女はわずかに瞳を見開いた後、眦まなじりから涙を流した。

「あ、愛ちゃん？」

　少女──愛の反応に章介は戸惑う。

　すると愛は慌てた様子で涙を拭うと、口元に笑みを浮かべた。

「ごめん。その……嬉しくて……。私……ずっと章介のことが好きだったから」

「そっか……そうなんだ。その、ごめん……今まで気付いてあげられなくて。でも、その……愛ちゃんの気持ち、嬉しいよ。僕も……愛ちゃんのこと、大好きだよ。気付いたのは最近なんだけどさ。ってか、純が言いたかったことってこのことだったんだ」

　頭を掻きながら章介は照れ笑いを浮かべる。

「……ホント、章介って鈍いよね。純もわかりにくすぎ」

　愛はその反応に苦笑しつつ、ゆっくりと章介に近づいた。

　章介も愛に近づいていく。やがて二人はギュッと互いの身体を抱きしめた。

「…………」

　そんな姿を見つめながら呆然と立ち尽くす。

　何をどう思考していいのかわからない。何も考えられない。とにかく、なんというか、寂しいという感情を覚える自分がいた。

（いや、何を考えている……馬鹿か私は……）

　しかし、すぐに正気に戻る。

（章介はまだ学生だ。同い年の子と恋をして当然だ。私が何を寂しがる必要がある）

　自分自身に言い聞かせる。言い聞かせつつ、二人に対して背を向けた。

（おめでとう章介。幸せにな）

　そんなことを考えながら、口元に寂しげな笑みを浮かべつつ、勝子は家路に着いた。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　その出会いは衝撃だった。

（すごく……綺麗だ……）

　入学式──初めて純はその人を見た。

　かっちりとしたスーツに身を包んだ女教師を……。

　凜とした佇まい。強い意志を感じさせるキラキラとした瞳。スラリとしたモデルのような体形──というわけではないけれど、女の美しさや艶やかさを感じさせるような身体つき……。すべてが自分を魅了しているような、そんな気がする人だった。

「あの先生……すごく綺麗だね」

　思わず自分の前に立つ章介に語りかける。

「ああ……勝子さんか」

　すると章介はどこかなれなれしさを感じさせるような言葉を口にした。

「勝子さん？　章介……あの先生のこと知ってるの？」

　有名人か何かなのだろうか？　教師のように見えるけれど、実は来賓の政治家とか？

「知ってるっていうかその……従姉妹なんだよ。この学校で先生してるんだって」

「従姉妹？　あの人が？」

　意外な言葉に目を見開き、思わず章介と女教師──勝子を見比べる。

　全然二人は似ていない。血のつながりは感じない。けれど、章介が従姉妹という以上、事実なのだろう。

「あんな綺麗な従姉妹がいたんだ」

「……まあね」

　ちょっとだけ得意げな表情を章介は浮かべる。

　そんな彼の姿に、一瞬心の中に暗い影がよぎった。

（……愛と付き合ってるくせに……あんな綺麗な従姉妹まで……）

　なんだか妬ましさを感じてしまう。

　が、それはあくまでも一瞬だった。

（って違う違う。何を考えてるんだ僕は……そんなことで嫉妬しても仕方ないだろ）

　すぐに自分の考えを振り払う。
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（変なことを考えるな。それよりもポジティブに考えろ。これはすごくいいことだぞ。だって、あんな綺麗な先生がいる学校に通えるんだぞ）

　あんな綺麗な人と話すことができたら、親しくなることができたら、どんなに幸せだろうか？　そんなことを思う。

（この学校に入学できて本当によかった）

　これから三年間、きっといいことばかりのはずだ。

　頑張って勉強して受験に受かった。寂しさを感じながらも幼なじみたちを応援した。

　色々我慢ばかりしてきたような気がする。

　でも、それがようやく報われる。きっと、いや、絶対に……。

「学校生活──楽しみだね」

　そう章介に声をかけると、

「うん。そうだね」

　彼も幸せそうな表情を浮かべて頷いてくれた。




　キラキラ光っている。

　未来は希望に溢れている。

　心の底からそう思った。











第二章　転落の始まり、日常の終わり









「黒瀬先生……えっと、ここが少しわからないんですけど」

　授業終了後、教室から出ていこうとする勝子に純は声をかける。

「む？　どこだ？」

　生真面目な教師である勝子はイヤな顔一つせず足を止めてくれた。

　そのことに純は喜びと、若干の後ろめたさを感じる。理由は簡単なものだ。本当は質問などせずともわかっていたことだから……。

　ただ、それでも質問せずにはいられなかった。なぜならば、質問をすればそれだけ勝子と話すことができるから……。

　動機が不純だということは理解している。きっとこんな考えの人間を勝子みたいな真面目な人間は嫌うだろうということだって……。ただ、それでも、少しでもいいから勝子との距離を詰めたかった。

　教師と生徒という関係は理解している。けれど、一目惚れしてしまったのだから仕方がない。無理だと理解していても、勝子と恋人同士という関係になりたかった。

　だから、授業後だけじゃない。ことあるごとに純は勝子に声をかけるようにした。

　勝子が荷物を運んでいればそれを手伝ったし、勝子が顧問を務めている英語クラブにも入部した。少しでも先生との距離を縮めるために……。

「お前よく頑張るなぁ。相手は先生だぞ。歳の差とか理解してんのか？」

　クラスメイトの篠しの原はら和かず也やにそんな風に少し馬鹿にされたりもしたけれど、それでも諦めようとは思わなかった。

　それだけ先生のことが好きだから……。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




（もしかしたら少し窘めた方がいいのかも知れない。私は教師であの子は生徒なのだから）

　職員室で次の授業の準備をしながら、そんなことを勝子は考えていた。

　あの子──というのは自分が担任を務めているクラスの生徒、吉岡純のことだ。

　そう、勝子は気付いていた。純が自分に向けている想いに……。

　というか、気付かない方がおかしい。愛だの恋だの、そういうことに鈍い自分でも理解できるくらい、純は自分の気持ちを隠してはいなかった。

（絶対に叶わぬ恋だ。だって私は受け入れることができないんだから。先生と生徒……あり得ないだろ）

　だからこそ、可哀想ではあるが少し冷たくした方がいいのかも知れない──と考える。少しも可能性なんかないんだぞと言外に教えてやることが教師としてすべきことだ。

　と、頭の中では理解している。それが正しい行動だ。

　けれど、そのように理性では思いつつも、純から向けられる好意をなんだか快く思ってしまっている自分もいた。

（やっぱり章介のことがあったからか？）

　春休み中に見た告白の光景を思い出す。

　別に章介のことが好きだったというわけじゃない。ただ、それでも、わずか一週間でしかないけれど一緒に暮らして好ましく思っていた相手がどこか遠いところに行ってしまったような気がして寂しさを覚えたことは確かだった。

　あの時の感覚──未だに忘れることができない。

　教室で章介と愛が話しているのを見ていると、どうしても寂しさを思い出してしまう自分がいた。

（でも、あの寂しいっていう感覚を吉岡に話しかけられるとなんだか忘れられるような気がする……。駄目だとわかっていても……）

　章介が自分から離れてしまったような気がした。

　でも、その代わり、純が近づいてきてくれている。

　だからこそ寂しさを忘却することができるのだ。

（……いや、駄目だ駄目だ。今日こそわからせる。何をしても無駄なんだぞってな）

　自分自身にしっかりと言い聞かせた。

　けれど──

「そのプリント重そうですね。手伝いますよ」

　ニコニコ顔の純にそう声をかけられると、

「ん？　あ……ああ、ありがとう」

　悪い気はしなかった。冷たい態度なんか取ることはできなかった。

（あ、案外私って流されやすいのか？）

　ちょっと自分に自信がなくなる。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　昔から章介のことが好きだった。

　子供の頃からずっと……。

　だから、章介に告白を受け入れてもらえた時は本当に嬉しかった。あの時、どちらかというと引っこみ思案な方で、あまり自分の気持ちを表に出さない章介が、自分のことを好きだと言ってくれた。本当に幸せだった。そしてその幸せは今も続いている。

　だって自分と章介は恋人同士なのだから……。

　ただ、幸せだけれど不満はあった。

　学校が始まってしまったせいで春休み中のように二人きりでいられることが少なくなってしまったから……。

　だからこそ何かにつけて──

「ね、ねぇ章介……何か食べたいものとかある？　もしよかったら帰りに一緒に買い物でもしながら……」

　と、章介を誘った。

　ちなみに自分の方から誘う理由は簡単だ。章介が誘ってくれないから……。

（恋人同士になったはいいけど、未だに章介……照れちゃって私のことを誘えないんだよな。まぁ、そういうところも可愛くて好きだけどさ）

　恋は盲目というかなんというか、章介の行動なら不満を覚えつつもすべて許せてしまう自分がいた。

（別にどっちから誘うなんてどうでもいいし。私は章介と一緒にいられればそれでいいんだから）

　そんなことを考えながら「なぁ、どうだ？」と重ねて尋ねる。

「あ、う……うん……それ……いい──」

　ね──とでも章介は答えようとしたのだろう。

　だが、彼が最後まで言いきるよりも早く「よっ、お二人さん」と一人の男子生徒が口を挟んできた。

「……康夫……」

　声をかけてきたのは康夫だった。

　彼はニヤニヤと意地の悪そうな笑みを浮かべつつ、章介の方に手を回す。

「なぁ、ちょっといいか？」

　そのまま康夫は愛を無視して章介に声をかけた。

「ん？　なに？」

　人がいい章介はこれに応じる。

（……むぅ、いいところだったのに……）

　不満だった。

（康夫……なんか最近ことあるごとに私と章介の会話に割りこんでくるな。私は章介と話をしたいのに……。おかげでデートの相談もなかなかできない。ホント、なんでこんな奴が章介の友達なのよ）

　昔からイヤな噂が絶えない男子だ。

（聞く話は悪い噂ばかり……。真面目な章介とは全然合わないよ……）

　純ならわかる。昔からの幼なじみである純なら……。

　でも、最近は康夫と話をしてばかりだ。

（早く話終わらないかな……。康夫がいなくなれば放課後の話だって……）

　一緒に帰るのだ。途中で駅前に寄って、一緒に何かを食べる。でもってその帰りにあの告白を受け入れてもらった公園に寄って、そして……。

「ふふっ」

　章介とのデートを想像すると、それだけで自然と笑みが浮かんでくる自分がいた。

「愛ちゃん、ちょっといい？」

「へ？　あ、な……なに？」

　章介に声をかけられ、慌てて妄想の世界から帰還する。

「あのさ、今日の放課後なんだけど」

　一体なんだろうか？　章介の方からデートの提案？　なんだか胸がドキドキする。

「悪いんだけど、今日は一人……もしくはその、寂しいなら純と一緒に帰ってもらってもいいかな？」

　が、ドキドキは一瞬で消し去られてしまった。

「え？　な、なんで!?」

　思わず声を上げてしまう。

「いや、その……康夫が話をしたいっていうからさ」

「そういうこと」

　章介の言葉に康夫がノッた。

　ニヤニヤ笑いながら、こちらを舐め回すような視線で見つめてくる。イヤな目だ。

「でも……」

　反射的に抗議しようとする。

「もしかして、井上さん……男同士の友情に口を挟むつもり？　そういうタイプじゃないと思ってたけどさ、彼氏を束縛するタイプだった？」

　だが、このようなことを言われてしまったら──

「べ、別に私はそんなんじゃ……」

　これ以上強く出ることはできなかった。

　長い付き合いだからそんなことはないと思うけれど、万が一にも章介に面倒な女だとは思われたくないから……。

「だったらいいよな？　男女交際も大事だけど、友人関係も疎かにはできないと思うぜ」

　こっちの迷いを全部見通しているかのような表情が本当に腹立たしい。できれば「イヤだ」と躊躇うことなく答えたかった。

「愛ちゃんが駄目って言うなら止めておくけど」

　けれど、章介にまでそんなことを言われてしまったら、意地を張ることなんかできるはずがない。

「……別に駄目なんかじゃない。その……友達付き合いも大事だからな。今日は一人で帰ることにするよ」

　これ以外の答えを口にできなかった。




　──というようなことが何日も続いた。

　何かというと康夫が邪魔をしてくる。まるで嫌がらせでもしているみたいに……。

（本当にあいつ……嫌い）

　自分の中で以前以上に康夫に対する嫌悪感が膨れ上がっていくのを感じた。

　ただ、同時に章介に対するもどかしさも覚えてしまう。二人は恋人同士になったのだ。章介だって二人きりになりたいとは思わないのだろうか？　たまには康夫の誘いを振りきって、自分を誘ってくれたっていいような気がする。

「……って、私は思ってるんですけど、黒瀬先生はどう思いますか？」

　というような悩みを、生徒指導室にて勝子に話してみた。

　面倒見がいい先生。自分よりも人生経験豊富な大人。その上、勝子と章介はいとこ同士だ。悩みを相談するのにこれほどうってつけな相手はいない──と思ったから。

　だから章介と付き合っていることを明かしたのである。

　けれど、その考えは正直あまり正解とは言えないものだった。

「え……それはその……」

　困惑するような表情を勝子は浮かべる。

　なんと答えればいいかよくわからない──とでもいうような顔だった。

「あの……すみません。困らせてしまって」

「あ、いや……その……私の方こそすまない。ちょっと難しい話だったから」

「難しい？」

　どういうことだろうか？　と首を傾げる。

　すると勝子は恥ずかしそうに頬を赤く染め「…………」黙りこんでしまった。

「……もしかして……」

　これで愛は勘がいい方だ。勝子が何を恥ずかしがっているのかをすぐに理解することができた。
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「先生って……恋人とかいないんですか？」

　思わず尋ねてしまう。

「って、あ……すみません。変なことを聞いちゃって」

　が、すぐに自分の言葉が失礼だということに気付き、謝罪した。

「へ？　あ……その、別に井上が謝る必要はないぞ」

　すると今度は勝子の方が焦るような表情を浮かべる。

「お前は悪くない。実際井上が言ったことは事実だからな。その……私はこういう性格だろ？　だからさ、私を好きになる男なんていないんだよ」

　その上で自嘲的にそう呟いた。

「……そんなことないですよ！」

　そんな言葉を勝子が教師だということも一瞬忘れて否定する。生徒指導室中に響くような声で……。

「い、井上？」

　想定外の反応だったのか、勝子は眼鏡の下の瞳を見開いた。

「あ、大きな声を出してしまってすみません」

　何度目になるだろうか？　改めて謝罪する。が、ここで言葉を止めたりはしない。

「でも、先生を好きになる男なんていない──なんてのは間違ってます。だって先生、すごく綺麗ですもん。それに真面目なところも好きだって男の人は絶対います。絶対ですよ!!」

　決して上辺だけの言葉じゃない。心の底からそう思った。想いをはっきりと告げる。

「先生だって心当たりあるでしょ？」

　重ねて尋ねた。

「……そんなことは……」

　勝子はその問いを否定しようとする。

　しかし、女教師は言葉を途中で止めた。

　何かを考えるような素振りを見せる。そして、わずかではあるけれど頬を赤く染めた。

「やっぱり、心当たりあるんじゃないですか」

「う……それはその……」

「ふふ、先生は綺麗なんです。ですから自分を卑下するようなことは言わないで下さい」

　口籠もる勝子に対し、優しく微笑んで見せた。

　この笑みに女教師は一瞬キョトンッとしたような表情を浮かべた上で「……その、ありがとう」と小さな声ではあるけれど、ボソッと口にしてくれた。

「って、そんな私のことなんかどうでもいい。大切なのは井上の相談だろ。えっと……井上が言いたいのはつまり、章介が自分を気にしてくれなくて寂しいってことなんだよな」

　先ほどは難しい話だと言っていたのに、今度は積極的に相談を蒸し返してくる。多分照れ隠しなのだろう。普段のお堅い姿とは違うどこか可愛らしい様子に、なんだか親近感を持ちつつ「はい。そうです」と頷いた。

「それならもう少し井上の方から押した方がいいと思うぞ」

「……結構押してるつもりですけど」

「もっとだ。章介は昔から結構引っこみ思案なところがあるからな。基本的には受け身なんだよ」

「ああ……それはわかります」

　幼なじみだからこそ納得できる。

　結局告白も自分からだったし……。

「だろ？　だから、もっと一緒にいたいのであれば、井上の方からもっと積極的に行くべきだと思う。それも誰にも邪魔をされないような勢いでだ。我が儘と思われるくらいの勢いで構わないと思うぞ」

「我が儘……ですか？　それはその……」

　章介の予定を無視して自分を優先してもらう──そのようなことをして嫌われないだろうか？　不安になる。

「不安になる必要はないと思うぞ」

　まるでこちらの心を読んだかのように、勝子はフォローを入れてくれた。

「なんでですか？」

「なんでも何も……章介は井上のことが本当に好きなんだ。だからちょっとやそっとの我が儘でお前を嫌いになったりなんかしないさ」

　そう言って勝子は優しく微笑んでくれた。

　見ているだけでなんだか安心できるような笑みだ。彼女の言葉は何も間違ってない──そんな風にも思える。

　ただ、疑問はあった。

「……でも、なんでそんなことがわかるんですか？　先生と章介がいとこってことは知ってますけど、章介が私を好きだなんてことまで？」

　章介と付き合っているということを明かしたのは今日が初めてのことだ。先生に彼の気持ちはわからないはずだけれど……。

「……ああ、実はな」

　すると勝子は少し申し訳なさそうな表情を浮かべつつ「知ってたんだよ。お前たちが付き合っていること」と事実を話してくれた。

「知ってた？　え？　どこで知ったんですか？　もしかして章介に聞いたとか？」

　首を傾げる。

「いや、そうじゃない。ただその……見たんだよ。お前が章介に告白するところを」

　偶然であるけれどあの場に居合わせてしまったと教えてくれた。

「あ……あはは……そうだったんですか……な、なるほど。見てたんですね。あの時のこと。あの……告白を……」

　あの日のことを思い出す。

　あの場面を見られていた。先生に……。

　そう思うと、途端に凄まじい羞恥が膨れ上がってきた。ボッという音が聞こえそうなほどの勢いで顔が真っ赤に染まる。恥ずかしい。恥ずかしすぎる。

「その……すまない」

　今度は勝子の方が謝罪してきた。

「いや、その……別に謝ることじゃ……。あはは、恥ずかしいですけど……。でも、だけど、納得できました。先生が章介の想いを理解してくれてる理由を……」

「……まぁそういうことだ。で、あの場面を見た上で、これまでのお前たちを見てきた人間から言わせてもらえば、本当に章介はお前のことが好きなんだ。だからちょっとくらいの我が儘を言ったところでなんの問題もない。太鼓判を捺してやるよ」

　先ほどまでの恥ずかしげな様子からは打って変わって、先生らしい大人の表情でそう告げてくれる。

　そのおかげだろうか？　心の中のモヤモヤが晴れていく気がした。

「あの……はい。ありがとうございます。私……頑張ってみます！」

「ああ、その意気だ」

　そう言ってくれる先生に改めて「ありがとうございました」と礼を言い、生徒指導室を後にしようとした。

　が、引き戸に手を添えたところでいったん止まる。

「どうした？」

「あの……今度から私のこと井上じゃなくて愛って呼んでもらえますか？　で、その……私も先生のこと……勝子先生って呼んでいいですか？」

　問いかけてくる勝子に対し、ちょっと不安そうな表情を浮かべながら問う。

　これに勝子は一瞬驚いたような表情を見せたが、すぐに口元に笑みを浮かべ、「ああ、構わないぞ」そう言ってくれた。

「ありがとうございます勝子先生！　これからもよろしくお願いします！」

　嬉しい。相談に来てよかった。

　心の中に喜びが広がっていくのを感じつつ、勝子に対して笑ってみせるのだった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




（……恋か）

　自分に恋愛相談をしにやって来た愛は本当に幸せそうだった。それだけ章介のことが好きなのだろう。

（愛とか恋……くだらないと思っていたけれど、案外いいものなのかも知れないな）

　それなりに教師歴も長いけれど、恋愛相談をされたのは初めてのことだ。だからこそ、これまでまったく意識してこなかったけれど、学生の間に恋愛するというものは悪いものではないのかも知れない。

（そう考えると私は人間として失格なのかも知れないな……）

　少し胸が痛んだ。

　そんな日の放課後のことである。

「あの……黒瀬先生……いや、勝子先生」

　真剣な表情の純に呼び止められたのは……。

「ん？　どうかしたのか？」

　すでに下校時刻を過ぎている。クラブ活動だって今日はない。なのにどうして純は残っているのだろうか？　一体どうしてこんなどこか緊張した顔をしている？　しかも、自分のことを名前で呼んで……。

「先生に話したいことがあるんです。だからその……ちょっとついてきてもらってもいいですか？」

「……ここじゃ駄目なのか？」

「はい」

　はっきりと純は頷く。

　この瞬間、彼が何を言いたいのかを理解することができた。

（もしかして吉岡純は、私に……いや、それは駄目だ。私たちは先生と生徒で……）

　当然迷いが生まれる。話をしている暇はないと断らなければならない──そう思った。

「お願いします」

　しかし、今にも泣きそうな表情で重ねて頭を下げられると──

「わ……わかった」

　断ることができない自分がいた。

　そうして純に連れていかれた学校の屋上にて──

「好きです。僕……勝子先生のことが好きです。だからその……僕と……付き合って下さい」

　予想通り勝子は告白された。

「……それは……」

　予想していたことではある。

　が、やはり言葉に詰まってしまう自分がいた。どう答えるべきかわからない。いや、わからないはずがない。答えなんか一つしかないはずだ。

（断る。それ以外にない。私は教師で純は生徒なのだから……）

　付き合うことなどあり得ない。

「わかってます。こんなのいけないことだって。間違ってるって。先生を困らせるだけでしかないって。わかってるんです」

　すると純はこちらの困惑を読んだかのような言葉を重ねて告げてきた。

「先生と生徒──そんな間柄の二人が付き合えるはずがない。それくらい誰だってわかります。わかってるんです。だから僕もずっと黙っていようと思ってた。卒業までこの気持ちはずっと隠しておこうって……。でも、やっぱりそんなの無理です。だって……僕……本当に勝子先生のことが好きだから……。だから……お願いします」

　頭を下げてくる。その表情は必死だった。

（……こいつ……本当に私のことが……）

　強い想いが伝わってくる。

　好き。先生のことが好き。心の底から──そんな言葉が聞こえる気がした。

　するとどうしてだろうか？　なんだか胸がドキドキと高鳴るのを感じた。心臓が激しく脈動する。なんだか全身がじんわりと熱く火照り始めた。

（なんだ？　なんだこれ？）

　胸がキュンと締めつけられるような感覚が生まれる。

　同時にこれまでの純とのやり取りが蘇ってきた。

　出会ってから一月ちょっとしか経っていないけれど、毎日のように自分に話しかけてきてくれた姿が……。

『重そうですね。僕が持ちますよ』

『何かお手伝いできることありますか？』

『ここがわからないんですけど、教えていただけますか？』

『おはようございます先生』

　何をする時も、どんな時も、純は熱い視線で自分を見つめてきていた。あの視線は先生を見る目じゃない。明らかに好きな人間を見る目だった。

　あの視線──思い出すだけでなんだか嬉しさがこみ上げてくる。

　なぜならば、あんな目で見られたのは初めてのことだったから……。

　確かに自分を尊敬する目で見てくれた生徒は今までに何人もいた。だけど、純ほどどこか情熱的に、熱い視線で、自分を見つめてくれた生徒はいなかった。

　だからこそ、目の前の生徒の姿に切なさのようなものを感じてしまう。なんだか心がぐらぐらと揺らいでしまう。

　同時に思い出した。

　愛の幸せそうな顔を……。ここ最近章介が見せる満ち足りているような表情を……。

　あんな顔を自分もすることができるのだろうか？　恋人ができれば……。

　そんなことを思ってしまう自分がいた。

　だからだろうか？

「先生……僕の恋人になって下さい」

　という純の言葉に、

「……ああ、わかった」

　気がつけば頷いている自分がいた。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「え？　付き合うことになった？　勝子さん……せ、先生と!?」

「ホントに!?」

　昼休み、突然純から「勝子先生と付き合うことになった」と告げられた章介は、愛と一緒に思わず驚きの声を上げた。

「うん。その……ホントに」

　恥ずかしそうに頬を赤らめつつ、純は頷く。

「……先生と付き合う──そんなこと、本当は内緒にしておかなくちゃいけないことなんだけど、二人にだけは知っておいてもらおうと思って」

　その上で少し気まずそうな表情を浮かべながらも、そう補足してきた。

「そっか……勝子先生と……そっか……ふふ」

　純の告白に愛は嬉しそうに笑う。本当によかった──表情がそう告げていた。

　確かに喜ばしいことだと思う。

　自分は愛と付き合えて本当に幸せだから。自分を好きでいてくれる恋人が隣にいてくれる──これほど満ち足りたものはない。そんな幸せを純も感じられるのだ。幼なじみとしてこれほど嬉しいことはない。

「その……おめでとう」

　自然と祝福の言葉を口にした。

　だが、どうしてだろうか？

（なんだろうこの感覚？）

　嬉しいはずなのに、喜ばしいはずなのに、なぜだか胸がズキズキと痛んだ。

　純と勝子──二人が自分と愛のように並んでいる姿を想像する。すると自分でもよく理由はわからないのだけれど、純に対する妬ましさのようなものが膨らんでくるのを感じた。

　同時に思い出す。勝子と暮らした一週間の思い出を……。

『勉強……どこかわからないところとかあるか？』

『今日の夕飯……頑張ってみたのだがどうだろうか？　その……お、美味しいか？』

『一人暮らしは気楽だが、少し寂しい時もあるんだ。だからかな、私を迎えてくれる人が家にいるのが少し……嬉しい』

『明日で最後か……寂しくなるな……』

　勝子の笑顔や恥ずかしそうな顔、寂しそうな顔が次々と脳裏に浮かんだ。

　あの時、多分勝子は自分のことを一番に考えてくれていたはずだ。でも、その一番が自分じゃなくなる。これからは純に……。

　そんなことをどうしても考えてしまう。

　だからだろうか？　純と勝子が付き合い始めたことを素直に喜べない自分がいた。

「……どうかした？」

　そうした異変に愛が気付く。心配そうに首を傾げてきた。

「ん？　あ、ああ……別になんでもないよ。そう、本当になんでもないから……」

　慌てて誤魔化し笑いを浮かべる。

（何を考えてるんだ。僕には愛ちゃんがいるだろ。それなのに純に嫉妬するなんて最低だ）

　心の中で自分に言い聞かせた。

　が、心のモヤモヤは晴れなかった。そのせいだろうか？




「ねぇ……それ……美味しいの？」

　放課後、繁華街にて──

　章介はタバコを吸っている康夫にそんなことを尋ねていた。

　康夫は教師の目がないところでは普段からタバコなどを吸っている。これまではそんな姿を見ても気にしないようにしていたのだけれど、今日は妙に気になった。

　ちなみに、愛は当然いない。今日は家の用事があるとかで早めに帰ってしまっている。だから康夫と一緒に行動していた。

「ん？　ああ……吸うか？」

　康夫はタバコの箱を取り出すと、躊躇することなく差し出してきた。

「え……でも……」

　さすがに戸惑う。素直に受け取ることはできない。

「別にタバコくらい気にする必要ないだろ。先生たちだっていないんだからさ。ってか、みんなやってることだぞ」

　遠慮していると、一緒に行動していたクラスメイトの和也がヘラヘラと笑いながらそんなことを告げてきた。

「ここは人目もないし、誰かにバレることなんかあり得ないんだからさ」

「……それは……確かに……」

　繁華街とはいえ、ここは裏路地だ。人通りはまったくない。ここなら誰の目にも留まることはないだろう。

　そう考えると好奇心のようなものが膨れ上がってきた。勝子と純に対するモヤモヤが上書きされていく。

「えっと……じゃあ、ちょっとだけ……」

　バレないのならば問題ない。

　それに、確かにみんなやっていることだ。

　康夫も和也も堂々と吸っている。自分だけが責められるいわれなんてないはずだ。

　そのような感情を抱きつつ、章介はタバコを受け取ると、一瞬躊躇いつつも火をつけ、咥えるのだった……。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「私に用事ってなんだよ」

　その日、愛は康夫に呼び出された。

　時間は放課後。場所は学校の用具室だ。

　正直不機嫌だった。何しろ、今日は付き合い始めてから初めて章介の家に行くことになっている日だったから……。

　それなのにこんな男と二人きり──はっきり言って無視して帰りたかった。

　が、それはできない。なぜならば、章介に「康夫の相談に乗ってあげてよ。うちに来るのはその後でいいからさ」と言われてしまったから……。

「機嫌悪いなぁ」

　タバコを吸いながらヘラヘラと康夫は笑う。

　愛はそんな彼から無理矢理タバコを奪うと、床に放り捨て足でぎゅうっと踏んだ。

「あらら、まだ吸い始めたばかりだったんだけどな。酷いことするなぁ。やっぱりあれか？　今日初めて章介とセックスするつもりだったから、タバコ臭くなりたくないのか？」

「なっ!?　ふ……ふざけっ！」

　露骨な言い回しに顔を真っ赤に染める。反射的に拳をギュッと強く握りしめた。

「そうそう……タバコといえば……」

　が、こちらの怒りなど一切気にすることなく康夫はケータイを取り出した。

「こんな画像もあるぜ」

　一言口にし、一枚の画像を見せつけてくる。

「──え？」

　それを見て、愛は絶句した。

「しょ……章介？」

　写っているのは章介だ。大切な幼なじみで恋人……。

　その章介がタバコを吸っている──そんな画像だった。

「こいつを先生に見せたらどうなると思う？　まぁよくて停学ってところかな」

　よくて停学──最悪の場合退学ってことも……。

「ど、どうせお前が無理矢理吸わせたんだろ!!　というか……お前、章介の友達なんじゃないのか!?」

　焦りと共に、抑えがたい怒りが膨れ上がる。用具室中に響く声を上げた。

「もちろん。友達だよ。大切な友達さ」

　怒りに対し、ヘラヘラと康夫は笑う。

「でもさ、友情よりも俺……欲しいものがあるんだよ」

　欲しいもの？　こいつは一体何を言っているのだろうか？

　つまり、自分自身のためにこんなことをしていると言っているのだろうか？

　だとすると、こいつを信じてタバコまで吸った章介が可哀想だ。

「それは……なんだ？」

　怒りを心の中に抱きつつ、静かに問う。

「簡単なことさ。お前が協力してくれれば手に入るものだよ」

　手を貸せば手に入るもの？　一体なんだろうか？　なんだか嫌な予感がする。

　しかし、拒絶はできない。章介のためにも……。

「……わかった。で、どうすればいい？」

「サンキュー。んじゃ、やってもらおうか」

　重ねて尋ねると、康夫は軽口を返してきた。

「やる？　なにを？」

　言葉の意味がわからず首を傾げる。

「何って……キスだよキス。俺にキスしろ」

　返ってきた答えは、信じがたいものだった。

「──なっ!?　そ、そんなこと……」

「できるだろ？　キスくらい。章介とだってしてるんだろ？」

「そ、そんなわけないだろ！」

　否定の言葉を口にする。実際、まだ章介とキスをしたことはなかった。だから、今日こそは──と思っていたのだが……。

「へぇ、そうなんだ。ってことは初めてをもらえるってことか。ラッキーだな」

「ラッキーって……そんなこと……」

　できるワケがない。

「できるよな？」

　だが、拒絶する愛に対し、康夫はヘラヘラしながら章介の画像を見せつけてきた。拒否をすればどうなるかわかるよな──言外に告げてくる。

「やれるよな？」

　重ねて命じてきた。

（……章介）

　涙が流れそうになる。今すぐにでもこいつを殴りつけてやりたかった。

　けれどそれはできない。どういう流れかはわからないが、喫煙画像を撮られてしまっていることは事実なのだから……。

　守らなければならない。章介を……。

「わ……わかった……」

　消え入りそうな声で呟いた。

「んじゃ……来い」

　笑いながら告げてくる。

（ごめん）

　心の中で章介に謝罪しつつ──

「んっ」

　愛は自分から康夫の唇に自身の唇を重ねた。

（き……気持ち悪い……）

　生温かく柔らかな口唇の感触が伝わってくる。全身が粟立ちそうなくらいおぞましい感触だった。

（こんなの続けてられない）

　すぐに唇を離そうとする。

　だが、逃がしはしないとでもいうように、康夫が手で後頭部を押さえつけてきた。これまで以上に強く唇を押しつけてくる。いや、それだけでは終わらない。康夫は唇を開くと舌を伸ばし、こちらの口腔に挿しこもうとしてきた。

「んっんっ……んんんっ!!」

　当然受け入れることなどできない。強く唇を閉じ、侵入を防ごうとする。しかし、康夫にはそんな抵抗など読まれてしまっていた。

　こうして無理矢理キスをすることに慣れているのだろうか？　指でクリクリと耳を弄ってくる。

「んっ……んあっ……あんっ」

　背筋をゾクリッとした感触が走った。身体中から力が抜けそうになる。自然と唇が開いてしまった。

（や……は……挿は入いってくる）

　この隙を康夫は見逃さない。当然のように舌先を口内へと挿しこんできた。もちろん、侵入してくるだけで満足などしてはくれない。当たり前のように舌を蠢かし、口内を掻き混ぜ始めてくる。

「ふちゅっ……ちゅっちゅっ……むちゅっ……はっちゅ……んじゅっ……ふちゅううっ……ちゅっちゅ……くちゅるるぅ」

　歯の一本一本を舌先でなぞってくる。舌に舌を絡めながら、こちらの唾液を啜ってきたりもした。時には上唇や下唇を甘噛みし、激しく吸引してきたりもする。

　そんな口付けに対し、愛は必死に身を捩ることで抵抗しようとした。なんとか康夫から離れようと藻掻いた。

　しかし、なぜだろうか？

（なんで？　これ……力が……抜けてく……）

　口内を掻き混ぜられると、激しく唇を啜られると、それだけで身体中が弛緩してしまう。ジンジンと全身──特に下半身が熱くなっていくのを感じた。

（ただのキスなのに……どうして？　こいつ……なんか……上手い……）

　キスをするのは当然初めて。上手い下手なんてわかるはずなどない。そのはずなのに、康夫のキスを上手いと感じてしまう自分がいた。

　康夫の腕の中で自然と肩の力を抜いてしまう。上半身を預けてしまう。

「んふふ」

　康夫はそんな姿に嬉しそうに笑いつつ、ついにはキスをするだけではなくこちらの尻にまで手を伸ばしてきた。そしてスカートを捲り、プリッと張りのあるヒップを下着越しではあるけれど捏ねくり回すように揉みしだいてきた。

「はっふ……やっ！　んっちゅ……はちゅううっ」

　触られている。章介以外の男に……。申し訳なさとおぞましさが膨れ上がる。

　しかし、それだけじゃない。尻に指をムギュッムギュッと食いこむたび、どこか甘い感覚も生まれた。

「ふっく……んふっ！　あっふあ……んんんっ」

　ビクッビクッと肢体を震わせ敏感に反応してしまう。

（熱い……身体が……ジンジンする……なんで……？）

　繋がり合った唇と唇の間から唾液を零しつつ、なんの抵抗もできぬまま、ただひたすら肢体を戦慄おののかせた。

「んっふ……んぁあああ……」

　やがて唇が離れる。

　口唇と口唇の間にツツッと唾液の糸が伸びた。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　自然と息が荒くなる。

　口周りを唾液で濡らしつつ、くたっと床に倒れながら何度も肩で息をした。

（ファーストキス……章介にあげられなかった……）

　涙が流れそうになる。

「美味しい唇ごちそうさま」

　そんなこちらの屈辱など無視するように、康夫は嬉しそうに笑った。

「俺が欲しいもの……わかったよな」

　続けてそう告げてくる。

「俺が欲しいのは井上……いや、愛。お前なんだよね」

　語りつつ、背後からこちらの身体を抱きしめてくる。スカートを捲ってショーツの股間部に指を食いこませつつ、ムニッムニッと制服の上から乳房を揉んできた。

「ふ……ふざけっ!!」

　少し弄られるだけでピリッと電流のような刺激が走る。女が感じる部分──それをすべて把握しているとでもいうような愛撫だった。

　けれど、感じている姿など見せるわけにはいかない。愉悦を誤魔化すように、鋭い視線で睨む。

「……拒むか？　それならそれで構わないぜ。まぁ、その場合章介が……」

　が、やはりどうしたところで康夫は動じない。

　こちらを脅すような文言を向けてくる。

「くっ」

　章介のことを持ち出されると、何も言い返すことができなかった。

「立場がわかったか？　わかったのなら……脱げ……」

　容赦ない命令だった。

（しょう……すけ……）

　なにもできない。逆らえるはずなどなかった。

　制服に手をかける。ワイシャツのボタンを一つ一つ外し、白い柔肌を露わにした。スカートも下ろす。純白のブラとショーツが剥き出しになった。これだけでもはっきり言って死にたくなるほど恥ずかしい。が、下着姿でいることも康夫は許してはくれなかった。

　それも脱げ──という命令のままに下着を外す。たゆんっと弾けるような乳房を露わにした。キュッと引き締まった括れと、ツンッと上向いた尻も康夫の前に晒す。当然薄い陰毛に隠された秘部まで……。

「隠すなよ」

「くううっ」

　手で隠すことも許されない。

「んじゃ、そこに横になれ」

「うううっ」

　用具室の床に敷かれたマットの上に仰向け状態で横になった。

「章介ごめんな。愛ちゃんの乳首──先に吸っちゃうわ」

　そんな愛の乳頭に康夫が唇を寄せてくる。舌を伸ばし、乳首をペロッと舐めてきた。

「んあっ」

　思わず声を上げてしまう。

「思った以上に敏感だな」

　ニヤニヤと嬉しそうにこちらの反応を観察してきた。

「そ、そんなこと」

　当然否定する。

「これでもか？」

　が、何を口にしたところで意味などない。

　康夫はニヤつきつつ、さらに舌を蠢かせてきた。ただ煩雑に乳首を舐めてくるだけではない。円を描くような動きで乳輪をなぞってくる。グニッグニッと胸を揉みながら、舌先でくすぐるように乳首を刺激してきたりした。

「んっは……ぁッ……やっ……んんんっ！　あんっ」

　一瞬視界が白く染まる。ビクンッと電流でも流されたみたいに肢体が跳ねた。甘い声を漏らしてしまう。

「ほら、敏感だ。もう感じてる。乳首……勃ってきてるぞ。あ〜あ、章介に悪いと思わないのか？」

「う……うるさい」

（違う！　こんなの違う！　違う違う違うっ!!）

　感じてない。感じることなどあり得ない──必死に自分に言い聞かせた。

　しかし胸を揉まれると、乳首を舐められると、チュウチュウと乳頭を吸われてしまうと、どうしても「あっあっあっ」と嬌声が漏れてしまう。全身を熱く火照らせてしまう。

「章介もこの巨乳を揉んだことがあるのか？」

「んっふ……くふううっ……あ、あるわけ……ないだろっ！」

「それはもったいないなぁ。こんなに美味しいのに……」

　笑いつつ、さらに乳首をじゅるじゅると強く啜ってきた。

「くひっ！　あっふ……あうぅうう！」

　なんの抵抗もできない。ただされるがままに身悶えることしかできなかった。

「んじゃ。今度はこっちだ。ま×こを見せてもらうぞ」

　散々胸を嬲った後、今度は秘部へと視線を向けてきた。

「や……いやっ」

　慌てて手を伸ばし、あそこを隠す。

「手をどけろ」

「いやよっ！」

　まだ見せていない。章介に……。だからこんな奴に見せたくなんかない。

「もう一度言うぞ。どけろ」

　しかし、抵抗は許されなかった。

「う……くううっ」

　命じられるがままに手をどかす。いや、それだけじゃない。康夫に「足も広げろ」と言われたので、それにも従った。

　Ｍ字に足を開く。当然のようにクパッと秘部も左右に開いてしまった。

「もう濡れてるな。駄目だろ愛ちゃん……章介以外で感じちゃ……」

「い、言うなぁあ……」

　章介に対する罪悪感が募る。

　けれど、康夫はそんなこと気にも止めてはくれない。

「もっと見たいな。自分の手で開いてみせろ。ほら、これから俺がズブッと破る愛ちゃんの処女膜が見えるくらい大きくさぁ」

「う……くううっ」

　屈辱だった。最低だった。それでも、逆らえない。

　自分の手で秘部を開く。濡れたヒダヒダや、膣口がはっきり見えるくらい大きく。

「へぇえ。見えるぞ。ピンクの処女膜が見える。なぁ、章介に見せたことある？」

「あ……あるわけない」

　自分のすべてが見られている。考えるだけでなぜかさらに身体が熱くなり、ジュワアアッとより多量の愛液が溢れ出した。

「やっべえ、ってことは俺、章介に怒られちゃうな。愛ちゃんのおま×こ初披露を取っちゃってさぁ」

（章介……ごめん……）

　身体中が熱い。白い肌をピンク色に染め、全身を汗で濡らし、はぁはぁと荒い息を吐きながら、心の中で恋人に謝罪した。

「んじゃ、この処女膜を破ってやるよ。でも、自分でするってのも芸がないな……。そうだ。なぁ愛……お前が自分でしろ」

「自分で？　ど……どういう意味？」

「だから……俺にまたがれ……騎乗位だ。自分で処女膜を破るんだよ。わかるな」

「そ……それは……」

　いつか章介と──そんなことを考えて、実を言うとエッチな知識もそれなりに持っている。だから騎乗位という言葉の意味もすぐに理解することができた。

「でも……そんなこと……」

　自分から処女を捧げる──無理矢理されるより屈辱的な気がする。

「できるよな？」

　けれど、選択肢はない。

「……わ、わかった……」

　頷くことしかできなかった。

「んじゃ、来い」

　康夫が床に横になる。

（章介……章介……章介……）

　何度も心の中で恋人の名を呼んだ。呼びながら、別の男にまたがる。

「しっかり手を添えて位置を調整するんだぞ」

「い……言われなくても……」

　手を伸ばし、肉棒に触れた。

（熱い……）

　掌が火傷しそうなほどに熱い感触が伝わってくる。ドクッドクッドクッという脈動もはっきりと認識することができた。なんだかとても生々しい。

（章介のもこんな風なのかな？　ごめん……）

　何度目だろうか？　もう一度心の中で謝罪しつつ、ゆっくりと腰を落とした。

「んひんっ」

　グチュッと秘部に肉先が触れる。伝わってくる熱気に、一瞬身体が硬直した。

「止まるな」

「……わかってる……」

（こんなのなんでもない。章介のためだからなんでもない……）

　繰り返し自分に言い聞かせながら、さらに腰を落とした。

「あっふ……くううう！　ふうっふうっ……んふうううっ」

（挿は入いってくる。硬いのが……熱いのが……私の中に……）

　下腹部に熱気と異物感を感じた。ボコッと身体が内側から拡張されるような感覚。息が詰まりそうなほどの圧迫感を覚えた。だが、だからといって腰を止めるわけにはいかない。さらに下ろしていく。より奥にまで肉棒を呑みこんでいった。そして──

「はっぐ……んぐううううっ！」

　ついに膣奥にまで肉棒が到達する。

　ブチブチと胎内で大切なものが破れる音が聞こえた気がした。

　結合部から破瓜の血が溢れ出す。

「あああ……挿入った……。挿入っちゃった……。奥まで……」

「はは……どうだ気分は？　悔しいか？　初めてが章介じゃなくてさぁ」

　愛の涙を見て、ケラケラと康夫が笑う。

　悔しい。言われるまでもない。悔しくないはずがない──でも、そんな素直な気持ちをこいつには教えたくなかった。

「く……悔しくなんかない。身体なんかどうでもいい。私の心は……し、章介の……はぁはぁ……ものだから……」

「……なるほど。んじゃ、心も俺のものにしよっと」

　軽く口にしてくる。そういうところがまた気に入らなかった。
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「な……なるわけない……。私はお前のものになんかならない！　私は章介……章介のものなんだからっ！」

「そっかそっか……健気だなぁ」

　何を訴えても馬鹿にされるだけだった。

「って、そんなことどうでもいいや。んじゃ、ホラ動けよ。入れるだけで終わりじゃないぞ」

　人を小馬鹿にしつつ、さらに命令を重ねてくる。

（早く……早くこれを終わらせるためだから……）

　従いたくなどない。だが、この苦しみから一分一秒でも早く解放されるために……。

「あっふ……んふあっ！　ふうっふうっ……くふううっ」

　ゆっくりとではあるけれど腰を動かし始めた。

「あっぐ……ぐふううっ」

　破瓜を迎えたばかりも秘部が痛む。少し腰を動かすだけで、涙がこぼれ全身が引き裂かれそうな苦痛を覚えた。

「どうだ？　気持ちいいか？」

「そんなわけ……ないでしょ！」

「まぁ初めてなんだしそりゃそうだよな。でも安心しろ。ほら、こんなのはどうだ？」

　言葉と共に康夫が結合部に手を伸ばしてくる。

「な、なにを？」

「こうするんだよ」

　戸惑う愛に対し、言葉ではなく行動で答えるとでもいうように、勃起した陰核をシコシコと扱くように刺激してきた。

「はふあっ！　やっ！　そ……そこはっ！　んっく！　あっあっ！　はんんんっ！」

　途端に痛みを凌駕するほどの性感が走る。抑えられない嬌声を響かせた。

「伊達に処女ま×こを五十人以上喰ってる訳じゃないんだぜ。ほら、こうされると感じるだろ？　ほら……ほらっ！」

　ただ扱くだけじゃない。時には転がすように、時には押しこむように、刺激を加えてくる。もちろん愛撫はクリトリスだけでは終わらない。腰の動きに合わせてぷるんぷるんっと揺れ動く乳房に手を伸ばしてきたかと思うと、乳首を両手で摘まみ、引っ張ったりもしてきた。

「はひっ！　くひんっ！　やっ！　あっあっ……あんんんっ！」

（なにこれ？　痛みより……嘘でしょ!?）

　途端に苦痛が和らいでいく。その代わりに身体中が蕩けるような刺激が走った。

「はふあっ……あふんんっ」

「ほら、もう感じてる」

「そ……そんな……こと……私は……あっあっ……感じてなんて……」

　感じてる。間違いない。明らかに気持ちがいい──でも、認めることなどできるはずがなく、必死に愛は首を左右に振り、性感を否定した。

「嘘つくなよ……ってか、腰の動きが止まってるぞ。ほら、もっと振れ」

「あ……くううっ……んっふ……あっあっ……はふぁあああっ！」

　言われるがままに腰をくねらせる。

　膣口で肉茎を強く締めつけながら、パチュンパチュンッと康夫の腰に自身の汗や愛液に塗れた尻を叩きつけた。

（これ……わかる。挿入ってるの……おちん×んの形がわかる……。わかっちゃう。中……擦られてる。おちん×んでずりずりって……嘘でしょ？　擦られると……なんか……気持ちいい……）

　思考が歪む。感じるはずなどないという意思が、腰を振るたびに全身を駆け抜けていく曖昧な感覚によって蕩けていくような気がした。

「はっふ……これ……嘘……なんか……あああ……なんか来ちゃう……」

　熱気が膨れ上がる。これまで味わったこともないような感覚が、結合部から全身に向かって広がっていく。

「もしかしてイキそうなのか？」

「そ……そんなわけ……イク？　あ……んんん！　あり得ない！」

　何度も首を左右に振り、否定する。

「そっか、イキそうか。お前……ホント牝になる才能があるな。もう感じるとか。これはこれからが楽しみだ」

　どんな言葉も信じてはもらえない。

「だから……違うって！」

「そういうのいいから……ほら、イカせてやる。だからキスしろ。腰を振りながら、自分から俺にキスするんだ」

「そ……んな……あっあっあっ……こ……こと……」

　したくない。もう二度と章介以外の相手と口付けなんて……。

「早くしろ」

　でも、命令には逆らえない。

（ごめん……章介……ごめんね……）

　グッチュグッチュグッチュと腰を振り続けながら、ゆっくりと康夫の唇に自分の唇を寄せる。そのまま自分からクチュッと口付けした。

「むっふ……んふうううっ」

　瞬間、ドクンッと膣中で肉棒が震えた。同時に射精が始まる。ドクッドクッと熱すぎる熱汁を子宮内に流しこんできた。

「んんんんんっ！」

（出てる！　これ、精子……中に出てる！　私、射精されてる！　熱い！　あそこが……熱い!!）

　膣中に熱気が広がる。火傷しそうなほどに熱い熱汁が子宮内いっぱいに広がる。自分の身体に染みこんでくる。

（これ……な……駄目……私……私ィいい！）

　熱さが快感へと変換され──

「んっふ……あんん！　んっんっ！　むふぅううううっ！」

（イク！　いってる……私……いっちゃってるぅうう！）

　キスをしながら精液を流しこまれながら、最低で最悪な男の上で愛は絶頂に至った。

「あっあっ……んはぁあああ……」

（注がれてる。こんなの……イヤなのに……喜んでる……私の身体……喜んじゃってる……。嫌いなのに……康夫なんて大嫌いなのに……私……私ィいい……）

　屈辱、嫌悪、そして性感──様々な感覚にひたすら打ち震えた。

「あっは……はぁあああ……」

　行為が終わる。

　ドロリッと先ほどまで肉棒が挿入されていた秘部から精液が零れ落ちた。

「うっうっ……ぐすっ……ひぅううう……」

　涙が流れる。子供みたいに愛は泣いた。

「ふぅ、最高だったぞ。こんな身体を味わえるなんて、これからが楽しみだ」

　そんな愛にわざわざ聞かせるように康夫が呟く。

「こ……これからも？」

「当たり前だろ」

　終わりなんかじゃない。まだ、始まりでしかなかった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「愛ちゃん……どこに？　家に帰ったのかな？」

　夜の街を章介は一人走り回っていた。

　今晩家に来る予定だった愛が来ないから……。しかも、電話をしても出てくれない。一体愛はどこに？　もしかして事故にでもあったのだろうか？　そんな心配をしながら、章介は幼なじみを捜す……。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　最悪な破瓜を迎えた学校からの帰り道──未だ愛は康夫と共にいた。

　いや、ただ一緒にいるだけじゃない。当然のように──

「あっく……んんんっ！　もう……やめて……。お願いだから……あっあっあっ！　ここは……ここでだけはやめてぇええ！」

　犯されていた。

　しかも、場所は公園。そう、章介に告白したあの公園だった。

　公園の公衆トイレ──その裏で、立ちバック状態で肉棒を秘部に挿入されていた。

「どこでだって一緒だろ。ほら、気持ちいいだろ？　感じるだろ？」

　耳元で囁きつつ、康夫は幾度も幾度も腰を叩きつけてくる。

（これ……届いてる。届いちゃってる。奥まで……私の子宮まで……おちん×ん……来ちゃってる。何度も奥をノックしてくる。こんな場所で……章介との思い出の場所なのに……。駄目……感じちゃ駄目！　ここでは駄目！　ここでだけは駄目ぇええ！）

「むっふ……んふうう！　ふうっふうっふうっ！　くふぅうう！」

　激しい突きこみのせいで制服を着ていても乳房がブルンブルンと上下に動いてしまう。腰に腰が叩きつけられるたび、愛液を飛び散らせてしまう自分がいた。

　ただ、それでも必死に性感を抑えこむ。感じてはいけない。ここでだけは──という想いを強く持つことによって……。

「今回は妙に我慢するな！　でも……これならどうだ！　イクぞ！　出すぞ!!」

「や……それは……やめ……やめてぇええ！」

　ビクビクと膣中で肉槍が震え始める。これが何を意味しているのか？　すぐに理解した。ここでだけは出されたくない。射精されたくない──その想いを必死に伝える。

　しかし、どんな想いも届くことはなく──

「あっあっ！　んひぁああああ！」

（出てる。熱いの……来てるぅうう！）

　再び肉壺に熱汁を流しこまれてしまう。抵抗などできない。

「はひいい！　ふっひ！　んひんんんっ！」

　ドクッドクッドクッと震える肉棒の動きに合わせて、ただ肢体を震わせることしか、今の愛にできることはなかった。

（イク……あああ……イッてる。私……ここでイッちゃってる……章介……）

　何もできない。何も……。

「俺を忘れられなくしてやる。身体だけじゃない。心にも俺を刻んでやるからな」

　耳元に届く康夫の言葉が、ただひたすら恐ろしかった……。

　でも、どうしてだろう？　恐ろしさだけじゃない。康夫の言葉に疼きを秘部に感じてしまう自分も確かにいた……。











第三章　奪われた身体、明け渡された子宮









「昨日はどうしたの？　大丈夫？　今朝も待ち合わせの場所に来なかったし」

　散々康夫によって犯し尽くされた翌日、教室に入った愛に章介が声をかけてきた。その表情は不安そうだ。愛の身に何かがあったのではないかと心配してくれているらしい。

　自分のことを章介が考えてくれている。いつもの自分だったらそれだけで嬉しくなってしまう。けれど、今はそうした彼の想いがつらかった。

「ごめん。昨日いきなり具合が悪くなっちゃってさ。それでまっすぐ家に帰ったんだ。家に行けなくなったって連絡もしようと思ったんだけど、なんかケータイの充電も切れちゃっててさ。充電してる暇もなくて」

「そうなんだ。それじゃあ今朝もそれで？」

「うん。ちょっと上手く起きれなくて……」

「それ、大丈夫なの？　まだ休んでなくていいの？」

　章介の心配は心の底からのものだ。幼なじみだから、恋人だから、それくらいのことはよくわかる。わかるからこそ、胸が痛い。

「……大丈夫。もう治ったみたいだからさ」

　なぜならば、体調不良なんて嘘だから。

　今朝、待ち合わせの場所に行けなかったのは、家にいなかったからだから……。

　思い出す。昨晩のことを……。

　あの後──公園で犯された後、愛はそのまま康夫が一人暮らしをしているアパートに連れていかれた。そこで散々犯された。

　一回や二回では済まない。何度も、何度も、何度も何度も何度も何度も……。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「ほら、またキスしろよ」

　再び口付けを求められた。場所は風呂場。愛は康夫と一緒に風呂に入っていた。向かい合うような体勢で……。しかも、ただ対面しているだけじゃない。愛の秘部には康夫の肉棒が挿入されていた。

　ただし、一応ゴムは着いている。頼むからゴムだけは着けてくれと懇願した結果だ。

「そんなこと……」

「できるよな？　章介のためだもんな？」

　拒絶しようとする愛を嘲笑ってくる。自分の存在を誇示するように腰を突き上げ、膣奥を突きながら……。

「んっく……あっ……くふうっ……んっんっ……う、動くなぁ」

　どこをどう攻めれば女が感じるのか？　康夫はそれをすべて知り尽くしているようだった。絶妙な腰遣いで膣壁をなぞり、子宮口に亀頭で口付けしてくる。ドジュッと膣奥を突き上げられると、それだけで一瞬全身から力が抜けそうになった。破瓜を迎えたばかりとは思えないくらいに心地いい。

「動くな──じゃないだろ。早くしろ。まぁ、お前がやりたくないってんならそれでも俺は構わないぜ。その場合、章介を学校で見ることはなくなるだろうけどさ」

「う……ううう……」

　守らなくちゃいけない。章介は自分が……。

「……んっ」

　恋人のために恋人ではない男にキスをする。最低な男に自分から唇を重ねた。結果、全身が密着することになる。康夫の胸板に自分の乳房を押しつけ、康夫の背中に手を回した。自然と抱きしめるような形になってしまう。

「こ……これでいいだろ」

　とはいえそれは一瞬だ。すぐに唇を離す。

「はぁ？　馬鹿を言うなよ。今のはキスって言わないっての。キスってのはしっかり舌まで挿入れないと意味ないんだぜ」

「舌まで？」

「ああ、前にキスした時は俺からだったけど、今度はお前から舌を挿入れろ。できないとは言わせないぞ」

　拒絶という選択肢はない。

（ごめん……章介……）

　一体何度謝っただろうか？　再び心の中で恋人に謝罪しつつ──

「んっく……んっちゅ……んんんっ」

　もう一度口付けをした。唇と唇を重ねるキス。けれど、今回はそれだけでは終わらない。ファーストキスの時とは違い、今度は自分から舌を伸ばし、康夫の口腔に挿入した。

「むっちゅ……こ……こりぇで……いいの？」

　口付けしたまま康夫を睨む。すると康夫は自分から舌を蠢かし、こちらの舌に自身の舌を絡みつけてきた。だが、その動きは一瞬だ。すぐに止める。

（私から絡ませろって……そう言いたいのか……本当に最低……）

　殺してやりたい──とさえ思う。

　が、どんなに恨みを募らせたところでできることなどなにもない。

「ちゅっる……ふちゅっ……むっちゅ……ちゅぶる……くっちゅ……んちゅっ……ちゅっば……ちゅるる……ふちゅううっ」

　やれることは求められるがままに舌を蠢かせることだけだった。

　ただし、キスの経験などまったくないので、その動きは実にぎこちないものになってしまう。ただ闇雲に康夫の口内を掻き混ぜた。

　するとそれが不満だったのか、康夫はしばらくした後、自分からも再び舌を動かし始めた。ただされるだけではない。こちらの口腔にも舌を挿しこんでくる。その上で、当然のようにじゅるじゅると口内を啜ってきた。

（吸われてる。これ……ああ……気持ちいい……）

　相手は最悪な男である。だが、口の中を掻き混ぜられると、下品な音色と共に吸われると、どうしても気持ちいいという感覚に痺れてしまう自分がいた。

　すると、そんなこちらの心を読んだかのように、康夫はゆっくりとピストン運動を開始してきた。キスを続けつつ、膣奥を突いてくる。バシャバシャという水音が浴室中に響く勢いで、膣道を擦り上げてきた。

「むっふ……んふううっ！　はっふあ……あっあっ……くふんんっ！」

（駄目……ああ、感じる。これ、感じちゃう……。最低で、最悪なのに……無理。気持ちいいって感覚、抑えられない。ああ、章介……無理。また、私……またぁ）

　キスをしながら蜜壺を何度も突かれる。全身を密着させて、子宮を刺激される──まるで全身が康夫と一つに溶け合っていくような感覚だった。抑えがたいほどの愉悦が広がる。章介の存在さえも忘れてしまいそうな圧倒的な性感が身体中を駆け巡る。

（い……イクっ……）

　なんの抵抗もできぬまま、ギュッと自分から康夫の身体をより強く抱きしめつつ、愛は絶頂に至るのだった。




　そうしたセックスは風呂場だけではなく、当然康夫の部屋でも続いた。一晩中……。

　朝、気がつけばベッドの上には使用済みのコンドームが何個も何個も何個も……。

　心地よさそうに寝ている康夫の横で、全裸のまま愛は泣いた。噎せ返るような性臭を感じながら……。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　結局康夫の家に泊まってしまった。だから、いつもの待ち合わせ場所にも行けなかった。

　昨晩のことを思うと死にたくなる。章介に合わせる顔がない。

「愛ちゃん？　大丈夫？　もしかして……まだつらいとか？」

　自分の裏切りを章介は知らない。キスも、処女も、奪われてしまったことを……。

　もし真実を知ったら章介はどう思うだろうか？　どうなってしまうのだろうか？　考えると恐ろしさが膨れ上がる。悟られるわけにはいかない。

「そ、そんなことない。大丈夫だから」

　必死に笑顔を取り繕って見せた。

「なんだ？　具合悪いのか？　もしかして夜更かしでもしたのか？」

　恋人同士の会話に割りこんできた──康夫が。

　こちらがどんな想いでいるのか？　それを理解しているのだろう。その上で人を馬鹿にするような口調で話しかけてくる。

「……別に……なんでもない。あんたには関係ない」

　顔を見ることだって我慢できない。プイッと顔をそむける。

「つれないなぁ……井上さんは……。でも、まぁいいか。って、そんなことよりもさ、悪いんだけど、今日も相談したいことがあるんだよ。だからさ、また放課後……いいかな？」

　こちらが敵意を向けても気にも止めない。

「き……今日も？」

　昨晩の行為が脳裏にフラッシュバックしてくる。

「駄目かな？」

　ジッとこちらを見つめてきた。断るなんて許さない──とでもいうような目で……。

「……わ、わかった……」

　頷く以外にない。

「ありがとな。そういうわけだから章介……愛ちゃん……借りるぜ」

　ニタッと康夫は不気味に笑う。

　章介はその笑みに気付かず「ああ、うん」と笑顔で頷いた。

（いつまで続くの……こんなこと……）

　絶望が心の中に広がっていく……。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「……来たな。待ってたぜ」

　土曜日の夜──愛は康夫の家へとやって来た。理由は当然呼び出されたから……。

（ここで犯されるんだ。今日もまた……）

　何をされるのかはよくわかっている。何度も何度も犯され、汚されてきたから……。

「明日は休みだからな。いつも以上にたっぷりと調教してやる。自分が誰のものかってことを教えこんでやるよ。身体だけじゃない。心まで俺のものにしてやる」

　ニヤニヤ笑いながら舐め回すような視線で見つめてくる。見られているだけで犯されているような気分だった。

　正直言うと怖い。これからされることを考えると──いや、これからされることに自分がしてしまう反応を思うと……。

「私の心は絶対アンタのものになんかならない」

　だが、必死に恐怖心を抑えこみ、康夫を睨みつけた。

「強気だなぁ。でも、その態度……いつまで保つかな？」

　どんなに敵意を見せても康夫はまるで動じない。それどころかますます表情を楽しそうなものに変えつつ「んじゃ、早速脱いでもらおうか」と命じてきた。

「……くっ」

　脱ぎたくなどない。脱ぎたいはずなどあるわけない──しかし、従うしかない。

　身に着けていた制服のボタンを一つ一つ外す。初めてした時と同じように、ワイシャツとスカートを脱ぎ、下着も外した。康夫の前に生まれたままの姿を晒す。

「少し汗ばんでるな。もしかして興奮してるのか？」

「そ……そんなわけ……」

　当然康夫の言葉を否定する。

　でも、身体が熱くなっていることは事実だった。

　これからの行為を想像すると、どうしても昂ぶってしまう。そのようなことがあってはならないと頭の中では理解していても、肉棒を蜜壺に挿入される感覚を思い出すと、それだけで下腹部をズキズキと疼かせてしまう自分がいた。

　身体は性感を知ってしまっている。

　自然と全身から汗が溢れ出し、しっとりと柔肌が濡れた。

「そうだな。んじゃ、今日はまず、撮影から始めるか」

「さ……撮影？」

「今のお前の姿を撮るんだよ。ほら、ポーズを取れ。そうだな……まずは両足を広げろ。はっきりま×こが見えるようにな」

「……そんなこと……」

「できるだろ？」

「……くう」

　できるはずがない。でも、するしかない。

　睨みつけながら康夫の前に立った状態で両足を広げる。クパッと秘裂が左右に開いてしまうくらいに……。

　そんな状態で何枚もの写真を撮影された。ケータイで幾度も幾度も……。いや、ただ秘裂を広げるだけの写真では終わらない。時には足を蟹股に開かされたり、時には身体に『精液便所』なんていう落書きまでされたりした。

「イヤらしい写真を撮られて興奮したか？」

　撮影を終えた康夫がニタニタ笑いながら語りかけてくる。

「そんなこと……」

　当然否定した。

　だが、彼の言葉は事実でもあった。裸を撮られる──本来ならばあり得ない状況に、愛の身体は間違いなく火照り始めてしまっていた。特に秘部が疼いている。ジンジンと……。花弁は間違いなく愛液で湿っていた。

「濡れてるな。そんなに犯して欲しいのか？」

　そのことに目敏い康夫は気付く。

「な……ば、馬鹿を言わないでっ！　そんなこと……」

「そんなことない？　説得力がないぜ」

　どんな言葉を向けたところで康夫は気にも止めてはくれない。それどころか、秘部に手を伸ばしてきたかと思うと、嬲るように陰部を指先でグチュグチュと擦ってきた。

「あっひ……くひんっ！」

　少し刺激されただけにすぎない。しかし、それだけで身体中から力が抜けそうになってしまう。思考が痺れるような性感──自然と口を開き、甘い嬌声を漏らしてしまった。いや、漏れ出るものは声だけではない。
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「気持ちいいか？」

　言葉と共に指でグッチュグッチュと秘裂をなぞられると、より多量の牝汁まで溢れ出てしまう。ヌルヌルとした愛液で康夫の指がぐっちょりと濡れるほどに……。

「やっは……駄目……やめて……。んんん！　やだ！　ああっ！　それ……声……抑えられなくなるから……やめてぇっ！　んっく……はふぅうう！」

　身体がさらに熱くなっていく。感じてはいけない。こんな奴の好きになってはならない──そう頭では理解していても、肉体の反応を抑えることはできなかった。

「最初から敏感だったけど、前にも増して感じやすくなってるな。お前、ホント牝の才能があるよ。もう、犯して欲しくて堪らないんだろ？」

「そんなこと……」

　康夫の言葉を認めることなどもちろんできない。けれど、犯して欲しいんだろという言葉を聞くと、それだけでまるで期待するみたいにさらに蜜を滴らせてしまう自分もいた。

「否定しても無駄だっての。お前のことは全部わかってるからさ。でも、悪いがまだ期待には応えられない。犯す前にしっかり奉仕をしてもらわないとな」

「……奉仕？」

「俺のち×ぽを咥えろ。フェラをするんだよ」

　ギンギンに勃起した肉槍を振って見せてくる。その動きに合わせて噎せ返りそうな牡の匂いが周囲に広がった。

　濃厚すぎる性臭──それを感じるとさらに昂ぶりが大きくなってしまう。理性で何を考えようが、身体は気にも止めてはくれない。まるで自分の身体が自分のものではなくなってしまっているかのようだった。

　こんな状態で肉棒を咥えたら、この匂いを直接口内に感じたら、自分がもっとおかしくなってしまうかも知れない──それが堪らなく恐ろしかった。

　だが、恐ろしかろうが命令には逆らえない。

「んっちゅ……」

　肉棒にキスをして、これを咥えた。もちろん咥えるだけでは終わらない。ジュボッジュボッと頭を前後に振り、口唇全体でペニスに奉仕を行った。

「いいざまだな」

　その様を何枚も写真に撮られる。本当に惨めだった。けれど行為を止めることはできない。「うっく」と呻いた康夫に口内射精されるまで、ひたすら愛は奉仕を続けた。

（口の中……気持ち悪い……）

　口内に精液が溜まっている。ヌルヌルとした感触がおぞましかった。

「よっし、それじゃあそれを吐き出せ。掌に出して俺に見せろ」

　命令を重ねてくる。

「ん……うえっ」

　これに従い、掌に吐き出した。

（臭い……それにすごい量……）

　見ているだけで鳥肌が立つ。すぐにでも手を洗いたかった。

「よし、んじゃ……それを舐め取れ。でもってしっかり飲め」

　が、洗い落とすことを康夫は許してはくれない。

「飲む？　これを？　そんなの……」

「できるよな？」

　抵抗などできない。

（助けて……章介……）

　心の中で救いを求める。でも、ここに章介はいない。

　どうすることもできない。命じられるがままに掌の白濁液に唇を寄せることしか、今の愛にできることはなかった。

「んっちゅ……ちゅれろっ……れろっれろっれろっ……」

　舌を這わせ、白濁液を舐め取る。その上で「んっぎゅ……ごきゅっごきゅっごきゅっ」喉を上下させ、牡汁を嚥下し始めた。

「んげっほ！　げほっげほっげほっ！」

　苦い上に濃厚すぎる。喉に精液が絡み、幾度も咳きこむこととなってしまった。

「吐き出すなよ。最後の一滴までしっかり飲め」

　こちらが咽せても気にも止めてはくれない。命令を重ねてくる。

「んっぐ……んっんっんっ……」

　逆らうことができぬまま、最後の一滴まで愛は康夫の精液を飲み干した。

「んっは……はぁあああ……こ……これで……いいんでしょ？」

　口を開き、息を吐く。自分の吐息がなんだか精液臭かった。

「ああ、それでいい。でもな、これでいいんでしょ？　なんて言い方は駄目だぞ。飲ませてもらったんだ。行儀よくごちそうさまでしたって言うんだ」

　どこまでも人の気を逆撫でしてくる。が、気に入らないが逆らえない。

「ご……ごちそうさまでした……」

　屈辱に身を震わせながら、精液臭い息と共にそう口にした。

「んじゃ、今度はセックスのおねだりだ。そうだな……四つん這いになって俺に尻を向けろ。その尻を向けながら、ち×ぽをま×こに突っこんで下さいってお願いするんだ」

　満足げな表情を浮かべつつも、行為をここで終えてはくれない。さらに最低な命令を重ねてくる。

　本気で殺してやりたい──そんな感情が膨れ上がってくるのを感じつつ、

「い……挿入れて……。ち……ち×ぽを……ま×こにつ……突っこんで……下さい」

　最悪な言葉を絞り出すように口にする。

「ああ、いいぜ。挿入れてやるよ」

　勃起した肉棒の先端部を躊躇なく向けてきた。

「ご……ゴムは？」

　が、ゴムを着けていない。コンドーム無しは……。

「大丈夫。外に出してやるからさ」

「でも……」

「俺を信じろよ」

「信じられるわけが……」

「大丈夫だって。それとも、さっきの写真、章介に送信してやろうか？」

「お願いだからそれだけはやめて！」

　焦りの声を上げる。

「だったら俺を信じろ」

「く……ううう……」

　逃れられない。こいつの手からは……。

　これ以上言葉を続けることはできない。屈辱に唇を噛みしめながら、挿入しやすいように自分からさらに腰を上げた。

「んじゃ、行くぜ」

　腰を掴まれる。肉棒の先端がグチュッと膣口に触れた。そのまま腰を突き出してくる。ズブズブッと剛直が沈みこんできた。膣口が大きく開かれる。

「あんんん！」

　膣道が拡張されていく。身体の中に巨大な杭を穿たれるような感覚が走った。

（挿入ってくる。おちん×んが……硬いのが……。これ……あああ……違う。全然違う！　ゴムがないだけで……こんなにっ!?）

　公園で犯された時以来の生挿入。ゴム越しでは感じ取ることができなかった熱気が伝わってくる。直接肉棒の感触を膣に刻まれるような感覚とでもいうべきだろうか？

「はっひ……あっあっあっ！」

　声を抑えることができない。

（やだ……嘘……。私……感じてる。こんな……挿入れられただけで……気持ちよくなっちゃってる!!）

　明らかに快感としか言えない感覚が生まれてしまっていた。

「気持ちよさそうだな。そんなに俺のち×ぽがいいのか？」

「そ……そんなこと……」

　認めることはできない。必死に首を横に振り、否定する。

「ふ〜ん、これでもか？」

　だが、どんな否定もさらなる責めを導く結果にしかならない。康夫はニタニタと笑いつつ、挿入だけでは満足できないとでもいうようにピストン運動を開始してきた。しかも、ただのピストンではない。パンパンパンッという腰と腰がぶつかり合う音が部屋中に響くほどに激しい突きこみだった。

「それ！　あああ！　駄目！　駄目ぇええ！」

「駄目？　何が駄目なんだ？」

「何がって……届いてる！　これ、奥まで……あっふ、んひんん！　私の奥まで来ちゃってるから！　だから……駄目なの！　お願い！　やめて、止まってぇ！」

　腰が叩きつけられるたび、肉先で子宮口が叩かれる。女として最も大切な部分を刺激される。ドジュッドジュッドジュッという音色が響くたび、身体中の筋肉が蕩けそうな愉悦が走り、視界がチカッチカッと幾度も明滅した。

　脳髄を直接掻き混ぜられているような感覚である。肉棒によって刻まれる性感によって、自分が自分ではない何かに変えられていく気がして、なんだか恐ろしかった。

　だからこそ、やめてくれと、止まってくれと、必死に訴える。

「止まってとか嘘をつくなよ。本当は滅茶苦茶気持ちいいんだろ？　ほら、こうされるのがイイんだろ？」

　だが、どんな訴えも届きはしない。それどころか、さらに強く、より深くまで、肉棒を突きこまれる結果になってしまった。

「んひいい！　やだ……これ……無理！　こんなの……あああ……私……もう！　もう耐えられない！　すぐ……こんな……すぐに……私……ふっひ！　私ぃいい！」

　数度のピストンを受けるだけで、絶頂感まで膨れ上がってくる。自然と蜜壺を収縮させ、突きこまれた肉棒を強く締めつけた。

「へぇ、ま×こがすげぇ俺のを締めてきてるぞ。もしかしてイキそうなのか？」

「くんん！　い……イキそう！　私……イキそうに……あっあっあっ！　イキそうに……なってる！　こんなの……我慢できない！」

　康夫の言葉を否定することもできない。突きこみに合わせて身悶えしながら、何度も首を縦に振り、絶頂を訴えた。

「そっか……なら……」

　するとこれに対し康夫は、急に腰の動きを止めてきた。

「え？　あ……な、なんで？」

　思わず声を上げてしまう。

「なんで？　もしかして……イキたかったのか？」

「そ……それは……」

　イキたかった。もちろんイキたかった。快感に身を任せたかった──が、素直に答えられるはずなどない。口籠もる。

「ほら、素直になれよ」

　すると康夫は再びピストンを再開してきた。

「また！　んっは……あふうう！　また動き出した！　おちん×んが……またぁあ！」

「おちん×んじゃない。ち×ぽと言え」

「ち……ち×ぽ！　ち×ぽがまた私の中……ズンズン突いてくるぅ!!」

　命じられるがままに下品な言葉を口にしつつ、突きこみに合わせてブシュッブシュッと結合部から愛液を飛び散らせた。

「これ……あんんん！　また……またぁああ！」

　当然のように絶頂感が再び膨れ上がってくる。

（イク……今度こそ……私……い……イクぅううっ！）
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　快楽の奔流に身体も意識も、流されそうになる。

　しかし──

「あ……なんで？　どうして!?」

　達する直前で、再び康夫はピストンを停止していた。

　なぜ止まるのか？　どうしてイカせてくれないのか？　思わず縋るような視線を凌辱者へと向けてしまう。

「イキたいか？　正直に言え」

　疑問に対し、康夫は答えではなく疑問を返してきた。

「そ……それは……」

　口籠もる。イキたい──などとこの男に言いたくはなかったから……。

　だが、黙っている間も肉体の昂ぶりは大きくなっていく。膣中で止まっているペニスのドクッドクッという脈動を感じていると、イキたい。達したい──という想いがさらに大きくなってきた。

「教えろ。イキたいんだろ？」

　耳元で囁かれる。

「い……いきた……」

　イキたい──そう答えかけてしまう。

　けれど、脳裏に悲しそうな章介の顔が浮かんだ。今にも泣きそうな顔が……。

「違う。私は……イキ、たくなんかない……。絶対に……」

　章介が最後のところで自分を引き留めてくれる。ギリギリのところで、愛は本能を抑えこんだ。

「そっか」

　だが、康夫は落胆などしない。それどころか、より嬉しそうな表情を浮かべた。

　この瞬間、愛は予感した。章介のために導き出した答え──そのせいで、自分はもっとつらい目に遭うことになるのだろうということを……。

　そして、その予感は当たってしまう。

「おら、どうだ？　これでもイキたくないか？　これでも我慢できるのか？」

　康夫は容赦なく愛を攻めてきた。

　何度も何度も激しく膣を突いてきた。ただ闇雲に腰を前後させてくるだけではない。時には浅い部分を擦り、時には膣道の少し上側を突き上げるように刺激してきた。肉棒が突いてくるのは敏感部ばかりだ。どこが感じるのか？　それを完全に把握されてしまっていた。

「それ、すっごい！　すごすぎる！　イク！　ホントに私、今度こそ……イクぅ」

　当然のように絶頂感が膨れ上がる。すべての意識が快感の中に飛びそうになった。

　しかし、達することはできない。なぜならば、ギリギリのところで康夫が腰を止めてしまうから……。

「あああ……止まった。また、止められたぁあ！」

「……だってイキたくないんだろ？　ならイカさない。俺は優しいからな。それとも……やっぱりイキたいのか？」

「それは……それはぁあああ！」

　イキたい。もちろんイキたい。最高の快楽に溺れたい──どうしようもないくらいに心は絶頂を求める。でも、それでも……。

「い……イカない……。私は……イキたくなぃいい！」

　耐えた。必死に本能に抗った。

　でも、誰もそんな愛を褒めてはくれない。我慢する。耐える。必死に頑張る──でも、そうしたところで、ただつらさが大きくなるだけだった。

「これでもか？　これでもまだ我慢できるのか？」

　攻められる。達しそうになるほどに膣奥を突かれる。

「ふひいい！　すごい！　ち×ぽ……すごすぎる！　はひい！　気持ちいい！　ち×ぽでおま×この奥突かれるの……すごくいい！　我慢できない……イッちゃう！　抑えられないぃ」

　でも、イカせてはもらえない。

「また！　あああ……まただ。またぁああ！」

　達する直前で、腰を止められてしまう。何度も何度も寸止めされてしまう。

（おかしくなる。狂う。こんなの……私が私でなくなっちゃう……。イキたい。イキたいイキたいイキたいイキたいイキたい……）

　そんなことしか考えられなくなってしまっている自分がいた。

「もう限界だろ。我慢するなよ。素直になれ。つらいだけだろ？」

　そうだ。つらいだけだ。耐えたところでつらいだけ……。

　我慢したってどうにもならない。だったら早く達してスッキリしてしまった方がよっぽど……。

「イキたいか？　イキたいだろ？」

「あ……あああ……私……私は……わたしはぁあああ」

　耐えなければならない。章介のために──そんな想いが溶けていく。

　きっと許してくれるはずだ。こんなに頑張ったのだから。章介は優しい。だから、よくここまで我慢したねと言ってくれるはずだ。耐えなくていいと言ってくれるはずだ。

　自分に都合がいいことしか考えられなくなる。もう、限界だった。

「い……イキたい……」

　絞り出すように口にする。

「私……イキたい……。もう……無理……。だから、イカせて……。お願い……康夫……私を……イカせてぇええ！」

　必死に懇願した。

　しかも、ただ言葉で求めるだけでは終わらない。

　肉壺を収縮させる。猛々しく勃起した肉槍を、膣壁で強く締めつけた。全身でイカせて欲しいと請い願う。

「そっか、イキたいか……。だったら、イカせてやるよ。ただし、その代わりに中出しさせろ。お前の中に精液を注がせろ。膣中出しして下さいとお願いするんだ。できるよな？　構わないよな？」

「そ……それは……それはぁああ！」

　さらに最悪な指示が飛ぶ。

　自分から膣中に射精してくれと懇願する？　あり得ない。あってはいけない。

　でも、耐えられない。

「い……いいわ。構わない！　だから……出して！　射精して！　膣中に……私の膣中に出して！　お願い……早く……イカせてぇえ」
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　部屋中に懇願の叫びを響かせた。

「ひでぇ言葉だな。章介……きっと泣いちゃうぜ。でも……よく言えたな。だからその願い叶えてやるよ。ほら、たっぷり受け取れ！」

　言葉と共に腰を突き出してくる。これまで以上に奥にまで……。

「んひいい！　届く！　奥まで。届いてるぅう！」

　ズンッと下腹部に伝わってくる衝撃に、だらしなく表情が歪んだ。

「さぁ、言え！　妊娠させて下さいってお願いしろ！」

　さらに命令を重ねてくる。

「に……妊娠させて！　あ、愛を……妊娠させて下さいぃいい！」

　大好き。章介のことが大好きだ。でも、だけど、どうしようもない……。

　言われるがままに膣中射精を願う。

　瞬間、ドクンッと脈打ったペニスの先端から多量の白濁液が溢れ出した。ドクッドクッドクッドクッドクッと牡汁が流しこまれる。熱汁が子宮に……。

「んひぃいい！　出てる！　これ……膣中に……出てるう！　あああ！　すごい！　熱い！　あっあっあっ！　い……イクっ！　私……イクっ！　出されて……ま×こに精液ビュルビュルされて……イクっ！　イクぅうううう♥♥♥」

　下腹部に広がる熱気。それが快感へと変換され──

「はっひあ！　ふひっ！　んひぃいいいい♥」

　抗えない絶頂に至った。

「あっあっあっ……んはぁあああ♥」

　膣中で震える肉棒。その動きに合わせるように愛は肢体を幾度も痙攣させながら、だらしないまでに表情を蕩かせた。

（ああ……気持ちいい……。すごく……いい♥）

　気持ちがいい。すごく気持ちよくて幸せ──幸福感さえ覚えてしまう。

「よし、まだやめねえからな」

　だからだろうか？　康夫が向けてきた言葉を否定することもできない。

「は……はい……」

　柔肌をピンク色に染め、濃厚すぎる牝の発情臭を漂わせながら、うっとりと愛は頷いた。




　その後もひたすら犯され続けた。

「ああ……これ……いいっ！　いひのぉおお！」

　正常位で犯された。乳房が上下に弾むほどの勢いで何度も突かれた。

「これ……あああ……届く。さっきまでより……奥までぇ」

　駅弁状態でも繋がり合った。康夫に抱きかかえられ、膣奥を突かれながら「んっちゅ……ちゅるる……はっちゅ……んちゅううっ」ほとんど無意識のうちにキスまでしてしまった。

「あふうう！　あんっ♥　あんっ♥　あんんんっ♥」

　ベッドに上半身だけを預けた状態で、背後から何度も突かれた。抉るように蜜壺を突かれるたびに広がる快感に、無様なほどの絶頂顔を晒しながら何度も甘い声を響かせた。

　幾度も膣中に精液を流され、時には顔にもぶっかけられたりもした。

　そしてついには騎乗位状態で、自分から腰を振るなどということまで……。

「はっひあ♥　んひいいいっ♥　あああ……これ……いっひ！　いひぃいい！」

　汗が周囲に飛び散る勢いで一心不乱に何度も腰を……。

「またイク！　またっ！　またぁああ♥」

　愉悦を抑えられない。失禁でもしているかのように愛液を飛び散らせ続けた。

「私は康夫の女ですと言え」

「女……私は……んなです！　あっひぃいい！　康夫の……女ですぅ♥」

「んじゃ、俺の好きにしていいよな？」

「いいです！　好きにして！　滅茶苦茶にしてぇえ♥」

　言葉だけじゃない。身体でも康夫の言葉を認めるように、さらにきつく肉棒を締めつけながら、牝の顔でひたすら狂ったように喘いだ。

　そんな時だった。愛のケータイが着信音を響かせたのは……。

「し……章介……」

　ディスプレイに表示されている相手は章介だった。

「……電話に出ろよ」

「そ……それは……」

　繋がり合ったままの状態。こんな姿で電話に出ることなんて……。

「できるよな？」

　言葉と共にズンッと腰を突き上げてくる。

「あっひ！　ふひぃいい！」

　再び刻まれる性感──それを意識させられると、逆らえないと思ってしまう自分がいた。

　だから出る。出てしまう。犯されながらだというのに……。

「どう……したの……章介？」

　必死に快感を抑えながら恋人に尋ねる。

『どうって……ちょっと愛ちゃんの声を聞きたくなっちゃってさ』

「そ……そふ……なんだ？　あっく……んふうう！」

『どうしたの？　なんか変だけど。今、家じゃないの？』

「そ……それは……それはぁああ！」

　家じゃない。でも、本当のことなんて教えられるわけが……。

「教えてやれ。俺のところにいるって。相談を受けてるってさ」

　だが、康夫は許してはくれない。話せと命じてくる。

「い、今ね……康夫……んん！　康夫の家にいるの！」

『康夫の？　なんで？』

「そ……相談したいことがあるってい……言われ……たから……だから……」

　必死に言い訳を考える。

　康夫はそんなこちらの姿を見つめつつ、嬲るように自分から腰を突き上げて振りたくってきた。

「んっひ！　くひんん！」

『え？　どうしたの？』

「なんでも……なんでもない！　なんでもないから！　その……まだ、話の続きだから……き、切るね」

　これ以上話してなんかいられない。

　だってイキそうだから……。耐えられないから。章介と話をするよりも先に、達してしまいたいから……。

『愛ちゃん？　どうしたの？　愛ちゃん!?』

　何かを察したかのように、章介は何度も尋ねてくる。

「ご……ごめんね」

　そんな恋人に具体的な返事は何一つ返すことなく、愛は一方的に電話を切った。

　刹那──

「イッく！　イクイク♥　また……イクぅううう♥」

　再び絶頂に至ってしまう。

　康夫にまたがったまま、幾度も肢体を震わせた。

　やがて身体中から力が抜ける。くたっと自分の身体を康夫の上半身に預けつつ──

「んっちゅ……ふちゅっ……むちゅううっ……」

　ほとんど無意識のうちに、再び康夫の唇に唇を重ねるのだった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　何かがおかしかった。

　どこか愛の様子が変だった。

　だから何度も章介は電話をかけ直したのだけれど、愛が再び出てくれることはなかった。

　だから代わりに康夫のもとにかけてみる。すると──

『はひいい！　それ……それがいい♥　奥……奥が……子宮がいひぃいい♥』

　声が聞こえた。遠いけれど、明らかに艶やかな声が……。

（今の声……まさか……）

　ドクッドクッドクッと心臓が高鳴る。ガクガクと足が震えた。

『イカせて！　また……いかへてぇえ♥』

　愛？　愛の声にも似ている。でも、まさか、そんなこと……。

（違う。あり得ない。今のは気のせいだ。だって、すごく遠くに聞こえたし……。だから、愛ちゃんがおかしいなんてことはあり得ないはずだ。違う違う違う違う違う）

　生まれてしまった考えを必死に振り払う。

（行ってみよう。康夫の家に……きっと違うから……）

　その上で、章介は自分の家を飛び出し、康夫の家へと向かった。




「こんな時間にどうしたんだ？」

　インターホンを鳴らすと涼しい顔をした康夫が姿を現した。

「いや、その……愛ちゃん……いるんだろ？」

「ああ、いるぜ。相談を受けてもらってたからな。なぁ、愛」

　部屋の中に声をかける。

（愛？　愛ちゃんを呼び捨て？）

　これまでは井上さんと呼んでいたはずだ。それなのに……。

「ああ、友達になったんだよ。なぁ、愛」

　もう一度部屋の奥に声をかける。

「う、うん……そ、そういうこと……」

　すると愛が姿を現した。

「……愛ちゃん」

　その表情はどこか疲れているようにも見える。

　それに、なんだか髪もばさばさしている。

　その上、部屋の中はなんだか妙に生臭かった。色々な汁が混ざり合ったような匂いとでもいうべきか……。これまで嗅いだこともない匂いだった。

　電話の時に抱いてしまった妄想が蘇ってくる。

（いや、違う！　そんなことない！　絶対違う！）

　慌ててそれを否定した。

「せっかく来たんだ。一緒に酒でも飲もうぜ」

　こちらの想いになど気付かず、康夫がそんな誘いをしてくる。

「さ、酒って……」

　愛に聞かれたら……。

「愛もいいよな？」

　しかし、生真面目なはずの愛は、康夫の言葉に──

「……そうね」

　と怒ることなく頷くのだった。

　そんな愛に対して章介は何も言うことができぬまま、嫌な予感を感じつつ、康夫の家へと上がるのだった……。
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「先生……本当にいいの？」

　勝子と付き合い始めてから三カ月──純は誕生日を迎えた。

　その日、純は初めて勝子の部屋に招かれた。

　これまで、休日のたびにデートなどはしてきたけれど、こうして家にまで招かれたのは初めてのことである。しかも、勝子は一切衣服を（眼鏡さえも）身に着けていない状態でベッドに横になっていた。

　恥ずかしいということで明かりはついていない。けれど、カーテンの隙間から差しこむ月明かりに照らされて闇の中に白い肢体が浮かんで見えている。丸みを帯びた乳房に、少し肉付きのいい下腹部。ムチッとした太股。そして、濃いめの陰毛に隠された秘部。すべてが美しく、淫靡に見えた。

「構わない。今日で付き合い始めて三カ月だし、何より純の誕生日だからな。だからその……た、誕生日プレゼントだ」

　室内が暗いため、はっきりと表情を確認することはできない。でも、純には自分の恋人がどんな顔をしているのか、はっきりと認識することができた。

　きっと顔を真っ赤に染めている。今にも泣き出しそうなくらい瞳を潤ませているはずだ。すごく恥ずかしそうな顔──そんなところがひどく魅力的に見える顔をしているだろう。

「……先生」

　勝子の表情を思い浮かべるだけで全身が熱くなっていく。ジンジンと下腹部が疼いた。ズボンの中の肉棒が今にも破裂しそうなくらいに大きくなっていく。この状況だけで射精してしまいそうだ。

　だが、膨れ上がってくる絶頂感を純は抑えこむ。だって、射精する時は勝子と繋がりながらがいいから……。

　身に着けていた制服を脱ぎ捨てる。もちろん下着も……。勃起した肉棒がビョンッと跳ね上がるように露わになった。

「純……これ……」

　すると暗闇の中で勝子が何かを差し出してくる。受け取るとそれはゴムだった。

「男は着けたがらないと聞いたが、子供ができても困るだろ？」

「大丈夫。わかってる」

　ナマでしたい──という想いはあるが、素直にゴムを受け取り、肉棒に装着した。

　そして、ギシッとベッドに上がる。

「……純」

「先生」

　ゆっくりと勝子の唇に自分の唇を寄せていった。

「んんっ」

　唇と唇を重ねる。

　もちろん、ただ口唇同士を密着させるだけでは終わらない。舌を伸ばし、勝子の口内に挿入した。グチュグチュという淫靡な音色が響くほどの勢いで、口腔を掻き混ぜる。勝子の舌に舌を絡め、口腔粘膜をなぞるように舐め上げた。頬を窄め、じゅるじゅると口腔を啜ったりもする。

　そんなキスに応えるように、勝子も自分から舌を蠢かし、頬を窄めて純の口腔を啜ってくれた。その動きはどこかぎこちない。初めてキスをしてからすでに一月が過ぎている。けれど、勝子はまるで口付けに慣れてはいなかった。

　でも、そういうところが実に勝子らしい。可愛らしいし、ますます愛おしさが募る。わき上がる感情に押されるように、さらに強く口腔を啜った。

「んっふ……んんっ！　はっふ……んふんっ」

　口腔を貪ると、鼻にかかったような吐息を漏らす。心地よさそうな声に、さらに劣情がかき立てられた。

　早く挿れたい。勝子と一つになりたい──欲望が膨れ上がる。そうした想いに後押しされるように、キスを続けつつ、恋人の股間部に手を伸ばした。

「んっふ」

　恥ずかしいらしく、勝子は太股をキュッと閉じる。しかし、触らせてよとお願いするように太股を少し指先でなぞると、年上の恋人は一瞬の間を置いた後、そっと両足を左右に開いてくれた。

　秘部に指先を添える。

「あふんっ」

　途端にグチュッという湿った感触が伝わってきた。クパッと開いた秘裂から、トロトロと愛液が溢れ出ていることは間違いない。

「せ……先生……」

　重ねていた唇を離した。

　ツプッと口唇と口唇の間に唾液の糸を伸ばしつつ、勝子をまっすぐ見つめる。

「ああ、構わない」

　こちらが何を望んでいるのかを、理解してくれる。コクッと勝子は頷くと、さらに大きく足を開いた。

「行くよ」

　躊躇いはしない。

　勃起した肉棒の先端部を勝子の秘部に密着させる。

「ひんっ」

　触れるだけでも刺激を覚えるらしく、わずかではあるが勝子は肢体を強張らせた。

　どこか緊張した姿──年上で、先生。普段、勝子は無意識のうちにではあるだろうけれど、どこか自分を子供のように扱う時があった。でも、今は違う。まるで勝子の方が年下のようにも見えた。

　そのような有様に、ますます身体が昂ぶっていく。これから勝子を自分のものにするのだ──という想いが抑えがたいほどに膨れ上がってくるのを感じた。

　そうした想いに後押しされつつ、腰を突き出す。肉穴にペニスを挿しこむ。

「はっぐ……んぐううっ！」

　勝子は身体を強張らせた。キュウウッと強く肉棒が締めつけられる。

「す……スゴイ……」

　肉先に強い圧力を感じた。これ以上腰を突き出すこともできない──というほどの圧迫である。

「せ、先生……少し力を抜いて」

「あ……ああ……」

　必死の形相で勝子は頷いた。

　同時に、わずかではあるけれど締めつけが弱まる。

「先生っ！」

　この隙を見逃さず、腰を一気に膣奥まで突きこんだ。

「あっぐ……ふぐうううっ！　い……痛い……」

　勝子の表情が苦しそうに歪む。痛いという言葉通り、苦痛を感じているようだ。

「先生？　まさか……」

　ここで気付く。勝子が初めてということに……。

「まぁ……そういうことだ」

　眉間に皺を寄せつつ、少し恥ずかしそうに勝子は呟いた。

「三十にもなって……ぐうっ、はぁはぁ……はぁ……恋人一人いなかったからな」

「そうなんだ……。僕で……よかったの？」

　今日までずっと護ってきた純潔──その相手が自分でよかったのだろうか？
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「……もちろんだ」

　疑問に対し、眦にわずかに涙を浮かべながらも、はっきりと頷いてくれた。

「私たちは恋人同士だろ？　それに……付き合って三カ月……。何より、純の誕生日だしな。だから……これでいいんだ。私は……んんんっ……う、嬉しいよ」

　口元には微笑みまで浮かべてくれる。

「純が私の初めてになってくれて……本当に嬉しい」

「……先生……」

　喜びが広がっていくのを感じた。

　勝子は間違いなく自分を想ってくれている。自分を好きだと思ってくれている。初めてを捧げても構わないというくらいに……。

　よかった。本当に勝子と恋人同士になれてよかった──心の底からそう思う。

「好きだよ先生！」

　わき上がる劣情のままに、繋がり合ったまま口付けをした。

「むっふ……んふううっ」

　口付けに勝子も応えてくれる。舌を挿しこむと、恋人は自分の方から舌に舌を絡みつけてくれた。チュウウッと唇を吸ったりもしてくれる。

　そんな口付けを堪能しつつ、腰を振り始める。ぎゅううっという強い締めつけを感じながら、射精したいという本能のままにギシッギシッとベッドを軋ませた。

「あっぐ……い、痛い……。少し……もう少し……ゆっくり……優しく」

　勝子の表情が歪む。

「ご、ごめん……でも、ああ、先生の膣中……気持ちよすぎて僕……止められない」

　勝子につらい想いはさせたくない。しかし、腰の動きを止めることはできなかった。

　幾重にも重なった肉襞にペニスを締めつけられる快感。結合部を中心に身体がドロドロに蕩け、勝子と一つに混ざり合ってしまうのではないか？　とさえ思えるほどに心地いい。逆らえるはずなどない。申し訳ないと思いつつも、純は腰を振り続けた。

「はううう！　ふっぐ……これ……大きくなってる。純のが私の膣中で大きくなって……あっあっあっ……んぐうう！　ビクビク震えてるのがわかる」

「先生……僕……もう……が、我慢できない」

　わずか数度のグラインド。しかし、自慰とは比べものにならないくらい心地よかった。締めつけられているのは肉棒だけでしかないというのに、全身を抱きしめられているように感じる。その心地よさに後押しされて、射精を訴えた。

「そうか……だったら……遠慮せずに出せ。構わないから……純……」

「先生！　先生！　勝子先生っ!!」

　射精していいと先生が言ってくれている。これほど嬉しいことはない。

「うぁ！　くぁああああっ！」

　視界が真っ白に染まる愉悦に包みこまれながら、これまで以上に奥まで肉棒を突きこみ、射精を開始した。

　呻き声を漏らしつつ、白濁液を撃ち放つ。ドクッドクッと肉茎を脈動させて、ゴム越しではあるけれど勝子の膣中で純は達した。

「あああ……熱いの……出てるのがわかる……んっんっ……くんんんっ！」

　ドクッドクッドクッという射精──それに合わせるように勝子も肢体を震わせる。顔を真っ赤に染め、ブリッジするようにわずかに背筋を浮かせつつ、強く純の身体を抱きしめてくれた。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　やがて先生は全身から力を抜く。恋人と同じように純も大きく息を吐いた。

「先生……大好きだよ」

　射精後の脱力感に包みこまれながら、囁くように想いを告げる。

「私もだ……愛してる……」

　勝子も瞳を潤ませながら、この想いに応えてくれた。

　愛してる──その言葉に喜びを感じつつ、改めて純は勝子の唇に自身の唇を重ねるのだった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「なんだか信じられないよ。学校ではあんなに厳しい勝子先生とこうなれたなんて」

　行為の後、衣服を整え、二人で誕生日ケーキを食べている最中、感慨深げに純がそう口にした。

「そんなに厳しいか？」

　勝子は思わず苦笑する。

「厳しいよ。だってほら、先生怒る時容赦しないでしょ？　生徒のこと、バシバシ叩いたりするじゃん」

「アレは叩かれる方が悪い」

「和也とか康夫なんて、いつも叩かれてるし」

　ククッと純は肩を震わせて笑う。

　和也に康夫──担当しているクラスの生徒、篠原和也と大沢康夫のことだろう。

　二人がいつも浮かべている人を小馬鹿にするようなニヤついた顔を思い出す。

「ああいう軽薄な生徒が一番嫌いだ」

　あまり特定の生徒を嫌いなどとは口にしたくはなかったが、破瓜を迎えたばかりで多少興奮しているせいだろうか？　それとも、相手が恋人だからだろうか？　気がつけば素直な気持ちを口にしていた。

「そっか……それじゃあ、僕みたいな生徒は？」

　こちらの言葉に対し、純はそんな言葉を向けてくる。

「そ……それはその……」

　彼の言葉に口籠もる。顔が赤くなっていくのを感じた。

「ねぇ、僕のことは？」

　ゆっくりと純は躙にじり寄ってくる。

「き……嫌いじゃないぞ」

　なんだか胸がドキドキと高鳴るのを感じつつ、視線を逸らした。

「……好きじゃないの？」

　しかし、この答えでは満足してくれない。重ねて尋ねてくる。

「それは……」

　生徒とこんな関係になってしまった。許されることじゃない。本当はいけないことだ。それなのに、胸の高鳴りを抑えられない。こんな風に異性に迫られたことは初めてだから……。

「す……好きだぞ」

「僕も……大好きだよ」

　言葉と共に純はギュッと勝子の身体を抱きしめてきた。同時に整えた衣服に手を添えてくる。上着のボタンを一つ一つ外してきた。

「ちょっ──何を？」

「ごめん先生。でも、僕……我慢できないんだ。だからもう一度だけ……」

「だ、駄目だ。私だって痛いんだぞ」

　処女を奪われた瞬間、身体の一部が引き裂かれるような痛みを感じた。あの痛みはまだ残っている。さすがにもう一度身体を重ねるというのはつらい。

「それじゃあ見るだけは？」

　純は引き下がらなかった。どこかギラギラしたような視線で見つめてくる。

「そんな恥ずかしいこと……」

　自分の秘部を見せる──想像するだけで顔から火が出てしまいそうだった。

「お願い」

　だが、純はしつこく懇願してくる。

（恋人のことは喜ばせないといけないんだよな？）

　見せるなんて恥ずかしい。でも、恋人の願いは叶えてやりたいとも思う。

「少し……少しだけだぞ」

　本当は見せたくない。けれど、その想いを必死に抑えこみ、身に着けていた服をゆっくりと脱ぎ捨て、下着姿になった。黒いレースの下着……。この日のためにわざわざ買った高級品である。

　その下着のショーツを足首の辺りまで下ろし、ベッドの上で何度か躊躇った後、足を左右に開いた。

「先生っ！」

　瞬間、純が動く。手を伸ばし、剥き出しの秘部に触れてきた。

「んあっ」

　指で媚肉に触れられた途端、ピリッと痺れるような刺激が走る。反射的に肢体を震わせた。

「み、見るだけだろ!!」

　思わず厳しい声を上げる。

「でも先生……少し濡れてきたよ」

　が、純は聞いてくれない。それどころか、膣口に指を挿入し、グチュグチュと弄り回してきた。指を抜いたり挿したり、肉壺を掻き混ぜるように刺激してくる。

「や、やめっ！　やめろぉっ！」

　指の動きに合わせて痛みと、わずかばかりではあるが甘い刺激を覚えた。艶やかな「あっあっ」という嬌声を思わず漏らしてしまうような、快感を伴った刺激を……。

「先生のここ……僕の指を締めつけてきてる。もっとしてっていってるみたいだよ」

　肉悦に震える蜜壺を、興奮した面持ちで見つめてくる。

　その視線を受けていると、肉壺を掻き混ぜられていると、心のどこかで確かにもう少しして欲しい──などということを考えてしまう自分も確かにいた。

「だ、駄目だ！　もう終わりだ！」

　けれど、流されるわけにはいかない。自分は教師で純は生徒──確かに身体を重ねてしまったが、それでも節度というものは保たねばならない。部屋中に響くような声を上げた。

「え……？」

　戸惑うような表情を純は浮かべる。

　寂しそうな顔だ。見ていると、悪いことをしてしまったかなとも思ってしまう。だが、それでも「見るだけという約束だぞ」と心を鬼にして怒った。

「……それじゃあ明日は？」

　これに対し、純は遊び道具を取り上げられた子供みたいな表情で告げてくる。

「わかった。わかったから！」

　頷かなければきっと純は止まらない。仕方なく、何度も首を縦に振った。

「……へへ、先生……愛してるよ」

　こちらの返事に純は照れたような表情を浮かべ、ストレートな言葉を向けてきた。

「私も愛してるよ」

　純の言葉に自分も頷く。

　そのまま唇を寄せ合い、再びキスをした。




（やっぱりまずかっただろうか？　身体を重ねなければよかったのだろうか？）

　純と初めて結ばれてから数日後──あの日のことを勝子は心のどこかで少しではあるけれど後悔するようになっていた。

　その理由は単純だ。

　あの日以来、純がところ構わず自分を求めてくるようになったからである。

　そう、言葉通り本当にところ構わずだ。

　家だけじゃない。街の裏路地や、ショップのトイレ、果ては学校でまで……。求められるたび拒絶しているのだが、純が諦める様子はまるでなかった。

　実際今日も純は勝子を求めてきている。場所は学校の理科室。次の時間は授業がないからガランとしていた。

「お願い、今日こそ挿入れていいよね」

　純はこちらのスカートを捲り、下着をずらすと、剥き出しになった秘部を舌を蠢かせて舐めてきた。グチュグチュという音が響くほどの勢いで……。

「だ、駄目だ純……。学校でなんて……」

「でも、先生も濡れてるよ。だから……」

　こっちの言葉なんか聞いてくれない。純は躊躇うことなくズボンを下ろすと、肉棒を挿入してこようとした。

「い、いい加減にしろっ！」

　思わず声を荒げてしまう。それどころか純の頬に平手打ちまでしてしまった。

「あ、す……すまない……」

　掌にジンジンと痛みが伝わってくる。おかげで正気に戻った。慌てて謝罪する。

「……もういいよ」

　が、謝っても遅かった。気分を害したような表情を浮かべた純は、そう一言口にするとそのまま教室を出ていってしまった。

　一人、残される。

（……純、すまない。でも……どうすればいいかわからないんだ。お前の求めにどう応えればいいか……）

　純は章介と同じで物静かで、あまり男というものを感じさせない生徒だった。そこが好ましくもあったのだが、身体を重ねてから、純の男ばかりを感じるようになってしまっている。そんなところがなんだかつらい。自分はどう純に接すればいいのだろうか？

（教師のくせに何もわかっていないな……私は……）

　そんなことを考えながら、乱れた衣服を直す。

「勝子センセイ♪」

　声がかけられたのはそんな時だった。

「お前……篠原……」

　視線を向ける。すると教室の入り口に一人の生徒──篠原和也が立っていた。和也はニヤニヤしながらこちらを見ている。

「……こんなところで何してたんスか？」

　なんだかイヤな顔だ。

「別になんでもない。お前には関係ないだろ。第一、名前を呼ぶな。失礼だぞ」

「すみません先生」

　ヘラヘラと頭を下げつつ、近づいてくる。

（なんだ？）

　戸惑っていると、和也は突然手を伸ばし、こちらの尻に触れてきた。

「な、何をする！」

　反射的に和也を突き飛ばし、先ほど純にしたように頬を叩いた。

「ごめんなさい。触りたくなっちゃったんで」

　が、叩かれても和也は動じない。それどころか楽しそうにさえ見えた。

「さ、触りたくなっただと？　ふざけるな！　これは指導が必要だな。明日、お前の親を呼び出す。覚悟しておけ」

　なんだか不気味なものを感じ、そう言い捨てると勝子はさっさと教室を後にした。和也を一人残して……。




「昼間はすんませんでした」

　その日の放課後のことである。和也が頭を下げてきたのは……。

「……詫びはわかった。わかったからさっさと帰れ」

　場所は英語科準備室──教師は他に残っておらず、自分と和也の二人きりだった。正直この生徒は不気味だし、気に入らない。だから帰れと伝えたのだが、

「つれないなぁ」

　ヘラヘラするだけで和也は動こうとはしなかった。

「……悪いが、私はお前みたいな軽い生徒は嫌いなんだ」

　遠回しな言い方では通じそうにない。だからはっきりと告げる。

「嫌いとか酷いなぁ。傷ついちゃいますよセンセイ。それに、そんなこと言わないで下さいよ。俺、黒瀬先生に真剣に相談したいことがあるんです。だからつれなくしないで下さい」

　けれど、和也はやはり動じず、勝手な言葉を告げてきた。

「相談？　お前が？」

　悩みとは無縁なように思えるが……。

　というより、たとえ悩みがあったとしても教師に相談するようなタイプじゃ……。

　もしかして適当なことを言っているのだろうか？　疑念を抱く。

「そうなんです。実はですね……」

　が、本当に和也は相談事を口にし始めた。

（一体なんだ？）

　こいつの話など聞きたくはない。しかし、気にもなってしまう。自然と意識を和也の方へと向けた。

「俺、知っちゃったんですよ。この学校で生徒と教師が付き合ってるってことを」

　そんな勝子に対し、和也はそう告げてきた。

「──え？」

　一瞬頭の中が真っ白になる。言葉の意味が理解できなかった。

「実はですね……理科室に落ちてたんですよ。これが……」

　呆然とする勝子に、ニヤつきながら和也はポケットからケータイを取り出して見せつけてきた。

「それは……」

　見覚えがあるケータイだ。確か純の……。

（もしかして、あの時に？）

　自分が平手打ちをした時に落としたのだろうか？

「このケータイの中に……写真とかメールが残ってたんですよね」

「そ、それを寄こせっ！」

　慌てて取り上げようとする。だが、和也はこちらが伸ばした手を器用にすり抜けると、ギュッと勝子の身体を抱きしめてきた。

「な、何をっ!?」

　慌てて藻掻く。

「……このケータイの中身を見た時、正直俺、ショックだったんですよ。だって俺、マジで先生のことが好きだったからさ」

　が、どんなに抵抗しても男の力には敵わない。足掻けば足掻くほど、より強い力で抱きしめられることとなってしまった。

　いや、抱きしめられるだけではすまない。和也は顔を寄せてきたかと思うと──

「むっ!?　んっんっ……んんんんっ!?」

　勝子の唇に自身の唇を躊躇うことなく重ねてきた。しかも、ただ唇を重ねてくるだけでは終わらず、そうすることが当然とでもいうように、口内に舌を挿しこんできた。

「むっぐ……んんんっ！」

　巧みな動きで口内を掻き混ぜてくる。口の中のどこをどう弄れば女が感じるのか？　それを知っているかのようだった。ただ本能のまま、乱暴ささえ感じる動きで口内を蹂躙してくる純とは違う。女を気遣っているようにさえ感じられた。

「ふっちゅ……むちゅっ……はっちゅ……んふううっ」

　口内を掻き混ぜられると、それだけで全身から力が抜ける。自然と甘い吐息のようなものを漏らしつつ、舌の動きに合わせてヒクヒクと肢体を震わせた。

（これ……だ、駄目だ……）

　こんなキスを許してはならない──本能が警告を発する。

「こ、このっ！」

　必死に力をこめ、なんとか和也を突き飛ばした。

「き……貴様……自分が何をしているのかわかってるのか？」

「……もちろん、わかってるよ」

　突き飛ばされようが和也は動じない。それどころか再び近寄ってきたかと思うと、ギュッと勝子の身体を抱きしめてきた。その上、スーツのスカートを捲り上げてくる。ストッキングにも手を添え、無理矢理破り捨ててきた。下着も下ろされてしまう。

「い、いい加減にしろ篠原！　これは犯罪だぞ！」

「犯罪？　人聞きが悪いこと言うなよ。これは先生を思ってのことなんだぜ」

「私を思って？　ど、どういう意味だ？」

　乱暴で無理矢理すぎる行為が自分のため？　訳がわからない。

「先生……結構純との付き合いで悩んでるんだろ？　先生お堅いから、恋人とか今までいなかったんじゃない？　だからさ、純との距離感が掴めないんじゃない？」

「そ……それは……」

　まるでこちらの心を読んでいるかのような言葉だった。何も言い返せない。

「純もさ、女慣れしてないんだ。きっと先生が初めての恋人だからな。男に慣れてない女。女に慣れてない男──そういう恋人同士って、結構な確率ですぐに別れることになるんだぜ。だからさ……俺は先生に男慣れしてもらおうと思ってるんだ。二人がこれからも付き合っていけるようにさ」

「純と……これからも付き合っていけるようにするため……」

　はっきり言う。詭弁だ。

　それは勝子だってわかっている。理解している。

　ただ、それでも、心のどこかで確かに和也が言っていることは正しいかも知れないとも思ってしまう自分がいた。実際、初めて身体を重ねて以来、どこか自分と純はぎくしゃくしてしまっている。純の──男の気持ちがわからないから……。

「だ、だが、だからといってこんなこと、許せるはずが……」

「それじゃあ、警察に言うか？　それとも、学校に報告する？　だけどさ先生、それってまずくないか？　そんなことを話したら、純と先生の関係もバレちゃうぜ。そうなったら先生は教師を続けられなくなる。純だって学校にはいられなくなるぞ」

「……あ……」

　再び言葉に詰まる。

「抵抗しなければ俺は黙ってる。誰にも先生と純のことは話さない。だから、いいよな？　純のためでもあるんだし」

「……純の……ため……」

　抵抗のために入れていた力が、全身から抜けていく。

「だけど、これは純への裏切りじゃ……」

「そんなことないって。ただのセフレだと思えばいいんだよ。それくらい、みんなやってるぜ」

「みんな……してる……？」

　異常すぎる状況のせいだろうか？　心のどこかで納得してしまう。

「ちゃんと先生の身体を開発してやるよ。そうしたら純も大喜びだぜ」

「純も……喜ぶ……」

「ああ、だから……服を脱いで、裸になって足を開いて、先生のま×こを見せてくれよ。それとも、やっぱり純と二人で学校を去りたいのか？」

　ジッと和也が見つめてくる。

（そうだ。断れば私たちはこの学校にいられなくなる）

　自分はいい。間違いを犯してしまったのだから仕方がない。けれど、自分が止めなかったせいで純までとなると話は別だ。彼の将来にも関わってくる。それだけは駄目だ。自分は教師として、大人として、恋人として、純を守らなければならない。

　それに、本当に和也との行為が純のためになるのならば……。

　純のためという言葉──それを免罪符のように心の中で思いつつ「わ、わかった」と、力なく頷いた。

「それじゃあ、さっき俺が言った通りにしてくれよ」

「……あ、ああ」

　従うしかない。これは仕方がないこと。それに純のため──心の中でそんな言い訳をしつつ、和也の前でスーツを脱ぎ捨て、全裸を晒した。

「思った通り、いい身体してるね。先生♪」

　和也が笑う。

　部屋の中は明るい。そのせいで、はっきりと和也に肌を見られてしまっていた。

　丸みを帯びた乳房も、ちょっと肉のついた下腹部も、濃い陰毛に隠された秘部も、ムチッとした太股も、すべて見られてしまう。

　こんなに明るい部屋で他人に肌を晒したのは初めてのことだ。まだ純にだって見せたことはない。

（ごめん純……でも、これはお前のためだから……）

　そう思うことでなんとか自身の心を保ちつつ、部屋の床に横になると、足を開いた。

「……先生……もう濡れてる。興奮してるんだ」

「そ……そんなこと……」

　もちろん否定する。けれど、自分でも下腹部が熱くなっていることがわかった。この異常すぎる状況に、自然と昂ぶりを覚えてしまう自分がいる。

「これだけ濡れてれば問題なさそうだな。んじゃ、挿入れるぞ」

　和也は勃起した肉棒の先端部を膣口に密着させてきた。

「あっ！　ちょ、ちょっと待て！」

　伝わってくるペニスの熱気に、思わず焦りの声を上げてしまう。

「なに？」

「なに？　じゃないだろ。ゴムを着けろ！　ナマでなんて！」

「駄目だって先生。男ってのはナマでセックスがしたいんだよ。もちろん、言葉では結婚するまでは……なんて言うかも知れないけどさ、そんなのは本心じゃない。だから、男の気持ちを繋いでおきたいのなら、ナマでさせないと駄目だぜ。そういうわけだから……行くぞ」

　妊娠してしまうかも知れない──という事実をまるで恐れはしない。和也はまるで躊躇することなく、腰を突き出してきた。

「はっぐ！　んっは……ああああ！」

　挿入ってくる。ペニスが膣奥に……。

「だ、駄目だ！　駄目だぁあああ！」

　急に恐ろしさを感じた。

　自分は純を裏切ってしまっている──胎内に広がる異物感に、その事実を突きつけられてしまう。

「ぬ、抜けっ！　抜けぇええ！」

「絶対にイヤだね♪　俺のち×ぽでヒーヒーいってもらうまではさぁ！」

　必死の訴えも届きはしない。和也は一気に膣奥にまでペニスを突きこんできた。

「はぐうう！　奥！　あっく……奥に……挿入って……きたぁああ」

　子宮口にペニスが触れているのがわかる。

（お臍の下までおちん×んが来ているみたいだ。これ……スゴイ……純のじゃ届かなかったところまで……来てる……）

　胎内を押し広げられる感覚。広がる圧迫感にビクビクと肢体を震わせた。

「はぁああ……やっぱり処女じゃないか。でも、すげぇきついな。先生、これ、何回目のエッチ？」

「何回目って……に、二回目で……まだ、痛いんだ……。だから無理には……。頼むから……抜いてくれ」

「二回目？　それじゃあ俺が二人目か。へへへ、こりゃラッキーだな。なら、このま×こ、俺の形に合うようにきっちり作り替えてやろう♪」

　こちらの訴えなどまるで意に介してはくれない。躊躇うことなく和也は激しいピストンを開始してきた。こちらの両足を掴んで、大きく左右に開きながら、膣奥を突いてくる。幾度も、幾度も、幾度も……。

「あぐうう！　い、痛い！　激しすぎて痛いっ！」

　まだペニスに慣れていない秘部に痛みが走る。

「大丈夫。すぐに痛みなんかなくなるからさ。ほら、痛み軽減♪」

　言葉と共に乳房を揉んでくる。いや、乳房だけでなく、勃起したクリトリスまで弄ってきた。激しい愛撫じゃない。優しい手つきで乳首を転がし、陰核をシコシコと扱いてくる。

「な……んっは……なんだ？　これ……んっんっ……くんんっ！」

　途端に痛みが薄まる。それどころか、どこか甘い刺激を覚え、反射的に艶やかな声を漏らしてしまった。

「くうっ！　またきつくなってきた。もう出して欲しいって感じだな」

「そ、そんなこと……」

「否定しても無駄だって。ほら、イクぞ！」

「駄目だ！　んくうう！　それは……それだけはぁあ！」

　膣中で肉棒が膨張しているのがわかる。行為に慣れていない勝子でも、すぐに和也が射精しようとしていることを理解できた。だから必死に止めようとする。中出しを許すわけにはいかないから……。

「くううう！」

　しかし、こちらの言葉を無視して和也は呻いた。同時に、ドクンッと肉棒を脈動させ──

「あはぁあ！　これ……出てる！　あああ、熱いのが……流れこんで、くるぅ！」

　白濁液を流しこんできた。

「あっふ……んふうううう！」

　子宮に熱液が流れこんでくるのがわかる。広がる熱気を感じつつ、何もできぬままただひたすら肢体を戦慄かせた。

「はぁああ……どう？　感じちゃった？」

　肩で息をしつつ、問いかけてくる。

「い、痛いだけだ……早くどけっ！」

　正直言うと泣きたいほどにつらい。が、涙は押し隠し、敵意を向ける。

「冷たいなぁ。俺は先生のこと好きなのに」

「わ……私は嫌いだ。私が好きなのは純だけだ！」

「そっか……んじゃ、最初は俺のち×ぽから好きになってもらうかな。へへ、先生が俺のち×ぽ好きって言うまで止めないからな。俺、早いけど何回でもできるんだよね」

　言葉と共に再びピストンを開始してくる。何回でもできる──その言葉通り、和也のペニスは射精した直後とは思えないくらいに猛々しく屹立したままだった。

「また……動き出した！　またぁあ！」

「ただ動くだけじゃないぜ。ほら、こんな風に先生を感じさせたりもしてやるよ！」

　ただ腰を振ってくるだけでは終わらない。先ほど以上に乳房や陰核を弄り回してくる。いや、今回はそれだけで終わりではない。

「こんなのはどうだ？」

　ただ前後に肉棒を抽挿させてくるだけではない。円を描くような動きで腰をくねらせてきたりもした。

「んっは！　くひっ！　あひいいいっ！」

　膣の少し上側を擦られる。瞬間、目の前が真っ白に染まった。ビクンッと全身が跳ねる。キュウウウッと無意識のうちに蜜壺を収縮させた。

「勝子先生の弱点はっけ〜ん♪」

「じゃ、弱点？　何を言って？」

「なにって……こういうことだっての♪」

　再び先ほどと同じ膣の上側をカリ首でゴリッゴリッと削るように攻めてくる。

「はっひゃ！　んひいい！　それ……あああ！　それ駄目！　んっは！　なに？　はひいいい！　これ……声！　あっあっ……なんで？　声……抑え……られないぃ！」

　脳髄まで蕩けそうな感覚だった。快楽としか言えない刺激が全身を駆け抜けていく。

（なんだこれ……ちがっ！　さっきまでと全然……）

「どうだ？　気持ちいいだろ？」

「そ、そんな……そんなことぉ！」

「これでも？　ほら、これでもまだそんなことが言えるか？　おらっ！」

　ドジュッと膣奥を叩いてくる。

「くひいい！」

　ただそれだけで意識が飛びそうになってしまう自分がいた。しかも、そこに追い打ちをかけるように──

「おおっ！」

　射精まで開始してくる。先ほどの精液がまだ残っている子宮に、多量の熱汁を……。

「はぁああ、また……出てる！　これ……なんか……来る！　何か……来るぅう！」

　熱気と共に今まで味わったこともないような感覚が膨れ上がってくる。

「それがイクってことだよ勝子先生♪　だからほら、イク時はイクって言うんだ。ち×ぽでイッちゃいますってさぁ。そうすればきっと純も喜ぶぜ」

　純も喜ぶ──その言葉が熱感に身悶える勝子の脳裏に刻みこまれる。

「あ……はぁああ……い……イクっ！」

　無意識のうちに口にしてしまっていた。

「私……イクっ！　ち×ぽで……イクぅううっ♥」

　弾ける性感。すべての思考が飛ぶ。生まれて初めて感じる強烈な絶頂感の中で、勝子はただひたすら「はっひ……いひぃいいい♥」身悶え続けた。

「すげぇイキッぷり。でも、この程度で満足するなよ先生。本番はまだまだここからなんだからさぁ」

「まだ……ここから……」

　もっと気持ちよくなれる？　そんなことを考えてしまう。

　すると、それだけで自然とさらに多量の愛液が結合部から溢れ出た。




　それからもひたすら犯され続けた。

　しかも、場所は学校じゃない。自分の家にまで入りこまれた。そこで犯された。リビングで、キッチンで、裸にエプロンなどという状態で、容赦なく……。

「はひい！　深い！　当たってる！　ち×ぽ……私の奥！　子宮に当たってるぅ！」

　肉壺を掻き混ぜられる感覚に、抗うことなどできなかった。

　子宮まで犯され、勝子は喘ぎに喘いだ。

「そうだ！　子宮にキスしてるんだ！　いいだろ？　子宮キス、気持ちいいだろ？」

　立ちバック状態で犯されながら、自分からも腰を振りつつ──

「いっひ！　子宮キス……気持ちいい！　ナマち×ぽキス！　よすぎるぅうう！」

　普段からは想像もできないほど表情を蕩かせ、無様に啼いた。

　パンパンパンパンッという音色を室内中に響かせながら、狂ったように……。

「ナマち×ぽ♥　ナマち×ぽ♥　ナマち×ぽぉおお♥」

　下品な言葉をひたすら繰り返すのだった。




「キッチンで裸エプロンでエッチとか……俺たちもう夫婦みたいなもんだな」

　散々繋がり合った後、スッキリした顔で和也はそう告げてきた。

「……夫婦」

　その言葉に自然と顔が赤くなってしまう。

「嬉しそうだな」

　目敏く和也が気付く。

「そ、そんなことはない！　変なことを言うな！」

　正気に戻った。

　相手は純じゃない。最低な男だ。敵意を向ける。

「怖い顔だなあ。怒らなくてもわかってるって。俺とするのは純を喜ばせるためだもんな」

「あ、ああ……そうだ。その通りだ……」

「へへ、だったらもっと勉強しないとな。だから次は……」

　ぼそぼそっと和也は次に何をすべきかを勝子に告げてきた。




「んっく……これで……あっあっ……これでいいのか？　これが……自慰？」

　部屋の中で足をＭ字に開いた状態で、剥き出しの秘部を自分自身の指で弄り回す。勃起したクリトリスを、シコシコと何度も扱いた。

「オナニーも初めてなんだ」

「当たり前だ」

「そんな当たり前……なかなかないけどな。でも、どう？　気持ちいいでしょ？」

「それは……その……」

　そんなことない──と、否定できない。確かに、秘部を指で弄るのは心地よかった。

「勝子先生のクリトリス……弄り足りなくて未発達って感じだからな。だから、これからは積極的にオナニーして開発した方がいいぜ。その方が絶対男は喜ぶから」

「……こ、こうか？　こんな感じで……」

　和也の視線を受けながら、グッチュグッチュと陰核を刺激し続ける。いや、陰核だけじゃない。ヒダヒダを指先でなぞり、膣口をグチュグチュと掻き混ぜたりもした。

「これ……なにか……来る……和也……」

　やがて、身体の内側から熱いものが膨れ上がってきた。秘部の疼きが大きくなる。

「いいよ、イって」

　和也がそう口にした。

（イク……ああ、そうか……私……私ぃいい！）

　和也に後押しされるように、さらに秘部を弄る手の動きを速めていく。

　そして──

「イクっ♥　あああ……私……自慰で……オナニーで……イクぅうう♥」

　和也の前で達した。

　ブシュウウッと秘部から愛液を飛び散らせながら……。

「あっは……はぁああああ……はぁ……はぁ……はぁあああ……」

　全身から力が抜けていく。

「気持ちよさそうだな。でも、まだ満足するなよ。先生にはもっともっと気持ちいいことを教えてやるからさ。処女膜以外の全部を俺が教えてやる。大丈夫……全部純のためだから」

　くたっと崩れ落ちた勝子に和也が囁きかけてきた。

「ああ……頼む……もっと……教えてくれ……」

　彼の言葉に頷く。

　だって、純のためだから……。




　凌辱はひたすら続く……。いや、凌辱というのは間違いかも知れない。だって、気がつけば自分からも積極的に求めるようになっていたから……。

　ただ挿入されるだけじゃない。自分から和也にまたがり、腰を幾度も振ったりもした。

「あっ♥　あっ♥　あっ♥　あっ♥　あっ♥」

　断続的に嬌声をも漏らす。

「気持ちよさそうだな先生。でも、ただ感じてるだけじゃ駄目だ。しっかり誰のち×ぽで気持ちよくなってるかもいうんだ。男ってのはそういうのが好きだからさ」

　愉悦に溺れる思考に命令が届く。

「か、和也！　ああ！　私、和也のち×ぽで気持ちよくなってる！　また、んっひ！　ふひぃいい！　またイキそうなくらい！　和也のち×ぽでま×こ感じてる♥」

「またイクか……で、何回目？　それ何回目の絶頂？」

「それは……に、二十三回目！　私は……勝子は！　和也のち×ぽでこれまで二十二回イッてる！　だから……これが……二十三回目！　ふひいい！　イク！　和也のち×ぽでまたイクぅうう♥」

　覚えこまされた絶頂回数を絶叫する。

「いいぜ！　ほら、いけ！　俺も出すから！　さぁ、いけぇえ！」

　勝子の絶叫に応えるように、和也も射精を開始してくれた。

「出てる！　子宮に出てる！　勝子の子宮に和也のザーメン来てる！　ああ、熱い！　熱いのが、いひぃい！　これ、受精する！　私、イクっ！　イクぅうう♥♥♥」

　普段の凜とした教師姿からは想像もできないくらいの絶頂顔を晒しながら、快楽の叫びを室内に響かせた。




「もっと恥ずかしいことも教えてやるよ。ほら、俺におしっこを見せて」

　放尿まで強要された。しかも、部屋の中で……。床には洗面器が置かれている。その中に小便しろと和也は命じてきていた。ケータイのカメラを向けた状態で……。

「そんなこと……できるわけが……」

「男は女の恥ずかしい姿を見るのが好きなんだ。もちろん純だって。だからさ……」

「う……ううう……」

　恥ずかしい。恥ずかしすぎる。

　だけど、どうしてだろう？　恥ずかしいと思えば思うほど、なぜかより興奮してしまう。わき上がる昂ぶりに逆らうことはできない。

「……恥ずかしい……」

　羞恥を覚えつつ、和式便所にまたがるように腰を下ろすと──

「はっふ……オシッコ……あああ……オシッコ……出てる……」

　ジョボロロロッと和也の前で放尿した。

　恥辱に身悶えながらも、心のどこかで心地よい解放感を感じながら……。




「はひいい！　んっは……あふぁあああ……」

　ベッドに俯せに寝転がった状態で和也の肉棒を打ちこまれる。

（またイク……またぁあああ……♥）

　何度目になるだろうか？　またしても絶頂感が膨れ上がってきた。

　その途中、ベッド脇に置いておいたケータイが震えた。見ると着信が来ている。

（じゅ……純……）

　純からの電話だった。

「どうする？」

　和也が試すような視線で見つめてくる。

「あっく……んんんっ……」

　その視線を受けながら、勝子はケータイを自ら伏せた。

「いいのか？」

　和也が尋ねてくる。

「……純の……ためだから……だから……もっと……セックスを教えてくれ……」

「そっか……ふふ、先生はいい生徒だな」

　和也は笑った。

　そんな和也と今度は正常位状態で繋がり合う。

「キス……してくれ……」

　その上で自分から口付けを懇願した。

　純のことを忘れようとするように……。

「いいぜ」

　微笑む和也と、繋がり合ったまま──

「んっちゅ……」

　口付けを交わした。

「好きだぜ……勝子先生……嘘じゃねぇ。本当に入学した時からずっと」

　キスの後、そう囁いてくる。

　その言葉に胸が高鳴るのを感じつつ──

「はっちゅ……んちゅううっ」

　答えを誤魔化すように、勝子はもう一度和也の唇に自身の唇を重ねるのだった。











第五章　プールにて……輪姦劇とお預け









「すごい人だなぁ。やっぱり夏休みだからかな？」

　嬉しそうな顔で愛が呟く。ニコニコとした晴れやかな笑顔だ。こんな笑顔を見るのはいつぶりだろうか？　最近暗い表情ばかり浮かべていた愛が微笑んでいる姿に、思いきってデートに誘ってよかったと章介は思った。

　ずっと何かを愛は悩んでいる。それはわかっている。でも、自分から聞くことはできないし、したくない。本当にまずくなったら、きっと愛なら自分に相談してくれるだろうと思うから……。

　だから、話してもらえるまでは、こうして愛の悩みを少しでも軽くしてやりたい。それが恋人として自分にできることだから──なんてことを考えながら、水着姿の愛をジッと見つめる。

　愛が身に着けているのは、ビキニタイプの水着だ。色は赤。ちょっと気が強い愛にはよく似合っているように感じる。ツンと上向いた胸や引き締まった腰。それに張りのあるヒップ──剥き出しのボディラインが実に魅力的だった。

（なんか、前に一緒にプールに来た時よりも、エッチな身体になってるみたいだ）

　以前よりも乳房は大きくなっているように感じる。それに、尻の張りも、太股のむっちり具合も、とても女らしくなっていた。艶めかしさを感じるくらいに……。

　思わずゴクッと息を呑んでしまう。

（って、何を考えてる。悩んでる愛ちゃんを変な目で見るなんて！　最低だぞ！）

　慌てて膨れ上がってきた欲望を振り払った。

「どうかした？」

　そんな姿を不思議そうに首を傾げて愛が見つめてくる。

「な……なんでもないよ！　それよりさ、早く行こ！」

　慌てて誤魔化し笑いを浮かべつつ、愛の手を取ると、一緒に水の中に飛びこんだ。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




（よかった。ここに来て……。章介、嬉しそう）

　章介が笑ってくれている。そのことに愛は喜びを感じていた。ここ最近、章介はずっと何かを思い悩むような表情を浮かべていたから……。

　いや、何かなんて言い方は正しくない。間違いなく自分との付き合いについて章介は悩んでいた。

（いつも私が暗い顔をしていたから……。それに、放課後や週末に、康夫に呼び出されることが多かったから……）

　そのせいだろうか？　下手をすれば付き合う前よりも、章介と一緒にいられる時間は減ってしまっていた。

　大切な幼なじみを、恋人を裏切って、別な男と関係を結ぶ。本当に最低だ。

（増やそう。これからはもっと章介といる時間を）

　自分から積極的に動かなければならない。章介には笑顔でいてもらいたいから……。

（康夫からの誘いも断ろう。もうあいつには近づかない。絶対に……）

　心の中でそう決意する。

　ただ、決意しつつも、本当に康夫から離れられるのだろうか？　とも思ってしまう。

　なぜならば、自分の身体は康夫の手で以前とはまるで違うものに変えられてしまったから……。

　肉体は自分でも信じられないくらい敏感になってしまっていた。少し乳房に触れられるだけでも、秘部を濡らしてしまうほどに……。康夫のことを想像するだけでも、興奮を覚えてしまう……。

　しかも、自分の身体が康夫のものだという証まで刻まれてしまっている。

　以前は生えていた陰毛──それはすべて康夫によって剃られてしまっていた。

『こうやって剃られたま×こ……俺以外の奴には見せられないだろ？　どうするよ？　もし章介に愛ちゃん、なんで毛を剃ってるの？　なんて聞かれたらさぁ。お前……誤魔化せないだろ？』

　その通りだ。誤魔化すことなんかできない。

　だから、章介に抱いてもらうこともできはしない。

（最低……最低……最低……）

　自分の現状を考えると涙が流れてしまいそうだった。

「愛ちゃん……大丈夫？」

　自然と表情が暗くなってしまっていたのか、章介が心配そうに声をかけてくる。

「へ？　あ、なんでもない。なんでもないから！　それより、さぁ、泳ご」

　慌てて誤魔化し笑いを浮かべた。

（章介は多分私が悩んでることに気付いてる。だから私をここに誘ってくれたんだ。その気持ちを無下にはできない。今日は思いっきり楽しもう。そしてこれからも……）

　心の中で自分自身にそう言い聞かせつつ、章介と一緒に流れるプールを楽しもうとした。

「──あれ？」

　そこで気付いた。

「どうしたの愛ちゃん？」

「いや……アレって、純と勝子先生じゃない？」

「へ？　あ……ホントだ」

　プールサイドに視線を向ける。

　するとそこには勝子と純がいた。二人は手を繋いでプールサイドを歩いている。

「二人もここにデートしに来たのかな？」

「きっとそうだ」

　章介の意見に頷きつつ──

（勝子先生はいいな……。好きな人と何も悩むことなく一緒にいれて……）

　少しだけ嫉妬もしてしまう。

「……なんかあの格好……」

　そんな愛の様子には気付かず、なんだか信じられないものを見たとでもいう表情でポツリッと章介は呟いた。

「なに？」

「いや……勝子先生の水着……大胆だなと思って」

「え？　あ……ああ……確かに……」

　言われてみれば確かに大胆である。

　勝子の水着はいわゆるマイクロビキニというものだった。色は黒。布面積が異様なほどに小さい。今にも乳房が零れ落ちてしまいそうだ。いや、乳房だけじゃない。股間部だって少しでもズレたら衆目に晒されてしまいそうである。同性の目から見ても、少し興奮してしまいそうな、実に性的な水着だった。

　そのせいか？　プールを訪れている客の視線をかなり引きつけている。

「なんか……らしくない……」

　少しだけ機嫌悪そうに章介は呟いた。

「らしくない？」

「……勝子さん……じゃなくて、勝子先生にはああいう水着は似合わないと思う」

「それは……うん……」

　その点に関しては同意できる。確かに勝子らしくない水着だ。でも、少しだけ彼女の気分はわかる気がした。

（勝子先生は、きっと好きな相手に……純にあの姿を見せたいんだ。純に自分を見てもらいたいって思ってる。そして、純に喜んで欲しいんだ。だからきっとあんな格好を……）

　自分だってできることなら章介のために……。

　そんなことを考えている最中──

「二人とも……来てたんだ」

　純が声をかけてきた。こちらに気付いたらしい。

「え？　あ……うん」

　少しだけ気まずさを感じつつ、愛は章介と共に二人に微笑んで見せた。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




（やはりこの水着は間違いだっただろうか？　恥ずかしすぎる……）

　皆の視線が自分へと向けられている。純だけでなく、プールに来ている周囲の客すべての視線が……。いや、客だけならばまだ耐えられた。問題は章介だ。

　章介も自分を見ている。何かを言いたげな視線で……。

（見ないでくれ！）

　できればそう叫びたかった。

　が、こんな格好をしてきたのは自分自身だ。だから文句を言える立場じゃない。それに、恥ずかしいけれど、この水着で純が喜んでくれているのも事実だったから……。

「僕のための水着……嬉しいな」

「そうか……喜んでもらえて嬉しぃよ」

　純の言葉に自然と笑みが浮かぶ。

　仲直りのためにプールデートに誘ってよかったと純粋に思うことができた。

（仲直りならデートに行けばいい。今は夏だからプールがオススメ。しかも、すこし大胆な水着ならなおさら仲直りできる確率が高くなる──和也に言われた通りだ）

　純の笑顔を見つめながら、和也の言葉に従ってよかったと心の中で考えた。

　そう、ここに来たのは和也に勧められたからだった。どうすれば仲直りできる？　という問いに対する答えだ。

　本当に和也は自分と純のことを考えてくれているのかも知れない……。

（って、今は純のことだけを考えろ。別の男のことなんか考えるな。純に失礼だろ。私の恋人は純だけなんだから）

　そんなことを考えつつ、愛や章介、それに大切な純と共に、流れるプールでしばらく楽しんだ。

　そうしてどれだけの時間が過ぎただろうか？　やがて──

「ねぇ、先生……」

　純は章介たちの前でもお構いなしに、身体を密着させてくるようになった。しかも、ただ抱きしめてくるだけでは終わらない。水の中だから見えないことをいいことに、こちらの乳房や尻を手で撫で回し始めてきた。
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「な……何をする純!?」

「ごめん……でも、先生がすごく魅力的だから……」

「み、魅力的……」

　純の言葉にキュンと胸が高鳴る。

「先生にキスしたい……」

「だが、こんなところで……」

「大丈夫。みんな遊びに夢中で気付かないよ。章介だって愛と楽しんでるし。だから……」

「しかし……」

　さすがに人前でなんて恥ずかしい。けれど、純の求めにも応えてやりたいと思ってしまう。自分はどうすべきなのか？　などということを悩んでいると、

「あれ？　先生じゃん」

　声がかけられた。

「──え？」

　視線を向ける。

「よっ♪」

　するとそこには和也がいた。

　いや、和也だけじゃない。

「お？　愛に章介か……。お前たちも来てたんだな」

　教え子である大沢康夫まで……。

「一緒に遊ぼうぜ……センセイ♪」

　ニヤニヤ笑いながら……。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




（なんで康夫が……）

　突然現れた康夫の姿に動揺してしまう。

　康夫たちと一緒に遊ぶ──はっきり言って断りたかった。けれど、和也の「お願いしますよ先生」という言葉に、勝子が折れ、こいつらと共に過ごすことになってしまった。

「どうだ？　楽しいか？」

　馴れ馴れしく康夫が声をかけてくる。

「そんなこと……」

　楽しかった。こいつらが現れるまでは、悩みはあったけれど楽しめていた。しかし、その空気は一瞬で霧散してしまう。

「なんか冷たいなぁ。俺たちの仲だろ？」

　素っ気ない態度を取って見せても、康夫はまるで動じない。それどころかますます楽しそうな表情を浮かべつつ、愛の身体に触れてきた。

「あふっ」

　乳房を揉み、太股を撫で上げてくる。本当にただ触れる程度だ。だというのに、肉体は敏感に反応してしまう。反射的に甘い悲鳴まで漏らしてしまった。

「ちょっ!!　な……何をっ!?」

　慌てて康夫を振り解こうとする。けれど、康夫は離してくれない。それどころか、ますます強く胸を揉み、太股だけでは飽き足らず、秘部にまで指を添えてきた。水着越しに秘裂をシコシコと上下に擦ってくる。

「あっふ……んんんっ！　や……やめっ！」

「やめろ？　いいのか？　気持ちいいんだろ？」

「そ……そんなこと……」

　もちろん認めることはできない。当然否定の言葉を口にする。けれど、言葉とは裏腹に、散々嬲られ続けてきた肉体は、わずかな愛撫にも敏感に反応を始めてしまっていた。

　指の動きに合わせて秘部が熱くなっていく。水着の上からではあるけれど陰核をクリックリッと転がすように刺激されると、それだけで全身から力が抜けそうになってしまう自分がいた。
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「はっふ……んふあっ……はぁっはぁっはぁっ」

　当然のように息も荒くなってしまう。

「ほら、感じてる」

　快楽を覚えていることに、康夫は当然気付いた。

「もっとして欲しいだろ？」

「そ……それは駄目だって……ここには……章介もいるんだから……」

　章介の目の前で康夫に穢されるなど、絶対にあってはならない。

「大丈夫だよ。章介は気付かない。だってさ、ほら、見ろよ。章介……先生のことばっかり見てるぜ」

「──え？」

　思わず瞳を見開き、章介へと視線を移す。

　すると、幼なじみで恋人は、確かに視線を勝子へと向けていた。和也や純と話をしている勝子へと……。

　こちらの異変には気付いていない。

（……章介）

　そんな姿にわずかではあるけれど、胸が痛んだ。

「ほら、だから問題ないだろ？　遠慮なく感じろよ」

　言葉と共にさらに愛撫を激しいものに変えてくる。

　ただ乱暴に秘部を擦り、胸を揉みしだいてくるだけでは終わらない。手慣れた手つきでビキニの中に手を挿しこんできたかと思うと、ジュブッと指先を膣中に挿入してきた。もちろんただ挿入れるだけではなく、膣内の敏感部を的確に指先で刺激してくる。同時に円を描くような動きで、乳房を捏ねくり回してきたりもした。

「はっふ……くふううっ……。ふうっふうっふぅうううっ」

　快感が大きくなる。

　秘部からは愛液が溢れ出し、乳頭が水着の上からでもハッキリとわかるくらいに勃起した。息の荒さも激しさを増していく。

（こんなの……声が……出ちゃう……。でも……声なんか出したら章介に……。それは駄目。絶対駄目……。気付かれちゃ駄目……ああ、でも……）

　思いっきり喘ぎたい。快楽の悲鳴を響かせたい──そんなことを考えてしまう。

「どうだ？　欲しくなってきただろ？　俺のち×ぽをぶっこまれたいだろ？」

「そ……それは……」

　康夫の囁きによって思い出してしまう。肉壺にペニスを挿入される快楽を……。

　自分の中の足りない部分を満たされるような感覚や、悩みとかつらいことが全部吹き飛んでしまうような心地よさを想起してしまう。想像するだけで、ズキズキと下腹部──子宮が疼いた。

　自然と太股同士を擦り合わせてしまう。ヘコヘコと腰を振るという行為まで……。

「欲しいだろ？」

　重ねて尋ねてくる。

　この問いかけに、頭の中では「答えちゃいけない」と思いつつも、気がつけば首をコクッと縦に振ってしまっていた。

「そっか……んじゃ……。なぁ、章介っ！」

　抱きしめていたこちらの身体を離し、康夫は章介に声をかけた。

（え？　あ……なんで？）

　なぜ章介に声をかけるのか？　混乱してしまう。

「……何？」

　章介は勝子たちから視線を外し、首を傾げてきた。

「ちょっと俺と愛でジュース買ってくるわ」

　康夫はそう声をかける。

「え？　あ……それじゃあ僕も……」

　当然章介はついてこようとした。

「いや、俺たちだけでいいって。なぁ、愛」

　ジッと康夫が見つめてくる。どう答えるかわかっているな？　とでも告げてくるような視線だった。

　この視線に愛は従うことしかできない。

「あ、ああ……康夫が言う通りだ。その……私たちだけで行ってくるから」

　そう言うと、康夫と共に逃げるようにプールから上がった。




「こ……ここで？」

　連れてこられた場所は、プール施設の倉庫のような場所だった。

「ああ、ここでする。人目につくところでやるわけにはいかないだろ？　なに、大丈夫だ。ここでバイトしてる奴が知り合いだからな」

「知り合い？」

「ああ、紹介してやるよ」

「え？」

　紹介？　どういう意味だろうか？　疑問を抱く。

「よう康夫。マジでいいのか？」

　戸惑いに応えるように、倉庫に男が入ってきた。

　しかも、一人ではない。五人もの男が……。

　全員浅黒い肌をしている。髪の色も茶色や金など様々だった。黒髪で純朴な感じがする章介や純とはまるで違う。ぎらついた獣のような男たちだ。

　舐め回すような視線で見つめてくる。

「なんだ？　これ……どういうことだ!?」

　わけがわからず康夫を睨んだ。

「どういうこともなにもない。こいつらに見せるんだよ」

「──なっ!?」

　見せる──その言葉の意味をすぐに愛は理解した。そして、絶句する。

「見せるって……なんで？」

「いい玩具が手に入ったって言ったらさぁ、見せて欲しいって頼まれたんだよ。で、俺は友達思いで優しい男だからな。それを快諾してやったってわけ」

「快諾って……ふ、ふざけるな！」

「別に俺はふざけてないぞ。本気だ。別に見せるくらいいいだろ？　減るもんじゃないしさ」

「そんなこと」

　できるはずがない。

　減るもんじゃない？　馬鹿を言うな。減るんだ。自分の恥ずかしい姿を他人に見せるなんてことをすれば、心が……。そう、心がどうしようもなくすり減っていくのだ。

「イヤか？　まぁイヤならそれでいいが、その場合、章介にこれまでのこと……全部話すことになるんだけど」

「──そ、それは……」

　それはイヤだ。それだけは……。

　自分が嫌われることも、章介が傷つくことも、どちらも耐えられない。

「だったらどうすべきかわかるよな？」

「…………」

　やはりこいつには逆らえない。無言で頷いた。

「へぇ、マジでお前の玩具なんだな」

　笑いながら舐め回すような視線を向けてくる。見られているだけで犯されているような気分になった。最低すぎる。でも、逆らえない。

「で、何したい？　早速やった方がいいか？」

　とんでもないことを涼しい顔で康夫は口にする。

「いいね。でも、その前に……余興としてそうだな。オナニーでも見せてもらおうか」

　康夫に負けじと、最低な言葉を男の一人は口にした。

「いい案だ。んじゃ愛……やれ」

　冷たい視線で命じてくる。

「そうだな。立ったままオナニーしろ。足を蟹股に開いて、ま×こを弄れ」

「…………」

「返事は？」

「わ……わかった……」

　できることならば殺してやりたい。でも、そんなことできはしない。

（ごめんね章介……せっかくのデートだったのに……）

　いつものように心の中で章介に謝罪しつつ、股間部を隠す水着を躊躇いながらも下ろすと、足を蟹股に開いた。

「誰が何をするのか……しっかり口にしろ。見て下さいと言え」

「……これから私……愛がオナニーします。おま×こ……指でグチュグチュします。その姿を、しっかり……み……見て……見て下さい……」

　屈辱に肩を震わせながらも、命じられるがままにそう口にする。自然と敬語を使ってのこの宣言に、男たちは歓声を上げた。
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　それを聞きながら、愛は水着を捲り胸を出し、秘部へと手を伸ばす。

「んっふ……あっ」

　触れると、指先に湿った感触が伝わってきた。

　決して水ではない。その証拠に、溢れ出る汁はヌルヌルと滑っている。それに、なんだか温かい。間違いなく愛液だ。

　先ほど身体を弄られたせいで、こんな人前という異常な状況に興奮してしまっているせいで、抑えがたいくらいの牝汁を分泌させてしまっていた。

「んっく……あっ……あふっ！　んっひ……あっあっあっ……」

　指先をそんな粘液で濡らしつつ、自慰を始める。男たちに見せつけるように、クパッと開いた陰唇を指で擦り上げた。

「どこを弄ってるのかしっかり教えろ」

「ま……ま×こ……ま×こを弄ってます。ま×このビラビラを……グチュグチュって指で擦ってます……。それに……クリトリス……クリトリスもこうやって……シコシコ扱きます。こ、こんな風に……」

　最低な実況をしながら、陰核を指で摘まむ。そのまま包皮を捲ると、まるでペニスに対して愛撫を行う時のように、シコッシコッとクリトリスを扱き上げた。

「はっひ！　んひあっ！　あっあっあっ！」

　ただ襞を弄る以上の性感が走る。抑えることもできず、甘い嬌声を響かせた。

「感じてるのか？　クリトリスで……」

「か……感じてる……」

　頷く。

「クリトリス……シコシコして……私……感じてます」

「なんでそんなに感じるんだ？」

「それは……や……康夫に……はっふ……んふうう！　か、開発されたから……」

「開発？　どんな風に？」

　自分がしたことだ。自分が一番わかっているはず……。それなのに、敢えて康夫は質問を重ねてくる。

「何度も、何度も扱かれて……康夫の指でシコシコって……今私がやってるみたいに……ち×ぽをゴシゴシするみたいに、クリトリスを扱かれて、開発され、ました……んっふ……あふうう！」

　感じながら何をされたのかを口にする。今日初めて会った男たちに……。

　人としての尊厳さえもなくなってしまいそうな状況だった。だというのにどうしてだろうか？　昂ぶってしまう。最低なことをしている。させられている──そう考えると、それだけでより強い興奮を覚えてしまう自分がいた。

「あああ……これ……イク……私……イッちゃいますぅう」

　絶頂感が膨れ上がってくる。

　無意識のうちに救いを求めるような視線を康夫へと向けた。

　イッてもいいですか？　達しても構いませんか？　視線で尋ねてしまう。

「構わないぞ。イキたいならイケ。遠慮せずに」

　許可が下りた。

「はっふ……んふぁあああっ！　あっあっあっあっあっ♥」

　これまで以上に激しくクリトリスを扱く。いや、陰核だけじゃない。右手でクリを扱きつつ、左手の指を蜜壺に挿入した。ジュッボジュッボと激しく抽挿させる。その上で、ヘコヘコと腰まで振った。無様すぎる。下品すぎる姿を晒す。晒しつつ──

「い……イクっ！　あああ！　見られながら……私イクっ!!　イクぅうう♥♥♥」

　絶頂に至った。

「はっひあ！　んひっ！　くひぃいいっ♥」

　ビクビク肢体を震わせる。しかも──

「これ……おしっこ！　おしっこまで出てる！　お漏らし……私……お漏らしまでしちゃってるぅう♥　はっへあ……ふひぃいいい♥♥♥」

　失禁までしてしまう。

「止まらない！　止められない！　あああ……でも……お漏らしも……いいっ♥　おしっこジョボジョボも気持ちいいのぉおお♥」

　排尿の解放感──そんなものにさえも性感を覚え、人前だということも忘れて肉悦によがり狂った。

「やっべ、我慢できねぇ。なぁ康夫……そろそろさ？」

「俺もだ」

　淫靡すぎる姿に男たちが肉棒を晒す。今にも射精しそうなほどに膨れ上がったペニスを……。彼らは我慢できないといった様子で自身のペニスを握った。

「ああ、いいぜ」

　康夫は躊躇うことなく頷くと──

「愛……俺にまたがれ。見せてやるんだ。こいつらにさぁ」

　当然のように指示を出してきた。

「は……はい……」

　逆らうことなどできはしない。

　コクッと力なく頷くと、愛は床に横になった康夫にまたがり──

「はふぅうう、挿入ってくる。ち×ぽ……膣中に、おま×こに……く、来るぅう♥」

　自らペニスを咥えこんでいった。

「挿入ってる。膣中で……ビクビクしてるの……わかる」

「ふうう、相変わらずの締めつけだ。いいぞ」

　嬉しそうに康夫が呟く。

「マジですげぇち×ぽ咥えこんでるって感じだ。見ててわかるくらい穴が窄まってるぞ」

　不良たちが嬉しそうに呟く。

「まぁそういう風に教えこんだからな。俺好みの形にま×こを変えてやったんだ」

「そうなのか？　変えられたのか？」

　ニタつきながら男が尋ねてくる。

「はい……か……変えられた……。変えられました。康夫に……おま×この形を……。ち×ぽ好きするように変えられましたぁ」

　すっかり自分の身体は処女だった頃とは違うものにされてしまっていた。その事実を突きつけられ、死にたくなるほどの屈辱を感じつつも、何度も首を縦に振る。繰り返し頷きつつ、躊躇うことなく腰を振り始めた。

「あっふあっ！　んふっ！　はふぅうう♥」

　バチュンッバチュンッという音色が響く勢いで腰を叩きつける。膣奥まで肉棒を咥えこむ。

「気持ちいいか？　感じるか？」

　楽しそうに男たちが問いかけてくる。

「かん……じ……る……。あっあっあっ！　私……感じてます♥　ち×ぽで膣中……ゴリゴリされるの……気持ちいい！　すぐに……んんんっ！　すぐにイッちゃいそうなくらい……か……感じてますぅ♥」

　下腹部に突きこみの衝撃が響く。そのたびに全身が蕩けそうな愉悦が走った。性感を否定することもできず、ひたすら「あっ♥　あっ♥」と歓喜の悲鳴を上げた。無意識のうちに蜜壺を収縮させ、ペニスを強く締め上げるなどということまでしてしまう。

　この有様を見て男たちは嬉しそうに自身のペニスを激しく扱いた。

「やっべ！　これ……で、出るっ！　出ちまうぞ！　康夫！　なぁ、これ……この女にぶっかけてもいいのか？」

「いいぜ。構わないからぶっかけろ。ほら愛もおねだりしろよ。ぶっかけて下さいってさぁ」

「はい、かけて！　ぶっかけて！　ンンッ！　ザーメン……どびゅどびゅしてぇ！」

　躊躇うことなくおねだりの言葉を口にしてしまう。いや、それだけじゃない。同時にクパッと子宮口を開くと、康夫の亀頭に吸いつかせた。

「く！　い、いいぞ！　おおおおっ！」

　これにはさすがの康夫も心地よさげな吐息を漏らすと、射精を開始してきた。

「んはぁあ♥　出てる！　これ……膣中にぃいい♥」

　ドクッドクッドクッと子宮内に直接精液が注ぎこまれた。

「熱い……熱いのが……染みこむ♥　すっごく……いいっ！　これ……よすぎて！　あああ……イクっ♥　私……イクっ！　イクイクイク──イクぅうう♥♥♥」

　性感が弾ける。だらしなく表情を蕩かせた絶頂顔を晒しつつ、壊れた玩具のように肢体を痙攣させた。

「くあああっ！」

　この有様に周りの男たちも射精を開始してくる。

　ビュルッビュルッビュルッと多量の肉汁を愛めがけてぶっかけてきた。

「あああ……これ……熱い……精液……スゴイ！　こんな……あああ……イク！　私……またイク！　駄目……かけられただけで……また！　んっは……またぁああ！　あっあっあっ──くひんんんっ♥♥♥」

　肌に熱汁が染みこむ。その感触が堪らなく心地いい。ただ精液をかけられただけでしかないというのに、愛は達しながら達するのだった。

「んっは……はふぁああああ……」

　全身が絶頂後の気怠さに包みこまれる。このまま眠ってしまいたいとすら思える心地よさだった。

「まだまだだぞ」

　けれど、休んでいる暇などない。康夫が笑う。射精したばかりの肉棒を膣中にて萎えることなく、よりたぎらせてきた。

「んっは……くふぅうう……硬い……あああ……い……いいっ」

　肉棒の熱気を感じるだけで心地よさに身が震える。

「さぁ、動けよ」

「は……はひぃいい」

　抗うことなどできはしない。

　すぐさま愛は腰を振り始めた。男たちに見せつけるように……。

「あああ……んっひ……はひぁああああ♥」

　肉悦に蕩けきった嬌声を響き渡らせる。
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「ちょっと来てくれよ先生」

　和也が誘いをかけてきた。

「な……なんだ？」

　純の前だ。二人の関係がバレないかと警戒する。

「ちょっと進路のことで相談がありまして……少し静かなところに行きませんか？」

「それは……」

　和也が何を考えているか、すぐに理解できた。和也は間違いなく自分を求めている。

（だが、純もいるのに……）

　ここで別の男と肌を重ねるなんて……。

「お願いしますよ。先生でしょ？　それとも……俺の相談なんか聞けませんか？」

　語りつつ、和也はチラッと純を見た。もし断るのなら、これまでのことを純に話してもいいんですけど？　とでもいうような視線だった。

「……純……構わないか？」

　逆らうことなどできず、純に問う。

「もちろん。先生なんですから」

　少しだけ純はイヤそうな顔をした。しかし、自分と勝子がべったりしているところを見られるのもまずいと思ったのか、素直に頷いてくれる。

「すまんな。すぐに戻る」

　そう告げると、勝子は和也と共にこの場を離れた。




「こ……ここでするのか？」

　連れてこられた場所はプール施設外れにある男子トイレの個室だった。

「悪いな勝子先生。でもさ、先生の水着がエッチだから、俺……我慢できなくなっちゃってさぁ」

「しかし……純だって一緒にいるんだぞ」

「わかってるよ。だからこれは純と先生のためでもあるんだ」

「純と私のため？　どういう意味だ？」

「女ってのはさ、エッチなことをするとどんどん魅力的になるんだよ。しかも、エッチをした直後であればあるほど、色香みたいなものが増す。今ここでエッチをすれば、絶対純の奴、ますます先生に惹かれるぜ。つまり前よりも仲良くなれるって訳だ」

「そんなこと……」

　詭弁だ──と、勝子は考える。

　だが、心のどこかで確かにその通りかも知れないとも思ってしまう自分がいた。

「だから勝子先生……いいよな？」

　語りつつ、和也は勝子の手を取り、自分の股間部を押しつけてきた。

「あ……熱い……」

　掌にペニスの熱気が伝わってくる。もちろん熱気だけではなく、ドクッドクッドクッという脈動まで……。

（……スゴイ……）

　男を──牡を感じさせる感触に、思わずゴクッと息を呑んだ。

　プールの中で散々純に触れられたせいで、昂ぶり始めてしまっていた肉体がさらに熱くなっていく。特に股間部がキュンッと疼いた。

　思わず腰を引き、太股同士をモジモジと擦り合わせる。

「してもいいだろ？」

　こちらの興奮に和也は気付いている。ジッとまっすぐ勝子を見つめてきた。

「……あ……ああ……」

　ペニスの熱さに、和也の視線に、抗うことができない。力なく勝子は頷く。トロリッと愛液を分泌させながら……。

「へへ……んじゃ、行くぜ♪」

　和也は実に嬉しそうな表情を浮かべると、

「こっちに尻を向けろ」

　そう命じてきた。

「こ……こうか？」

　素直に従う。壁に手を突いた状態で、和也に対して腰を突き出す。

「先生の尻、でかいよな。すごく肉付きがいい。ちょっとだらしなさを感じさせるくらいだ」

「は、恥ずかしいことを言うな……」

「大丈夫。だらしないって言ってもイイ意味だから。男好きがする尻って意味だよ。きっと純だって喜んで、興奮してくれるぜ。俺みたいにさ」

　笑いながら和也は水着を脱ぎ捨てると、肉棒を剥き出しにしてきた。

「す……スゴイ……」

　思わず呟いてしまう。

　視界に映る肉槍は、それほどまでに大きく、猛々しく、屹立していた。肉茎には幾本もの血管が浮かび、カリ首は大きく開いている。このペニスで膣中をゴリゴリと擦り上げられたらどれだけ気持ちがいいだろうか？　そんなことを想像してしまう自分がいた。

「こんなにするほど俺、先生の尻で興奮してるんだよ。もう我慢できない。だから……行くぜ」

　肉先を背後から膣口に密着させてくる。

「んんんっ」

　触れられただけでしかない。だというのに、激しく全身が戦慄いた。まるで条件反射のように膣口をクパッと開いてしまう。亀頭に肉花弁を吸いつかせた。全身でペニスを求めるように……。

　和也はその求めに応えてくれる。より肉棒を膨れ上がらせながら、肉壺にペニスを挿しこんできた。

「くっは！　んはぁああ！」

　蜜壺が押し開かれる。痛々しいほどに膣口が拡張され、涎のように結合部からは愛液が垂れ流れた。

「お……大きい……。奥まで来る」

　子宮口にペニスが触れているのがわかる。

「はふぅうう」

　亀頭の感触を膣奥で感じていると、それだけで全身から力が抜けそうになる。

「気持ちいいだろ？」

「い……いい……。気持ちいい……」

　愉悦を否定することができない。

「へへ。でも、本番はここからだぜ」

　勝子の返事に満足そうな表情を浮かべつつ、和也はさらに肉棒を膨張させたかと思うと、そのままピストン運動を開始してきた。

「はっふ！　くふうう！」

（動き出した！　私の膣中……ち×ぽが掻き混ぜてくる！　ズンズンって奥を叩いてくる！　子宮にキスをしてくる。気持ち……あああ……気持ち……いいっ♥）

　どうしようもないほどの愉悦を覚えてしまう。

「んっは……あふあああ！　あっあっあっ！」

　我慢できない喘ぎ声をトイレ内に響かせた。表情もだらしなく蕩けていく。いつもの凜とした顔が、無様なくらいに崩れていった。

　目を見開きながら、獣のように喘ぐ。

　ただ腰を突きこまれるだけでは終わらない。

「むっふ……はふぅうう！　ふー♥　ふー♥　んふぅううう♥」

　和也の動きに合わせて自分からも腰を振ったりした。

（気持ちいい。気持ちいい。気持ち……よすぎる！　こんなの……私……我慢できない……。来る。また……スゴイのが来る……）

　当然のように絶頂感が膨れ上がってくる。

「か……和也……♥」

　それを伝えるように、背後で腰を振る生徒に縋るような視線を向けた。

　瞬間──

「くおっ！」

　和也は射精を開始する。
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「え？　あっ……んっんっ──くんんんんっ!?」

　この射精を勝子は驚いたような表情を浮かべながら、受け止めた。

　驚きの理由は単純だ。和也の射精があまりに一方的だったから……。

　普段和也はこちらが達しそうになっていることに気付いたら、それに合わせてくれていた。こちらの絶頂に合わせて射精してくれていた。

　それなのに、今日は違う。こちらが達する前に、絶頂する準備が整う前に、精液を撃ち放ってきた。

（なぜ？　どうして？）

　射精されること自体は気持ちよく、ドビュッドビュッというペニスの脈動に合わせて肢体を震わせたりもする。だが、絶頂には足りない。

（イケない……これじゃ私……イケない……）

　そんな物足りなさを感じながら──

「んっは……はふぁああああ……」

　熱い吐息を響かせた。

「ふう、気持ちよかった」

　そんなこちらの反応を半笑いで見つめつつ、和也は腰を引く。ジュボッと肉棒が引き抜かれた。

「え？　あ……な……なんで？」

　思わず疑問を口にしてしまう。

「何が？」

　ニヤつきながら和也は首を傾げてきた。

「そ……それは……」

　問い返しに絶句してしまう。

　イケなかった。だからイカせて欲しい──などという言葉を口にはできない。なぜならば、まだ自分には教師としての、純の恋人としてのプライドがあったから……。

　自分から恋人でもない男に絶頂を求めることなどできない。

「んじゃ……戻ろうか。早く帰らないと純が怪しむかも知れないしな」

　和也は事もなげにそう言うと、トイレから出ようとする。

「あ、そうだ」

　が、個室を出る直前、和也は足を止めた。

「……どうした？」

　戸惑いつつ、尋ねる。

（もしかして、少し焦らしただけか？）

　これからもう一度犯してもらえる？

　意識せぬままに期待してしまう。

　けれど、その想像は間違いだった。

「結構純の奴、先生とやりたがってるみたいだけど、今日はやらせちゃ駄目だぜ」

「ど……どういう意味だ？」

「男には焦らしってものが大事なんだよ。自分のために先生がエロい水着を着てくれた。それが最高に嬉しい。だから、セックスしたい──でも、させてくれない。だから気になる。先生のことが……って具合にな。だから、何を言われてもお預けしないと駄目だぜ。それが俺の今日のレッスンだ」

「焦らし……」

　焦らされればそれだけ相手が気になってしまう。

　その言葉は、まるで俺を気にしろ──とでも言っているように、勝子には聞こえた。
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「また出るぞ！」

　康夫が射精を開始する。

「くひいい！　来た！　またっ！　あっあっ！　また……出てるぅ♥」

　愛の蜜壺に白濁液が流しこまれる。ドクッドクッという射精に合わせて「い……イクっ！　私……また……イクぅうっ♥」再び絶頂に至った。

「お、俺たちもだぁああ」

　男たちも一斉に射精する。雨のように全身に白濁液が降り注いだ。

「あふぁあああ……しゅ……しゅごひぃいい！」

　お漏らしでもしているみたいに、膣口から多量の精液を零しながら、身体中を白濁に染める。淫靡な愉悦にひたすら悶え狂った。

　が、溺れている暇はない。

「おら、まだだぞ！　おらっ！」

　康夫はすぐさまピストンを再開してくる。

「くふう！　また……動き始めた！　康夫のち×ぽがまたぁああ♥」

　再び膣中が掻き混ぜられる。肉棒の熱気を、形を、刻みこまれる。胎内が異物で押し広げられていく感触。身体の中の足りない部分を満たされていくかのような刺激が広がる。全身が蕩けてしまいそうな心地よさに、表情を歓喜の色に染めた。

　けれど、ただ肉棒を感じているだけでは満足できない。康夫だって満足してはくれない。それをはっきり認識している愛は──

「はぁああ……あっあっあっあっあっ♥」

　当然のように腰を振り始めた。歓喜の喘ぎを響かせながら……。

「やっべ、我慢できねぇ。なぁ康夫……後ろ……使ってもいいか？」

　この有様を見つめていた一人の男が、康夫にそう尋ねた。

（後ろ？）

　一体どういうことだろうか？　疑問を抱く。

「構わないぜ」

　康夫は頷いた。

「な……何を？」

　腰を振りながら、感じながら、尋ねる。

「なに、簡単なことだよ。こうするんだ」

　すると疑問に答えるように背後に立った男が、肉先をミチミチッと肛門に密着させてきた。

「ふひっ!?　あ……まさか……後ろって……」

　最悪な想像が脳裏をよぎる。

「そういうこと。行くぜ」

「ちょっ!?　ま──そ、そこは……そこは駄目ぇええっ！」

　必死に止める。しかし、どんな言葉を向けたところで男は聞き入れてなどくれない。容赦なく腰を突き出してきた。

「あっひ！　おっおっ！　んぉおおおっ」

　肛門が押し開かれる。本来ならば排泄するためだけの器官を、異物が逆流してきた。

「だ……駄目！　これ……無理！　無理ぃいい！　裂ける！　壊れる！　私……し、死んじゃう！　身体……潰れちゃうぅうう！」

　膣と腸──二つの内臓を大きく押し開かれる。巨大な何かに身体が潰されていくような感覚が身体中を駆け巡っていった。本気で死を覚悟するほどの刺激である。

「息……できないぃい！」

　塞がれているのは口ではない。だというのに、呼吸さえも阻害された。

「抜いて！　お願い……抜いてぇええ！」

「抜け？　駄目だっつの！　ほら、ここからが楽しいところだぜ！」

　必死に抜いてくれと繰り返し懇願するが、聞き入れてなどもらえない。それどころか、男たちは容赦なくピストンを開始してくる。膣と腸──二つの肉穴を剛直で乱暴に、激しく、蹂躙してきた。

「はひいい！　動いてる！　ち×ぽ！　お尻と……ま×こ……ジュボジュボって……して……くるぅぅ！　はっひ！　んひいい！　中……おかしくなる！　私の身体……ち×ぽの形に変えられてくぅう！」

　ピストンに合わせて肉棒の感触が肉体に刻まれる。ガクガクと突きこみに合わせて肢体を揺らしながら、悲鳴混じりの喘ぎ声を奏でた。

「俺たちもやってくれよ！　ほらっ！」

　この有様を見ていた男たちも動き出す。

　左右に立った男たちの肉棒を両手で握ることになった。正面に立つ男のペニスを咥えさせられることになった。

「もっぶ！　んぶっ！　おぶうううっ！」

　穴という穴を犯される。

（こんなの酷い……酷すぎる……）

　まるで性処理道具にでもされてしまったかのようだった。

　実際、男たちは愛を本当に精液便所としか思っていないように感じる。こちらのことなど本当にお構いなしに、膣を突き、尻を蹂躙し、口腔を凌辱してきた。

（違う。これ……全然違う……。康夫に犯されるのとは全然……）

　激しすぎる行為。心のどこかで康夫とのセックスと比較してしまう。

　確かに康夫のセックスは最低だ。こちらの意思などお構いなしに、無理矢理してくるという最低な行為。でも、この男たちと比べると、どこか丁寧に、自分を扱ってくれていたように感じた。

「や……やじゅお……」

　自分を輪姦させているのは康夫だ。けれど、康夫に対して救いを求めるような視線を向けてしまう。

「やめ……しゃせて……ばっぼ！　おぼっ！　むぼっぼっぼっぼっ──おびょぉお！」

　必死に訴える。喉奥を突かれながら……。

　しかし、康夫は彼らを止めてはくれなかった。ギラギラとした目でこちらを見つめながら、腰を振ってくる。肉壺を掻き混ぜてくる。

「さぁ、出すぞ！」

　それどころかまたしても射精を伝えてきた。

「俺もだ！」

「くおおおお！」

　男たちも一斉に限界を訴えてくる。

「ら……らめ……らめぇええ！」

　止めようとする。彼らの絶頂を……。だが、どんな言葉も虚しく響くだけだった。

「ばっびょ！　おびょっ！　んびょぉおおおおっ！」

　ついに射精が始まる。口内に、直腸に、膣に、全身に、一斉に白濁液がぶっかけられた。

「あぼぼ！　むぼぉおお！」

（染みる。熱い汁が、私の身体に……。口の中、臭い。これ、溺れる。精液で……溺れちゃうぅうう！　でも……あああ……いい！　それがよくて私、私ぃいいい！）

　広がる熱気に比例するように性感が弾け──

「い……いぶっ！　あぶばっ！　いびゅぅうう！」

　髪を、乳房を、腰を、尻を、口内を、全身を──白濁液で染めながら、愛は何度目になるかもわからない絶頂に至るのだった。

「あっあっあっ！　ばびゅううっ！」

　何も考えられない。肉悦に思考を支配されながら狂ったようにただ啼き続ける……。




「よく頑張ったな。お前、本当にいい女だ」

　それからどれだけの時間が過ぎただろうか？

　男たちが立ち去った倉庫内にて、ぐったりと精液の海に倒れる愛に、康夫が囁きかけてきた。普段からは想像もできないほど優しい声色で……。

「最高だぜ……愛」

　口調が優しいだけじゃない。そっと頭を撫でたりもしてくれる。

　そのせいだろうか？　なぜか心の中に喜びのようなものを感じてしまう。もっと褒められたい。そんな欲望を抱いてしまう……。
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「先生……僕……我慢できないよ」

　興奮した面持ちの純が囁きかけてきた。勝子の尻に股間を押しつけてくる。勃起した肉棒の感触が伝わってきた。プールの中だというのに、熱気まで感じる。

「だ、駄目だ」

　慌てて拒絶する。

　求められることは嬉しい。しかし、応えるわけにはいかない。今日、純としてはいけないと和也にも言われているから……。

「駄目っていうけど、先生も興奮してるじゃん。プールの中でもわかるよ。先生のあそこからエッチな汁が出ているのが……」

　だが、何を訴えても思春期真っ只中にいる純は止まってくれなかった。それどころかより強く身体を抱きしめてきた。しかも、股間に指を添えてくる。

「んっく……」

　確かに純の言葉通り、勝子の秘部は濡れてしまっていた。ただし、それは純に求められたからではない。和也に焦らされてしまったから……。

　とはいえ、素直にそう答えるわけにはいかない。

「頼む……純……今は……」

　どう止めればいいのか？　迷う。

「おい、やめろ」

　その時、純に対し、鋭い言葉が向けられた。

「──え？」

　純は驚いたような表情でそちらを見る。

　声をかけてきたのは和也──ではなく、章介だった。

　不機嫌そうな表情で章介は純を睨む。

「あ……その……」

　純は言葉に詰まった。

「勝子さん……嫌がってるだろ」

　さらに章介は言葉を重ねる。

「あ……う……その……ご、ごめん……」

　これに純は恥ずかしそうな表情を浮かべると、プールから上がった。

「純？」

「その……ちょっとごめん……僕……帰るね……」

　勝子の問いかけに短く答え、逃げるように純はこの場から去ってしまった。

　和也も今はいない。康夫の姿もない。人が多すぎるせいで自分たちの姿を捜せないのか、愛はジュースを買いに行ったまま戻らない。

　勝子は章介と二人きりになる。

「あ……あの……、その、た……助かったよ。ありがとう」

　戸惑いつつ、章介に礼を告げる。

「……別に礼なんていらない。だいたい、純がああなったのは勝子さんのせいだ」

「──え？」

　従兄弟が向けてきたのは厳しい言葉だった。想定外の事態に、勝子は絶句する。

「そんな水着を着てくるからだよ……。正直がっかりだ」

「がっかり？」

「……勝子さんは真面目で優しくて僕の憧れの人だ。それなのに、そんな水着……」

「こ……これは……その……」

　言葉に詰まりながら、「すまない」と謝罪する。

「別に謝って欲しいわけじゃない。でも、どうして？」

「……それは……純と仲直りをしたかったから……。その、ここ最近少し純と上手くいってなかったから……だから……無理をして……」

　問いかけに素直に答える。

「……無理をして？　そんな……無理なんかするくらいなら付き合わなくたっていいよ。別れた方がいいんじゃない？」

「──それは……」

　章介の言葉──それに対し、勝子は何も言い返すことができなかった……。
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（私は……どうすれば？）

　プールから家に戻った勝子は、一人思い悩んでいた。

　仲直りのためのデートだったのに、前よりもぎくしゃくすることになってしまった気がする。しかも、今度は純だけじゃない。章介とまで……。

　一体自分はどうすればいいのだろうか？　このまま純と付き合っていてもいいのだろうか？　本当にわからない……。

　ひたすら困惑する。自分一人では答えを導き出せなかった。教師だというのに……。

　そんな時、玄関のチャイムが鳴った。

（純？）

　彼が来たのだろうか？

　慌てて玄関の戸を開ける。

「よぉ」

　そこには──和也が立っていた。











第六章　最愛の恋人たちを裏切って









（謝らなくちゃ。勝子先生に……）

　プールから逃げ帰ってしまった日の夜──純は勝子のマンション前に来ていた。理由は今日のことを謝るためだ。

　章介に注意された時、見られていたことに気付いて思わず逃げてしまったが、よくよく考えればあれは最低なことだ。勝子は嫌がっていたのに、自分は無理矢理……。せっかく仲直りできると思ったデートを台無しにしてしまったのは自分だ。

　だからこそ、謝罪しなければならない。

「……先生」

　マンションの外から勝子の部屋を見る。カーテンは開いており、明かりもついている。内部の様子をはっきりと確認することができた。

「──え？」

　部屋を見て、絶句する。

「和也？」

　部屋の中には男がいた。間違いない。和也だ。

（なんで和也が先生の部屋に？）

　意味がわからない。状況が理解できない。思考が混乱する。

（まさか……勝手に先生の部屋に忍びこんだ？）

　これまでの和也の言動を思い出す。

　確か和也はことあるごとに「先生っていいよな」といったような趣旨の言葉を純へと向けてきたりしていた。先生と付き合いたいという言葉はもちろん、先生を抱きたいなどと露骨な言葉まで……。

　ついにその感情を抑えられなくなって、先生の部屋に侵入したのか？

　だとしたらまずい。警察に連絡した方がいいのだろうか？　などということまで考え、ケータイを取り出した。

「あ……先生？」

　が、そこで純は動きを止める。なぜなら先生が姿を現したから……。

（何か……話してる……）

　一体何を話しているのだろうか？　という疑問を抱いていると、突然和也が勝子を抱き寄せた。しかも、ただ抱きしめるだけでは終わらず、勝子の唇に自身の唇を重ねるなどということまで……。

「なっ!?」

　痛々しいほどに純は目を見開いた。

（無理矢理先生の唇を……。まさか、和也の奴……）

　このまま勝子を無理矢理犯すつもりなのか？　最悪の想像が脳裏をよぎる。だとすれば、すぐに止めなければならない。警察を呼んでいる時間だってない。純は走り出そうとする。

　けれど、すぐに純は再び固まることとなった。

　和也のキスを先生が嫌がらなかったから……。

　いや、嫌がるどころか、積極的に口付けに応えるような素振りまで見せる。強く和也の身体を抱きしめ返したかと思うと、自分から彼の唇に舌を挿しこんだ。そのまま口腔を掻き混ぜ始める。

　勝子の部屋は三階で、自分はマンション前の駐車場にいる。だから音が聞こえるはずなど絶対にない。だというのに、グチュッグチュッという音色や「んっふ……むふぅうう」という勝子の鼻にかかった吐息が聞こえるような気がするほどに、二人の口付けは濃厚だった。

　しかも、二人の行為は口付けだけでは終わらない。勝子はクチュッと舌を離すと、和也の前にひざまずいた。

「……なんだ？　まさか……」

　手すりの陰に隠れてしまって勝子が何をしているのかを確認することはできない。けれど、和也が浮かべる心地よさそうな表情を見ていたら、すぐに勝子がしていることを理解することができた。

（舐めてる？　先生が……和也のを？）

　血の気が引いていく。嘘だと思いたかった。

　けれど、非情な現実は続く。

　しばらくして立ち上がった勝子は、眼鏡を外し、身に着けていた衣服も脱ぎ去った。和也の前に全裸を晒す。そんな彼女の身体を和也は抱きしめると、乳房を揉みしだきつつ、秘部に手を伸ばし、股間部を弄り始めた。

　この行為に勝子は心地よさそうな表情を浮かべる。頬を赤く染めながら、和也の愛撫に合わせてビクッビクッと肢体を震わせた。

（嘘だ。こんなの……嘘だ……）

　自分は夢でも見ているんじゃないか？　とさえ思ってしまう。しかし、何度目を擦っても、現実を消すことはできなかった。
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「章介に別れた方がいいって言われた？　だったら別れるか？　俺はそれでも構わないぜ。なんだったら先生……純と別れて俺と付き合うか？」

　ヘラヘラ笑いながら、和也は勝子の秘部を弄り回してきた。ただ指で秘裂を擦ってくるだけではない。どこからかローターを取り出すと、それを肉花弁に密着させてきた。

「はっふ……んふうう！　あっあっ！　それ……駄目だ！　んくうう！　声……抑えられない……あっあっ……か、感じすぎる……」

「気持ちいいなら別に構わないだろ？　それより、どうするんだよ？　純と別れるのか？」

「そ、そんなこと……できるわけが……」

「でも、純と付き合ってるのがつらいんだろ？　無理してるんだろ？」

「それは……」

　その通りだ。ずっと自分は悩んでいる気がする。

「……でも、それでも……んっく……はぁっはぁっはぁっ……私は……純のことが好きなんだ。私のことを好きだって言ってくれた純のことが……」

「ふ〜ん、でも、俺だって気持ちは一緒だぜ。先生のことが好きだ」

「い、言うな……。お、お前との関係は純のためってだけで……」

　好きなわけじゃない。人の弱みにつけこむようなこんな男なんか、好きになるはずがない。

「本当に？」

「ほ、本当だ……」

　重ねての問いかけに一瞬心が揺らいだが、すぐに自分に言い聞かせるようにそう答えた。

　ちょうどそんなタイミングで電話が鳴った。

「じゅ……純……」

　ディスプレイには純の名が表示されている。

「く……うううっ……」

　出なければならない。今日はあんな別れ方をしてしまったのだから……。

　でも、出ることができない。こんな状況で電話を取るなんて……。

　だから無視した。すると、しばらくして着信音は止まる。が、それは一瞬だけのことであり、すぐに純は再び電話をかけてきた。

　が、これも無視する。けれど、今度は止まらない。鳴り続ける。

「出ろよ」

　静かに和也が告げてきた。

　もう逃げることはできない。

「も……もしもし……」

　電話に出る。

『先生……今……一人？』

　どこか落ちこんだような純の声が受話器越しに聞こえた。

「な、なんだ？　もちろん一人だぞ」

　嘘をつく。胸が痛んだ。

『本当に？』

「もちろんほんと──」

　本当だ──と答えようとした。

　が、その瞬間──

「んっく！　はふううっ！」

　背後から和也が肉棒を突きこんできた。

「んっんっ！　んんんんっ!!」

　どうしようもないほどの性感が走る。純と電話をしながらという状況のせいだろうか？　普段以上に勝子の身体は敏感になっていた。挿入されただけで達してしまいそうな愉悦を覚えてしまう。電流でも流されたかのような勢いで、激しく肢体を震わせた。

『どうしたの？　やっぱり誰かいるの？』

「ちが……そ……んくうう……そんなことは……な……ないぞ……」

　必死に否定しつつ、背後の和也を睨む、視線で必死にペニスを抜けと訴えた。

　が、和也は聞き入れてなどくれない。それどころか、ピストンまで開始してくる。バチュンッバチュンッという音色が部屋中に響く勢いで……。

「はくう！　んっく！　あうっあうっ……あううううっ！」

（激しすぎる！　届く！　子宮まで……来てるぅうう！　駄目だ！　抑えられない！　感じる！　私……ち×ぽで感じるぅう♥）

　突きこみに合わせてブシュッブシュッと結合部から飛び散るほどの愛液を分泌させる。身体中を汗塗れにしながら、噎せ返りそうな発情臭を、部屋全体にムワッと漂わせた。

『変な音が聞こえるよ』

「これは……んんん！　これは……なんでもないっ！　なんでもないんだっ！　そ……それ……んはぁああ……それより……どうしたんだ？　こんな時間になんで電話なんて……」

　音や嬌声を誤魔化すために、畳みかけるように尋ねる。

『なんでって……今日のことを謝ろうと思って……それで……』

「それで……電話を？」

　かけてきたのか？　自分が悪いと思って……。

　なんだか少し嬉しい。

『違う……電話じゃない』

「電話じゃ……ない？」

（んんんっ……これ……届いてる。当たってる……。子宮……おま×こ……ち×ぽでズンズン……気持ちよすぎる♥）

　愉悦に身悶えながら、どういう意味かと問い返す。

『謝りに来たんだ。先生に直接……』

「直接……謝りに？」

　一瞬意味が理解できなかった。が、次の瞬間、最悪の事態を想像する。全身から血の気が引いた。快感さえ忘れる。

「ま……まさか……」

　直接謝りに来た。ここに？　それが意味することは……。

『外……見てよ……』

　静かに純が呟く。

「あ……んっく……はぁっはぁっはぁっはぁっはぁっ……」

　さらに息が荒くなる。ドキドキと心臓が早鐘のように鳴る。そんな状態で、勝子は窓の外へと視線を向けた。マンションの駐車場を見る。そこには──

「じゅ……純っ……」

　立っていた。

　恋人が一人、涙を流しながら……。

「出すぜ」

　その瞬間、和也が囁いてくる。彼も外の純を見つめながら……。

「だ、駄目……今はっ！」

　必死に止めようとする。

　しかし、止まってくれるはずなどなく──

「くひいい！　出てる！　あっあっ！　熱い汁……流れこんでくる！　んんん！　中に……和也の精液が……来るぅううう！」

　射精が始まった。ドクッドクッドクッと熱汁が流しこまれる。

「い……イクっ♥　んはぁぁぁ！　イクイク──無理、私……い……イクぅうう♥」

　熱気と共に快感が広がる。逆らうことなどできない。

「見ないで……純……見ないでくれぇえ！　あっあっ──んはぁああああ♥♥♥」

　恋人の目の前で、絶頂に至る。無様なほどに表情を蕩かせながら、勝子は歓喜の悲鳴を響かせるのだった……。
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「お前のせいだ……お前のせいで……」

　和也との行為を純に見られてしまってから数日──あの日以来、純は学校に来なくなってしまった。

　電話をかけても出てくれない。家を訪ねても、部屋から出てきてくれなかった。

　ただ、それでも、時折純の方から電話をかけてきてくれることがあった。しかし、こちらが出た瞬間切られてしまう。純の声さえも聞くことができない状況だった。

　こうなってしまった原因はどこにあるのか？　そんなもの考えるまでもない。和也だ。全部和也のせいだ……。

　わき上がる感情のままに、勝子はこの日も部屋を訪れた和也を罵った。怒りのままに怒声を浴びせた。

　しかし──

「そうだな。俺のせいだ。ごめんな」

　そんな風に素直に謝られてしまうと、それ以上言葉を続けることもできなかった。

「お前は……卑怯だ……」

「ホントごめん先生。俺さ、本気で先生と純のためだと思ってたんだ。好きな先生に幸せになって欲しかったから……。なのに、結果はこんなことになっちまった。もう合わせる顔もないよ。だから、もう二度とここには来ない。じゃあな」

　力なく呟いた勝子に対し、和也は決定的な言葉を向けてきた。

（二度とここには来ない……）

　和也の言葉──歓迎すべき言葉だ。

　でも、どうしてだろうか？　なぜか寂しさのようなものも感じてしまう自分がいた。

　純は自分のもとを去ってしまった。その上、和也まで……。

　そんなことになったら、自分は一人になってしまう。そんな気がした。

　だってもう、純には頼れない。章介には愛という恋人がいる。その上、今日は厳しい言葉まで向けられてしまった。だから、和也がいなければ本当に孤独に……。

　一人、孤独──以前となにも変わりはしない。でも、どうしてだろうか？　なぜだろうか？　誰かと一緒にいるということの温かさを知ってしまったからだろうか？　孤独ということに、耐え難いほどの寂しさと恐ろしさを感じた。

「ま、待てっ！」

　思わず引き留めてしまう。

「何？」

　玄関で足を止め、和也は勝子を見つめてきた。わずかに口元に笑みを浮かべながら……。

　その顔を見た瞬間、勝子は悟った。

（こいつ……最初からこれが狙いだったんだ。私に引き留めさせることが……）

　殊勝に反省したような言葉を口にはしていたけれど、それは間違いなく上辺だけのものでしかない。痛いほどにそんな事実を理解する。

（帰らせろ。追い出せ……。こいつをここから……）

　理性が警告のようなものを発してくる。

　しかし、それを上回るくらいに（一人になりたくない……）ということを考えてしまう自分がいた。

　今一人になったら、自分は純を傷つけてしまった、裏切ってしまったという良心の呵責に耐えられなくなる。きっと心が押し潰されてしまう。だからこそ、支えて欲しいと思った。誰でもいいから自分を──と。

　そんな救いを求めるように和也を見つめる。

「どうしたんだよ？」
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　重ねて和也が尋ねてきた。

（なんでもないと言え。引き留めたのは間違いだったと……）

　心の中で自分に言い聞かせる。

　だが──

「行かないでくれ。私を……一人にしないでくれ……」

　気がつけばそう口にしてしまっている自分がいた。

「いいのか？　俺……先生相手だったらなんだってしちゃうぜ。それでも……構わない？」

　まっすぐ見つめてくる。

　よくなどない。いいはずなどない。しかし──

「……構わない」

　孤独になりたくないという想いには逆らえなかった。

「そっか……んじゃ、先生、俺が言う通りにしてよ」

　楽しそうに和也は笑う。

「……わかった」

　そんな彼に対し、力なく勝子は頷いた。




　昔は一人でいることが普通だと思っていた。仕事さえしていればそれでいいと。好きになったりなられたり──そんなものはくだらないことだとも心の中のどこかでは思っていた。

　なのに、知ってしまった。好意を向けられることが嬉しいということを。誰かと肌を重ねることが堪らなく心地いいということを……。その喜びを手放すことなんかできない。

　だから最低なことまでしてしまう。相手が間違いなくクズだということを理解していても……。

「んっちゅ……れっろ……ふちゅっ……んちゅろっ……くちゅろぉ」

　部屋の真ん中に全裸で仁王立ちになった和也の身体を舐め回す。自分自身も全裸、その上、首には犬を思わせる首輪をつけた状態で……。

　舌を蠢かせる。命令されるがままに和也の乳首をチロチロと刺激し、ヘソに幾度もキスをした。当然のように勃起したペニスにも奉仕を行う。口を開け、咥えこむと、ジュッポジュッポと下品な音色を響かせた。その上で乳房で肉棒を挟んだりもする。唾液を分泌させて肉棒をグチョグチョ濡らすと、胸を使って肉棒を幾度も扱いた。

「こうか？　これれ……いいのか？　んっちゅ……ちゅるるるるぅ」

　胸の谷間から顔を出す亀頭に吸いつく。淫らな表情になってしまっていることを自分でも理解しつつ、じゅるじゅるとペニスを啜った。

「出るぞ」

　この愛撫に和也は肢体を戦慄かせて射精を開始してくる。

「はっぶ……んぶっ！　あぶあああっ」

　顔面にかけられる牡汁──肌に染みこんでくる熱気を感じながら、ただかけられただけでしかないというのに、勝子は歓喜の悲鳴を響かせた。

「顔……グチョグチョだな。でも、綺麗だぜ」

「あ……あぅう……」

　和也の言葉に胸が高鳴ってしまう。喜びを覚えてしまう。

「……へへ、んじゃ、次は尻だ。俺の尻を舐めろ」

　こちらの感情を理解しているのだろうか？　調子に乗ったように和也はさらなる命令を下してきた。

「こ……こんな感じか？」

　この命令にも当然のように従う。

　場所は尻──人にとって最も汚い部分だ。けれど、行動を止められない。一人にはなりたくないから……。

（最低だ。最低だ。最低だ……）

　理性では理解している。純を裏切った上、まだこんなことを──そう思う。

　だが、理性で身体を止めることはできない。

「ちゅっろ……むちゅっ……ちゅれろぉ」

　尻の谷間に鼻が埋まるほど顔を密着させつつ、舌を伸ばして肛門を舐め回した。牡臭い匂いを嗅ぎながら……。




「次はこれだ」

　満足した和也はどこからか注射器のようなものを取り出してきた。中には白濁した液体が詰まっている。

「なんだそれは？」

「浣腸だ。勝子先生……アンタは俺のものだ。だから、俺に最低な姿も見せてもらうぜ」

「そ……それは……」

　和也が何を求めているのかを理解する。

　できるはずがない。女として、人として……。

「できるよな？　ほら、尻を突き出せ」

　しかし、重ねて命じられると──

「こ……こうか……」

　抗うことができなかった。

　和也の前に四つん這いになり、尻を突き出す。

「いい子だ」

　嬉しそうな表情を浮かべつつ、和也は躊躇することなく浣腸器を尻に挿しこんできた。

「つ、冷たい……」

　ガラスの感触に肢体が強張る。が、硬くなっている暇などない。すぐに浣腸液注入が始まった。

「おっほ！　んっふ！　ふほぉおお！」

　下腹部が張り詰める。ポコッとわずかではあるけれど、腹が内側から膨れ上がった。一瞬痛みが走る。それと同時に、耐え難いほどの便意が湧き上がってきた。

「これ……くほぉお！　無理！　無理だ！　漏れる……私……漏らしてしまうぅ」

「構わないぜ。ほら、漏らしてくれよ」

　以前小便を見せた時と同じように、和也が洗面器を差し出してくる。

「だ、駄目だ！　無理だ！　これは……これだけは！」

「出せよ」

　どんな言葉も意味など持たない。冷酷な命令が重ねられる。本当に酷い男だと思う。

（最低だ。最悪だ。でも……あああ……熱い。身体が……）

　けれど、肉体は命令されればされるほど熱く、昂ぶり──

「で、出る！　くほおお！　出るっ！　出るううう！」

　気がつけば和也の前で尻から汚物を……。

「はっふぅうう！　これ……こんな……こんなことまで……気持ち……いひぃい♥」

　我慢の後の排便時に感じる解放感──それが性感へと変換される。勝子は人として最低な行為を行いつつ、本当に心地よさそうな、幸せそうな表情を浮かべ、ひたすら狂ったように身悶えた……。




「お尻！　おおお！　気持ちいい！　お尻でまで私……感じるぅうう♥」

　排便後、勝子は尻を犯された。純にも許したことのないアナルを、容赦なく和也によって蹂躙された。

　メリメリと肛門を拡張される。排泄器官を異物が逆流してくる。息が詰まりそうなほどの苦しみを感じた。しかし、苦しい以上に心地いい。

「どんな感じだ？　どんな風に気持ちいい？」

「これ……う、うんち……あああ……うんちをしてるみたいだ！　中を……お尻をジュボジュボされるたび、うんちしてるみたいな感じがする！　それが……はぉおお！　それが気持ちいい！　これ……イクっ！　私……お尻でまで……イッちゃうぅう！」

　当然のように絶頂感まで膨れ上がってくる。

「いいぜ。イキたいならイクんだ。俺も射精してやるからよ」

「だ、出して！　出してくれ！　私のお尻に射精してくれぇええ♥」

　自分から腸内射精を求める。

「くおおおっ！」

　この求めに応えるように、和也は精液を撃ち放ってくれた。一瞬で直腸が満たされるくらいの白濁液を流しこんでくる。

「熱いの……出てる！　私のお尻に染みこむ！　これ……いひ！　おおお！　お尻……気持ちよすぎて……イクっ！　尻に射精されてイクぅうう♥♥♥」

　抗うことなどできない。

　快楽の奔流に流されるように、ひたすら肢体を震わせながら、快楽を訴えた。




「俺の恋人になれよ」

　行為の後、和也が囁きかけてきた。

「そ……それは……」

　裸で和也に腕枕をされつつ、向けられた言葉に戸惑う。

「何を躊躇う？　もしかしてまだ、純に遠慮してるのか？」

「だ、だって……私は……純の恋人だから……」

「まだあいつと付き合いたいのか？」

「それは……」

　脳裏に純の笑顔が浮かぶ。緊張しながら自分に告白してきた時の彼の表情が蘇ってくる。それと共に、自分と和也の好意を見た時の絶望的な表情も……。

　傷つけたのは自分だ。自分が裏切ったから純はあんな表情を……。

「純に……拒絶されるまでは……。私は……純の恋人だ……」

　自分から純と別れることなどできない。そんな資格はない。

「なるほど……んじゃ」

　こちらの返事に和也はニヤつきながら頷くと、突然キスをしてきた。

「んんっ!?」

　唐突な口付けに一瞬瞳を見開く。けれど、口内に舌を挿しこまれ、グチュグチュと口の中を掻き混ぜられると、すぐに驚きは消えた。それどころかうっとりと瞳を細め、自分から口付けに応える。和也の口腔に舌を挿しこみ、貪るように唇を啜った。

　その刹那、パシャッというシャッター音が鳴り響く。

「なっ!?　撮ったのか？　どういうつもりで？」

　今のキスを和也がケータイで撮影したことに気付いた。

「どうって……これを純に送るんだよ」

「送る？　ふ、ふざけるな！　純をまだ傷つけるつもりか!?」

「違う違う。二人のためだって」

「私たちのため？」

　どういう意味だろうか？

「純を嫉妬させるためだよ。この写真を見たら、純の奴、絶対妬くぜ。でもって、先生のことがまだ好きなら、本当に大事なら、必ず取り戻しに来る。ほら、二人のためだろ？」

「純が……私を取り戻しに……」

　もし本当にそうなったら──

（嬉しい）

　そう思ってしまう自分がいた。

　自分勝手だ。純を苦しめるような行為だ。止めなければならない──と、頭の中では思う。けれど、そんなことはやめてくれと訴えることは、なぜかできなかった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　耐えられなかった。頭がどうにかなってしまいそうだった。

　純のもとには毎日のように和也からメールが届く。勝子と和也がキスをしていたり、セックスをしている写真が……。

　和也のペニスにキスをする勝子。和也の精液を飲み干す勝子。和也の前で小便をする勝子──肉欲に塗れた写真の数々に、純の心はズタズタに引き裂かれそうなほどに痛んでいた。

　そんな痛みに耐えきれず、ついに純は家に引き籠もることをやめて、学校に向かった。勝子の本当の気持ちを知るために……。

　しかし、そんな純に対し、和也は学校でも先生との仲を見せつけてきた。純にだけ見えるように勝子の尻を揉んだり、胸を弄り回したり、時には授業中にキスをするなどということまで……。

　勝子の家に行った時、部屋の中でセックスをしている音を聞かされたりもした。

「好きだ！　和也……出してくれ！　膣な中か射精だし……おま×こに射精してくれぇ♥」

　そんな下品な言葉を……。

　苦しい。つらい。心がバラバラになってしまいそうだ……。

　どうすればいいのか？　どうすればこの状況から逃れられるのか？　わからない。わからない。わからない……。助けて欲しい。誰か、助けて……。

「純？　どうした？　つらそうだぞ」

　そんな時、声がかけられた。

　声をかけてくれたのは……。

「……愛……僕を……僕と先生を……助けて……」

　声をかけてくれた幼なじみに、必死に救いを求めた。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「そっか……先生と篠原がそんなことに……」

　愛の自宅、愛の部屋にて、純は和也と勝子のことをすべてぶちまけてきた。

「愛……どうすればいい？　どうすれば僕は先生を取り戻すことができる？」

　縋るような視線を幼なじみは愛へと向けてくる。

　その視線をまっすぐ受け止めながら「受け入れるしかないんじゃないかな」とポツリッと呟いた。

「受け入れる？　先生と和也のことを？」

「そう、その上で、先生と付き合い続ければいい」

「なっ!?　そ、そんなことできるわけがっ！」

「できる。だって……勝子先生はきっと純のことが好きだから」
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「好き？　なんでそんなことがわかる？　好きなら……どうして和也とあんなことを？　なんで僕に見せつける？　好きなら和也となんかする必要ないじゃないか！」

　理解できない──そんな表情だった。その気持ちは愛にもわかる。自分だって少し前までならわからなかっただろうから……。しかし、今ならわかる。

「確かにそうだな。でもさ、心と身体は別なんだ。心は純にあっても、身体は和也を向いている。そういうことはあるんだよ。私にはそれがよくわかる」

　だって、自分だって章介が好きだけれど、康夫から離れることができないから……。

「……なんでそんなことがわかるんだよ？　理解できるんだよ？」

　戸惑うような視線を向けてきた。そして「まさか」と純は瞳を見開く。

「裏切ってるのか？　愛も……章介のことを？」

　そんなことがあり得るのか？　愛は昔から章介のことだけを見ていたのに──とでもいうような言葉だった。

　そんな純に対し、愛は「そうだよ」とあっさりと頷いてみせる。

　その上で、突然スカートを捲った。

「──なっ!?」

　剥き出しになった下半身を見て、純は絶句する。

　無理はない。だって、下着を穿いてはいないから。いや、ただ下着を穿いてないだけじゃない。露わになった肢体には『牝マ×コ安売り中』などという下品な文言まで書かれていた。その上、太股にはいくつもの正の字が……。セックスした回数を表している。

　それを裏付けるように、腰にはいくつものコンドームをぶら下げてもいた。精液がパンパンに詰まった使用後のゴムを……。

「私ね……」

　普段の姿からはきっと想像もできないくらい淫らで無様な姿──そんなものを晒しつつ、口を開くと、これまでされてきたことを愛は純に語った。章介を裏切り、幾度も康夫に抱かれてきたという事実を……。

「……本当につらい。章介を裏切ってることが……。でも、私は康夫から離れられない」

「なんで？」

　意味がわからない。なぜ？　言葉だけではなく、表情でも伝えてくる。

「なんでって……理由は簡単。気持ちがいいから……。安心するから……」

「え？」

「私はね、章介が好き。だけど、康夫に抱かれると堪らないほど気持ちよくなれるんだ。康夫に命令されると、それだけで安心感を覚えてしまうんだ。ずっと一緒にいたいって思ってしまうんだ。身体を握られてしまっているんだよ」

　そこまで語った上で、改めてまっすぐ純を見つめ──

「勝子先生もきっと同じなんだと思う。私と同じ……。だから篠原から離れられないんだ。身体を握られたら、心で何を思っても逃げることはできない。女ってのはそういう生き物なんだ」

　康夫に抱かれ続けたことで辿り着いた答えを語った。

「……そんなの……勝手だ。勝手な言い草だ！」

　納得できない。そんな表情を純は浮かべる。

「言い訳して、ただ裏切ってるだけじゃないか！」

「……確かに……そうかもね。だから、章介に話したいなら話してもいい。でも、だけどさ……男だって変わらないでしょ？」

「……ど、どういう意味だよ？」

　問いに対し、純は戸惑う。

「そのまんまの意味。男だって心は好きな人にあっても、身体は別な人に向くことだってある。そうでしょ？」

「そ……そんなこと……あるわけが……」

「本当に？　これでも？」
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　瞳を細めながら、純に顔を近づけた。

「んっちゅ」

　そのままキスをする。

「──なっ!?」

　唐突すぎる出来事に驚いたのか、純は瞳を見開き固まった。

「んふふ……これで終わりじゃないぞ」

　いったん唇を離し、妖艶に笑う。その上でもう一度唇を重ねた。しかも、今度は唇を重ねるだけのキスじゃない。自分から舌を挿しこみ、純の口腔を貪るように掻き混ぜた。グチュグチュという淫猥な音色を室内中に響かせる。頬を窄め、ジュルルルルッと下品な音色を奏でながら、幼なじみの口腔を啜った。このキスに対し、最初純は抵抗するような素振りを見せてきた。必死に身体を捩り、こちらから離れようとする。

　しかし、しばらく──

「ふっちゅ……んじゅる……ちゅるる……んちゅれろぉ……」

　というキスを続けていると、やがて純の抵抗は弱まっていった。いや、ただ抵抗しなくなるだけじゃない。それどころかこちらの身体を強く抱きしめてきたかと思うと、一切容赦することなく、押し倒してきた。

　そのまま下半身を押しつけてくる。ズボン越しではあるけれど、肉棒が勃起していることはよくわかった。ドクッドクッという脈動と、熱気が伝わってくる。

「……構わないぞ」

　押し倒された状態でいったん唇を離すと、耳元で囁く。

「あ……うあ……うぁああああっ！」

　この言葉に純は悲鳴のような声を漏らすと共に、自分のズボンを脱いだ。そのままグチュッと先端部を膣口に押しつけてくる。

「んっく♥」

　触れられただけでしかない。けれど、何度も何度も康夫や彼が連れてきた色々な男に抱かれ続けてきた肉体は、それだけでも充分すぎるくらいの快感を覚えた。自然と愛液が溢れ出し、亀頭を濡らす。早く挿入してくれと訴えるように膣口が開いた。

「あ……愛っ！」

　肉体の求めに純は応えてくれる。腰を突き出し、肉棒を突きこんできた。

「んっは……はふぅう……挿入ってきた……純のが……」

　それほど大きいペニスではない。それでも、下腹部に広がる熱気が心地よかった。

「んふうう……ほら、言った通りだろ？　心と身体は別なんだ……」

　ペニスの脈動を堪能しつつ、告げる。

「くそっ！　くそっ！　くそぉおおっ！」

　この囁きに嗚咽のように呟きながら、純はピストンを開始してきた。技巧もなにもない。闇雲に、乱暴に、腰を叩きつけてくる。そしてそのまま──

「くおおっ！」

　射精まで開始してきた。

　ドクッドクッドクッと精液を流しこんでくる。

「んんんっ……熱いっ♥」

　子宮に広がる熱気──その心地よさに「はぁあああ」とうっとりとするような息を吐いた。そのまま、しばらく純を抱きしめる。それを受け入れるように、純も愛の身体を強く抱き返してくれた。

　だが、それはわずかな時間でしかない。しばらくすると純は正気を取り戻したのか、慌てた様子でペニスを引き抜いてきた。

「これは……その……これは……」

　動揺しているのか、激しく視線を泳がせる。

「言い訳なんかいらない。謝る必要もない。だって……人は逃れられないんだから。快感からは……。だからほら、もっと素直になるんだ。そうすれば、きっと純も勝子先生を受け入れられるようになるはずだから……。そのために……もっともっと気持ちよくしてやる……」

　混乱する純を今度は自分から押し倒した。そのまま流れるような動きで純のペニスを自分の乳房で挟むと、グジュッグジュッグジュッと柔肉で擦り上げた。

「うあ！　それ……駄目っ！」

　射精を終えたばかりのペニスが、再び硬く屹立する。ムワッとした牡の匂いを濃厚なまでに漂わせ始めた。

　男の匂い──嗅いでいるだけで身体が昂ぶっていく。もっと味わいたい──そんなことを考えてしまう。

「もっじゅ……じゅぼっ！　んじゅぼっ！　じゅぼっじゅぼっじゅぼっ！」

　欲望に抗うことなく、肉茎を扱き上げながら、ペニスを咥えた。頭を前後に振りつつ、精液を吸い出そうとするかのように啜り上げる。

「駄目……それ……出る！　すぐに……出ちゃうっ!!」

　当然のように純は射精を訴えてきた。

「駄目……」

　そこでいったん奉仕を止める。

「な……なんで？」

　呆然とした表情を向けてきた。

「……出すなら……こっちで……」

　そんな純に笑いかけながら、彼の身体にまたがると、肉棒の位置を調整し、自分から腰を下ろしていった。

「んっく……あっふ……んふううっ」

　受け入れる。再び純のペニスを……。

「挿入ってくる。純の硬いのが私の……んっんっ……な、中に……はぁあああ……どうだ？　気持ちいいか？　純……私の中……おま×こ……感じるか？」

「か、感じる……愛の中……すごく気持ちいい」

　否定する余裕もない──といった様子で何度も純は首を縦に振ってくれた。

「そっか……でも、まだだぞ。もっと気持ちよくしてやるからな……」

　感じてくれている。自分の身体で……。

　そんなことに喜びを感じつつ、自分から腰を振り始める。しかも、ただヘコヘコと肢体をグラインドさせるだけではない。腰を振りつつ、秘部を収縮させ、襞の一枚一枚でペニスを締めつけた。

　康夫に教えこまれた技術、それを総動員して精液を搾り取ろうとする。

「あああ……スゴイ！　こんな……気持ちよすぎる！　腰が抜ける！　だ、駄目だ！　愛……僕……こんなのすぐ……また……すぐにぃい！」

「構わないぞ。出したいなら出せばいい。ほら、私の膣中に射精するんだ。ドビュドビュって精液を……たくさん……んっふ！　はふうう！　あっあっあっあっあっ」

　射精を訴えてくる純を後押しするように、より腰の動きを激しいものに変えていく。これまで以上に強く締め上げていく。

「で……射精でるっ!!」

　抗うことなどできない──といった様子で、純は腰を突き上げてきた。

「んくううう♥」

　深い部分にズンッとペニスが当たる。

　一瞬目の前が白く染まった。

　次の瞬間、射精が始まる。ドクッドクッドクッと多量の白濁液が注ぎこまれた。

「はぁあああ……これスゴイ！　んん、たくさん……射精てる！　あっあっあっ♥　熱い……んんん！　はっふ、んふぁああ……い、イクっ！　あああ……イクぅ♥」

　広がる熱気を受け、条件反射のように絶頂に至る。

　幼なじみの上で背筋を弓形に反らしながら、ひたすら快感に打ち震えた。

　それでも──

「まだ……できるよな？」

　愉悦を知っている身体は満足できなかった。もっと快感が欲しいと思ってしまう。

「う……うん」

　純もまだ満たされていないのか、肉棒を大きく膨れ上がらせてくれた。




　その後も愛はひたすら純と交わり続けた。

　男と女──そんな生易しい言葉では表せない。牡と牝としか言えないような肉の交わりをし続けた。

「そう……あっ♥　あっ♥　深い……純のち×ぽ……私の奥まで届いてる！　あっあっあっ！　ふっひ！　くひんんんっ！」

　正常位で、騎乗位で、交わるだけでは終わらない。

　発情した獣のような四つん這い状態で、背後から犯された。パンパンパンパンッという音色が響く勢いで、幾度となく尻に腰を叩きつけられた。

「出して！　それ……イクっ♥　ふひいい！　気持ちいい！　純のち×ぽ……気持ちよすぎて私……もう……イクっ！　イクの！　はふぁぁあ！　イクから──だから……奥に……ま×この奥に精液……流しこんでぇえ！」

「愛！　愛ぃいいい！」

　躊躇いなく膣な中か射精だしを求め、放たれる白濁液を子宮で受け止める。

「出てる！　たくさん熱いの！　い、イクっ！　おおお！　私……また……またイク！　ち×ぽで、ふひいい！　イクの！　イク──いくいく、いっぎゅぅう♥♥♥」

　アヘ顔としか言えない顔──章介にも見せたことがない無様な表情を晒し、狂ったように身悶えた。

　そんな本能のままの肉と肉の交わり──だけでは終わらない。時にはまるで恋人同士のように椅子に座った状態で向き合いながら繋がったりもした。一糸纏わぬ生まれたままの姿で互いの身体を強く抱きしめ合う。腰と腰をギシッギシッとベッドを軋ませながらぶつけ合い、汗と汗を混ぜ合わせた。

　繋がりは性器同士だけでは終わらない。

「純……ふっちゅ……むちゅっ……んちゅう♥　ちゅっちゅっちゅ──ふちゅぅ♥　んっじゅ……ちゅずるるるぅ」

　恋人同士のように口付けもした。もちろん、ただ口唇と口唇を密着させるだけでは終わらない。当然のように互いの口腔に互いの舌を挿しこみ合った。

「ちゅず……はちゅ……んちゅるる……ちゅっずるるるぅ」

　頬を窄めて純の口腔を啜る。幼なじみの唾液を吸い、自分自身の唾液を流しこんだ。そうして深く繋がりつつ、求める。

「出して……もっと、たくさん流しこんで……ちゅろろ……むちゅうう……。射精……精液……ザーメン……ち×ぽ汁……私の膣中に……。私が孕むくらい、純の濃厚な牡汁をくれぇ♥」

　射精を……。

「ああ、出すよ！　出すっ！」

　純はこれに応えてくれる。何度も頷きながら、白濁液を子宮へと注いでくれた。

「はぁああ……また来た！　また……イクっ！　イクぅうう♥♥♥」

　射精を受けるとそれだけで達してしまう。まるで条件反射みたいに……。

　だけど、達しても満足できない。散々快感を教えこまれてしまった肉体は求めてしまう。さらなる快感を……。

　そしてその求めに純は応えるように──

「まだ、まだだぁああ！」

　射精の上に射精を重ねてくれた。

　ドビュッドビュッドビュッと射精し続けてくれる。

「ふひいい！　まだ……まだ出てる！　純のザーメン……まだ……私の中に……来るぅうう！　これ……はひぃいい♥　こっれ……いいの！　止まらない！　私も……こんなの……イクの……止まらない！　とまらなひのぉおお♥」

　ドクッドクッドクッという肉棒の脈動──それに合わせるように絶頂する。止まることのない快感にひたすら溺れる。

「純……純んん！　んっちゅ……はちゅあっ！　ちゅるるるぅう」

　キスをする。肉棒をきつく締めつける。

　肉欲の夜に二人は沈んでいく……。




「あっは……はへあ……はひぃいいい……」

　窓の外が明るくなってきた頃には、全身が白濁に染まっていた。

　ぱっくり開いた肉穴から精液をひたすら垂れ流す。

「あっあっ……はぁあああ……すっごい……たぷたぷ……私の中……純のしぇーえきれ……たぷたぷらぁああ……♥」

　牝と牡、二匹の獣の発情臭が混ざり合った異様な匂いが室内には充満していた。

　そんな中でだらしなく蕩けた表情を晒す。

　愉悦の幸福に溺れながら……。

　でも、それだけじゃない。ただ幸せなだけで済むはずがない……。

（……しちゃった……純ともこんなこと……しちゃった……あ……あああ……章介……私……純ともしちゃったよぉおお……）

　精液と汗、それに唾液でドロドロになった顔──そんな頬を、ツツッと一筋の涙が流れ落ちていった……。











第七章　牝教師と奴隷少女は戻れない









「……で……そ、相談したいこととはなんだ？」

　ある日の放課後、進路指導室にて勝子は章介と向き合っていた。多少の気まずさを感じながら……。

　理由はこうして二人きりで会うのがプールでの一件以来だから──というだけではない。もう一つ、どうしても気まずさを感じざるを得ない理由が勝子にはあった。

　それは、現在勝子の尻にはローターとアナルプラグが挿入れられているから……。挿入れたのは当然和也だ。仕事だからと本来ならば断るべき事柄である。けれど、最早勝子は和也に逆らうことなどできなくなってしまっていた。

「んっふ……くふううっ……ふうっふうっふうっ……」

　アナルに感じる異物感──それだけで身体が熱くなる。全身から汗が溢れ、息も荒いものになってしまう。その上で、ローターが時折震え、刺激を加えてくる。ブルブルという振動を腸壁に感じていると、それだけで身体中が蕩けそうな愉悦を覚えた。

　が、必死に抑えこむ。章介に気付かれるわけにはいかないから……。

　なんとか平静を装いつつ、相談事は何かと尋ねる。

「実はその……こんなこと考えたくはないんですけど……あ、愛ちゃんが……」

　問いかけに対し、迷うような素振りを見せつつ、章介は口を開いた。

「愛ちゃんが浮気してるんじゃないかって……。そんなこと、最近考えちゃうんです」

　意外な言葉だった。

「浮気？　愛が？」

　まるで想定外の相談に、思わず瞳を見開いてしまう。

　あの愛が、嬉しそうに章介と付き合っていることを話してくれた愛が、生真面目で、クラス委員も務めている愛が、浮気をしている？

「あり得ないだろ」

　反射的にそう口にした。

「……僕も……そう思いたいです。愛ちゃんに限ってそんなことって……。でも、どうしても、愛ちゃんを疑っちゃう自分もいるんです」

　今にも泣き出しそうな表情を章介は浮かべる。

「疑うって……何か根拠でもあるのか？」

　章介を気遣うような表情を浮かべつつ、問う。すると章介はコクッと首を縦に振った。

「最近……よく一緒にいるんです。愛ちゃんと……康夫が……」

「大沢が？」

　大沢康夫──生徒の姿を思い浮かべる。

　髪を染めたチャラついた男だ。不良グループと付き合っている──という噂もよく聞く。生活指導の先生の話によれば、証拠こそ掴めていないらしいがタバコも吸っているらしい。自分が最も嫌うタイプの生徒の一人である。生真面目な愛とは最も対極な存在だ。

　真面目な愛なら嫌いそうなものだが……。

（いや、待てよ……しかし、あのプールの時、確か愛は康夫と……）

　二人でジュースを買いに行って、しばらく戻ってこなかった。が、あの時愛は人が多すぎて合流できなかっただけだといっていたが……。あの言葉は嘘だった？　裏で康夫と何かをしていた？

（いや、あり得ない。愛は本当に章介を好いている。それは見ていてわかる。今でも彼女の気持ちは変わっていない。私はそう思う。だから、浮気なんてするはずが……）

　ない──と、思いたかった。

　しかし、そこで想起してしまう。現在自分が置かれている状況を……。

（私は純が好きだ……。好きなんだ……本当に……）

　教師と生徒という関係で悩んだこともあった。それでも、自分をすきだといってくれた純のことが好きだ。本当に……。和也に抱かれるようになってから、ますますそう思うようになった。

　なのに、それなのに、自分は純を裏切っている。純以外の男に──和也に抱かれている。

　あり得るのだ。心と身体が別ということが……。

　つまり、愛だって章介以外の男に身体を許していてもおかしくはない……。

（そういえば、大沢は和也と仲がよかったよな……）

　もしかしたら和也に唆そそのかされたのかも知れない。恋人がいようが関係なく自分のものにしてしまえ──と。

「……わかった。それじゃあ愛にはそれとなく私の方から聞いてみる」

　なににせよ、確認してみなければならない。従兄弟からの相談なのだから……。

「お願いします勝子さん」

　章介の言葉に頷いて見せた。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「えっと……それで、なんの用事なんですか？」

　勝子によって生徒指導室に愛が呼び出されたのは、放課後のことだった。呼び出される理由がわからず、首を傾げる。

「その、突然なんだが、最近……章介とはどうなんだ？」

　すると勝子は、少し考えるような素振りを見せた後そう尋ねてきた。

「え？　えっと……それはなんでですか？」

　一瞬ドキッと心臓が跳ね上がる。

　理由は簡単だ。自分と章介──二人の関係はお世辞にも上手くいっているとは言えなかったから……。自分が章介を裏切ってしまっているから……。しかも、先日は先生の恋人である純とまで……。

　もしかして勝子は康夫と自分の関係に気付いているのだろうか？　純と寝てしまったことに気付いているのだろうか？　ということまで、問いかけと同時に考える。

「……なんでというほどでもない。ただ、章介は生徒であると同時に従兄弟だからな。最近少し……暗いような気がしたから、何か心当たりはないかと思ってな」

　語りつつ、勝子はジッと愛を見つめてくる。

（この顔……何か……疑ってることは事実みたいだ）

　思いつきで尋ねてきた訳ではなさそうに見えた。

　もしかして自分と康夫のことを見られたのだろうか？　それとも、章介から何か相談を受けたとか？

（章介の相談の方があり得るかも知れない……）

　最近、誘われても断ってばかりだ。理由は単純。デートができるような休日になると、いつも康夫に呼び出されてしまうからである。

　康夫なんかよりも章介を優先したい──というのは偽らざる想いだ。けれど、康夫に逆らうことはできない。だから仕方がない。仕方がないのだ……。

　その結果、章介が自分を疑っているということも十分ありうる。となると、従姉妹である勝子に相談する可能性は高いだろう。

「上手くいってないのか？」

　黙っていると、重ねて問いかけてきた。

「……はい」

　そんなことはない──と、答えられる雰囲気ではない。仕方なく頷く。

「そうか……。もしかして、他に好きな男でもできたのか？」

　こちらの返事に少し考えるような素振りを見せた後、さらに尋ねてきた。

「そんなことはないですっ！」

　これには即答する。

「私は章介が好き！　その気持ちは変わってません」

　嘘偽りのない想いだった。

「……そうか。でも、だったらどうして？」

　もっともな疑問だと思う。

「それはその……先生にも話せません」

　けれど、事実を口にするわけにはいかない。だってそうではないか？

　章介以外の男に毎日抱かれているなんて答えられるはずがない。しかも、ただ犯されるだけではなく、日常的に調教のような行為までされているのだ。

　例えば今だって、お尻にローターを挿入れられている。それが抜けないように、アナルプラグで蓋まで……。

　こんな身体にされてしまっているなんて、先生に話せるはずがない。

　時折尻の中でヴィイイッと震えるローターの刺激に、肢体をビクッビクッと断続的に震わせながら、答えを拒絶する。

「……そうか……」

　これに対し、勝子は特別これ以上突っこんでくることはなかった。それどころか、何か納得したように頷いてみせる。

「いいんですか？　答えなくて？」

　物わかりのいい態度に少しだけ疑問を抱く。

「……気持ちは少しわかるからな」

「気持ちがわかる？」

　どういうことだろうか？

「好きな相手にも話せないことはあるということだ。絶対話せないことがな……。そういうことは気持ちだけじゃどうにもならない」

　首を傾げる愛に対し、勝子はどこか遠いところを見ながら、まるで自分自身に言い聞かせるように呟いた。

「……先生……」

　純の話を思い出す。

　そういえば勝子も和也に犯されていると……。

「先生は純と上手くいってるんですか？」

　思わず尋ねてしまう。

「……私も……上手くいっているとは言いがたいな」

「もう、純のこと……好きじゃないんですか？」

　勝子の気持ちは完全に和也に向いているのだろうか？

「そんなことない……私は……私は好きだ。純が……。そう、純が好きなんだ！」

　問いかけに対し、そうであって欲しい──と願うかのように、勝子は強い口調で純への思いを口にした。

「あ……す、すまない……」

　が、すぐに正気に戻ったのか、謝罪してくる。

「いえ……そんなことは……こっちこそ、変なこと聞いてすみません」

「……謝る必要はないさ。それよりその、こちらこそ放課後に呼び止めてしまって悪かったな。その……話はこれで終わりだ。帰っていいぞ」

　そう語る勝子の表情は、痛々しいほどつらそうなものだった。

　しかし、愛から勝子に助言できるようなことは何もない。

「それじゃあ……その……失礼します」

　頭を下げ、生徒指導室を後にした。

「終わったか？」

　廊下に出た途端、声がかけられる。

「……篠原……」

　声をかけてきたのは和也だった。

「……あんた、こんな時間でここで何してるの？」

　確か和也は特定の部活に所属などしていなかったはずである。すでに下校時刻を過ぎていることを考えると、この男がここにいることは明らかに不自然だった。

「……ちょっと勝子先生に相談があってさ」

　問いかけに対しヘラヘラ笑う。

「相談？　本当に？」

　訝しげな視線を向ける。

「ああ、もちろんだ」

　が、和也は動じることなく頷いた。

「そう……それじゃあ……」

　そのような返事をされてしまった以上、他に語るようなことはなにもない。一言言い置き、和也の前から立ち去った。

　とはいえ、勝子と和也のことが気になったことも事実である。本当に二人は純が言った通りに関係しているのだろうか？　その場合、二人は一体どんなやり取りをしているのか？　あの勝子がなぜ和也に？

　そのようなことばかりを考えてしまう。だから、すぐに帰ることはできなかった。

　いったん昇降口から外に出る。そこから学校の裏手に回った。

（確か……ここが生徒指導室……）

　外から生徒指導室の窓に近づく。

（……カーテン）

　しかし、窓はカーテンで閉められていた。先ほど、自分が相談を受けていた時は開いていたのだが……。

（これじゃあ中を見ることは……）

　できそうにないか？　と、考えたところで、少しだけ隙間があることに気付いた。中を覗くことくらいはできそうな隙間である。

（どうする？）

　一瞬躊躇う。けれど、それはあくまでも一瞬だけでしかなかった。

　知りたい。本当に勝子が純を裏切っているのかを……。恋人を裏切り、別の男に抱かれているのが自分だけではないことを知りたい……。

　わき上がる欲求に抗うことなどできはしない。そっと隙間に近づき、中を見た。

（──先生）

　そして絶句する。

　理由は単純だ。勝子があられもない姿を和也の前に晒していたから……。

　勝子は指導室の机の上に乗っていた。和式便所に座るような体勢──下品な言い方をすればうんこ座りという姿勢で……。しかも、首には首輪をつけている。その上、スーツのスカートを捲り上げ、尻や秘部を剥き出しにしていた。

　尻には自分の肛門に挿入されているものと同じようなアナルプラグが突き立てられている。窓越しではあるけれど、ヴィイイイイッという機械音も聞こえた。どうやら直腸にはローターも挿しこまれているらしい。

　しかも、それだけではない。勝子の秘部には一切陰毛が生えてはいなかった。もとから生えていないわけではないのは一目でわかる。剃り跡が残っているから……。多分、和也に剃られたのだろう。

（同じだ……。私と……）

　剃られた秘部を思う。自分の尻に感じる異物感を強く意識する。

「んっふ……」

　考えるだけで身体の熱がさらに上がった。無意識のうちに腰を引くような姿勢を取ってしまう。

　ただ、それでも、視線を勝子たちから離しはしない。見つめ続ける。

　そんな視線に気付くことなく──

「んじゃ、教えた通りにヒリ出すんだ先生。うんこするみたいに」

　和也が勝子に命令した。

「わ……わかった……」

　先生は逆らうことなくそれに頷くと──

「んっお！　おっおっ──ふぉおおおおっ！」

　気張るような声を漏らした。

　両手をギュッと握りつつ、下半身に力を入れる。プルプルと膝が震えた。いや、膝だけじゃない。肛門までヒクヒク震えているのがわかる。

（先生……何をしているんだ？　まさか……）

　和也がさせようとしていること、勝子がしようとしていることに気付く。

　排便時のようにヒリ出せという言葉通り、アナルプラグやローターを自分で排出するつもりなのではないだろうか？　和也の目の前で……。

（でも、まさか……先生がそんなこと……）

　けれど、自分の考えを受け入れられない。あの堅物の勝子が……。真面目な教師である勝子がそんなことを──と、思ってしまう。自分の想像は飛躍しすぎの間違いだ。きっと……などということも考える。

　が、愛の想像は当たっていた。

「で……出る！　これ……出る！　おおお！　う……んこ！　ふっぐ……ほふぅぅぅ！　うんこ……みたいに出る！　尻から……おおおお！　出すぅうう！」

　肛門が外側に捲れた。

　それと同時にアナルプラグとローターが排出される。腸液塗れになった性玩具が、本当に排便のように……。

「おほぉおお！　出た！　これ……出たぁああ♥　い……イクっ！　私……イクっ！　これだけで……イクっ♥　う、うんこ……ふひいい！　うんこみたいにお漏らしするの……気持ちよすぎて……イクっ！　イクイク──イクぅうう♥♥♥」

　同時に勝子は絶頂に至る。

　目を見開き、舌を伸ばす。普段の凜とした真面目な姿からは想像もできないほど下品なアヘ顔としか言えない表情を浮かべながら……。

「はっひ！　くひっ！　ふひぃいいい！」

　ケダモノみたいな嬌声を響かせる。しかも、それだけでは終わらず──

「おしっこ！　これ……おしっこまで……出る！　出る出る──でりゅぅうう！」

　ついには失禁まで開始した。

　ジョボロロロッと黄金水を撒き散らす。

「こんなところでお漏らし！　私……最低！　あああ……最低だぁあ！　でも……いいっ！　おしっこまで……いひぃいい♥」

　眦まなじりからは涙さえ流す。けれど上げる悲鳴の中に含まれる感情は明らかに喜悦だった。

　それを証明するように──

「和也……これだけじゃ足りない……。だから……」

　勝子は和也におねだりさえし始める。彼に対する拒絶感などない。それどころか、嬉々として生徒に見せつけるように、腰をくねくねとくねらせた。

「ああ、わかってるよ。だからほら、四つん這いになれ」

　求めに応えるように和也はさらに命を下す。

「は……はひぃいい」

　勝子は素直に頷き、いったん机から下りると小便で濡れた床の上で四つん這いになった。

「いくぜ」

　そんな姿を嬉しそうに見つめながら、和也は肉棒を露わにすると、そうすることが当然とでもいうように、勝子の肛門にペニスを挿入した。

「ほっお！　おほぉおおおっ♥」

　メリメリッと肉穴にペニスが沈みこんでいく。

（咥えこんでる。抵抗なんか全然ない。先生のお尻……自分からち×ぽを咥えてる）

　あっさりと勝子の直腸は根元まで肉棒を受け入れた。

「どうだ？　気持ちいいか？」

「い……いひっ！　ち×ぽ……いいっ！　感じる！　尻ま×こ……すごく……気持ちよくなってる！　おっおっおっ──ち×ぽ……挿入れられただけで、またイキそうなくらい……私……気持ちよくなってるぅ♥」

　素直に快感を口にする。

　決して言葉だけじゃないことは、表情を見ればすぐに理解できた。

　真っ赤になった顔を愉悦に歪ませている。瞳を蕩かせながら、口を半開きに開いている。気持ちいい。気持ちいい。気持ちいい──繰り返し繰り返し、言葉だけでなく表情でも勝子は快感を訴えていた。

「まだイクなよ。イク時は一緒だからな」

「わ、わかってる！　わかってるから……早く動いて！　おお、動いてくれぇ♥」

　言葉で求めるだけではなく、勝子は自分からも腰を振る。

「わかってるって」

　必死の求め──それに応じるように、和也もピストンを開始した。

　パンパンに膨れ上がった肉槍で、勝子の肛門を抉る。突く。蹂躙する。

「それ……届いてる！　気持ちいいとこまで来てる！　いいっ♥　和也……あああ……いいっ！　いひぃいいい♥」

　パンパンッという音色が響く突きこみに、勝子は歓喜の悲鳴を響かせた。

「先生……気持ちよさそう……」

　身悶える勝子──その姿に性感を知っている肉体は昂ぶってしまう。無意識のうちに愛は自身の尻に手を伸ばすと、ショーツの上からアナルプラグを握った。そして、抽挿を始める。ジュボッジュボッと自分の尻を掻き混ぜる。

「んっふ！　はふうう！　んっんっんっ！　おふぅうう」

　犯される勝子の動きに合わせるように、幾度も肛門を掻き混ぜた。

「オナニーを許可した覚えはないんだけどな」

　唐突に声をかけられたのはそんな時のことである。

「え？　あ……や……康夫……」

　視線を向けるとそこには康夫が立っていた。口元に薄ら笑いを浮かべながら……。

「こ……これはその……」

　慌てて尻から手を離す。

「言い訳なんかする必要はないぜ。なぁ……犯されたいのか？」

　そんな愛に対し、静かに康夫は問いかけてきた。

「そ……それは……」

　一瞬口籠もる。が、それは本当に一瞬だけのことでしかない。

「……して……」

　気がつけば愛はそう口にしていた。

　いや、ただ言葉で求めるだけでは終わらない。康夫に対して背を向けると、自分からスカートを捲り上げ、ショーツを下ろした。

　性玩具で押し開かれた尻を剥き出しにする。

「そのままじゃ挿入れられないな。それ……ヒリ出せよ」

　すると、そのようなことを康夫は命じてきた。

「……ヒリ出す」

　先ほど見た光景を思い出す。心地よさそうな勝子の顔を……。あの顔、本当に気持ちよさそうだった。あの快楽を自分も知りたい……。そんな風に考えてしまう。

「ふっく……おっおっ！　んんんんっ！」

　欲望に逆らうことなどできない。下半身に力をこめた。プルプルと肛門周りを痙攣させる。全身を脂汗で濡らしながら、排泄する時のように息んだ。

「あああ……出る！　これ……うんち……うんこ……みたいに……出る！　お尻から……尻ま×こから……出る！　出る出る──でりゅぅうう！」

　挿入された異物が外に向かって動き出す。先ほどの勝子同様、肛門が外側に捲れた。ゴリゴリと腸壁が擦り上げられる。

「はおお！　これ……すごい！　あああ……いいっ！　気持ち……いひぃいい♥」

　強烈な快感が弾け、視界が白く染まる。

　それと同時に性玩具が排出された。ボトボトッと地面に落ちる。

「おお！　出てる！　これホントにうんこ、してるみたい！　それが……いいっ♥　気持ち……よ、よすぎて……イクっ！　私……私もイクっ！　イクイク──」

　もう快感を抑えられず──

「いぎゅぅうううっ♥♥♥」

　愛は絶頂に至った。

「はっひ！　くひぃいいいっ♥」

　壊れた玩具みたいに全身を激しく震わせる。ガクガクと膝を笑わせながら、愉悦にのたうち回った。勝子と同じように小便を漏らしながら……。

「すげぇ気持ちよさそうだな」

「あ……ああ……いひ……これ……いひぃいい……」

　学校の壁に上半身を預けた状態で愉悦に溺れつつ、頷く。

「そっか、でも、まだできるよな？」

　が、これで終わりではない。

　康夫は肉棒を剥き出しにし、先端部を向けてきた。

「あ……ああ……」

　肉棒を見つめながら、頷くと、自分から両足を大きく開き、腰を突き出すような姿勢になった。クパッと尻を大きく開く。

「どっちに挿入れて欲しい？」

「し……尻だ……。尻ま×こ……。私の尻ま×こに……先生みたいに犯して欲しい。尻の中……ち×ぽでグチャグチャに掻き混ぜて欲しい」

　章介のことが好きだ。大好きだ。愛している。誰よりもずっと……。

　でも、想いで疼きは満たせない。愛しい人を裏切りたくないという思いを凌駕するほどに、心地よくなりたいと考えてしまう。だから、求める。自分から……。下品な言葉を厭わず口にしながら尻を振って……。

「ああ、行くぜ」

　この求めに応えるように、康夫は肉棒を挿入してくれた。立ちバック状態で根元まで肉棒を直腸に挿しこんでくれる。

「ふっひ！　い……いいっ！　これ、いいっ♥　おおお！　イク……私イクっ！　イクイク──挿入れられただけで！　尻ま×こ犯されただけで……またぁああ♥」

　挿入と同時に再び絶頂感が膨れ上がってきた。

　抗うことなく愉悦を受け入れようとする。

　その刹那──

「あ……愛……」

　指導室の中で犯される勝子と目が合った。

　先生が気付く。愛がされていることに……。

「勝子……先生……」

　そんな勝子に無意識のうちに微笑みながら──

「イクっ！　私……イクっ！　イクのっ！　イクぅううう♥♥♥」

　愛は再び絶頂に至った。

「ふっひ！　んひいいいいっ！」

　快感に打ち震える。自分を見つめる勝子に見せつけるように……。

「おおお……私も……イクっ！　また……イクっ！　和也……イクぅ！」

　瞬間、勝子も達する。こちらの絶頂に合わせるように歓喜の悲鳴を上げながら──

「はっひ！　おひぃいいい♥♥♥」

　肉悦に溺れた。

　そんな姿を愉悦の中で見つめ愛は悟った。

（もう……戻れない……私たち……戻れないんだ……）

　自分は変わった。勝子は変わった。変えられてしまった。どうしようもないところまで、引き返しようのないところまで連れてこられてしまったのだということを……。

　そのようなことを考えつつ求める。

「もっと……もっと犯して……もっとぉおお」

　さらなる快感を……。

　そしてそれは──

「頼む和也……まだ足りない。足りないんだ。だから……感じさせてくれ……もっともっと……気持ちよく……。全部を忘れられるくらいに……」

　勝子も同じだった。

「ああ、行くぜ！」

「たっぷり味わえ！」

　男たちは笑いながら凌辱を再開する。膣奥に肉槍を打ちこんでくる。

「はひいい！　は、激しい！　ち×ぽ……深い！　これ……届く！　あっあっあっ！　康夫の……一番気持ちいいところまで届いてるぅう♥」

　ピストンが再開された途端、さらなる快感に全身が包みこまれる。歓喜の声を愛は響かせた。

　そして、それに同調するように──

「和也、これ……いい！　ち×ぽ……感じる！　はふぁああ！　あうっあうっ……あふぅうう♥　私の……あああ……私の全部が……ま×こになったみたいに……き、気持ち……んひいい！　気持ちいひぃいい♥　和也……あああ……和也ぁあ♥」

　勝子も喘いだ。

　しかも、ただされるがままになるだけではない。

「もっと……もっとだ！　もっとぉおお！」

　自分から快感を求め、和也の動きに合わせて腰を振り始める。

「私も……んんん！　康夫……もっとして！　もっと深くまでぇえ♥」

　勝子のそんな姿に後押しされるように、愛もグラインドを開始する。プリッとした尻を振り、より奥にまで、子宮に届くほど深くまで、肉槍を咥えこんだ。

「カリで……膣中をゴリゴリされるの……いひぃいい♥　ねぇ、康夫……康夫ぉお！　こんなの……またイク！　すぐに……私……またぁああ！」

　当然のように絶頂感がわき上がってくる。でも、自分だけでイキたくはない。イク時は射精されながらがよかった。だから求める。出してくれと、射精してくれと……。

「はっ♥　はっ♥　はっ♥　はっ♥　はぁぁぁ♥　か……ずやぁああ！　くれ……また……頼む……。我慢できない！　イキたい。だからたくさん……膣中にぃいい♥」

　勝子も同時に射精を求めた。

（本当に一緒……あああ……一緒に……先生と……一緒に……）

　そんな想いが強くなっていく。喘ぎながら犯される勝子を見つめた。

　その視線に応えるように勝子もこちらを見つめてくる。

（愛……一緒に……）

　視線でそう語りかけてきているように感じた。

　そうした思いに応えるかのように、再び男たちは射精を開始する。肉槍を震わせながら、幾度も射精してきたとは思えないほど多量の精液を流しこんできた。

「あおおおお！　また……また射精てる！　また……たくさん……きてりゅぅう♥」

「ふひいいい！　これ……まった……わたひ……またぁああ！」

　膨れ上がる。性感が、どうしようもないほどに……。

　そして──

「いっぎゅ！　また……いぎゅうううう♥」

「康夫のせーし……ち×ぽ汁！　よすぎるぅうう！　こんなの我慢できない。イッちゃう！　はひい、イッちゃうのぉおお♥　また、わたひ、いぐ！　いぐぅうう♥♥」

　何度目になるかもわからない絶頂に至る。二人揃って瞳を見開き、大きく開いた口から無様に舌を伸ばしながら、ガクガクと膝を震わせ、達するのだった。

「あっあっ……はへぁああああ……」

「はひー♥　はひー♥　ふひぃいいい♥」

　全身から力が抜けていく。

　身体中を甘い発情臭混じりの汗でグッショリと濡らし、結合部から注ぎこまれた精液をトロトロと零しながら、幾度も歓喜の吐息を漏らした。

　幸せだ。この気持ちよさ。本当に幸せ──でも……。だけど……。

「じゅ……純……」

　勝子が力なく呟く。

（章介ぇええ……）

　心の中で愛も恋人の名を呼んだ。

　彼らへの想い──捨てられるはずがない。胸の中にはまだ……。

　だけど、でも、それでも……。

「もっと……もっとしてぇええ……」

「お願い……もっと犯して……たくさん……気持ちよくしてぇ……」

　二人は揃ってさらなる凌辱を求めてしまう。快感を刻んでくれと恋人以外の男に懇願してしまう。

　だって、もう戻れないから、どうしようもないから……。

　だから、教師と生徒──二人はひたすら、現実逃避をするように愉悦を求め続ける。

　恋人への思いを秘めながらも、それを忘れようとするように……。
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「これは……どういうことだ？」

「あんたたち、何を考えて？」

　場所は部室棟──いつも康夫が陣取っている部屋にて、勝子は愛と共に訪ねた。自分の目の前にいる和也と康夫に対して……。

　いや、二人だけじゃない。この場には他の男子生徒たちも集まっている。その数は数十──学校にて素行が悪いと見なされている生徒たち全員が集まっているように見えた。

「何を考えてって……この間の件で二人とも知ったんだろ？　自分たちが置かれてる状況って奴をさ。だから、その記念にみんなで楽しもうと思ってさ」

　ヘラヘラと康夫が笑う。

「俺以外の男に犯されて先生がどんな反応をするのか……それも見たいと思ったんだよね。勝子先生の新しい魅力発見のためにさ♪」

　和也も楽しそうだ。

「お前ら、何をやろうとしているのか、わかっているのか？」

「もちろんだっての。んじゃ、先生……これを着けてよ」

　睨んでも動じることなく和也はアイマスクを取り出し、手渡してきた。

「愛……お前もだ。これを着けて、その場で裸になれ」

　康夫も同じものを取り出し、愛へと差し出す。

「これを着けてここで裸に？」

　そんなことできるワケがない──とでもいうようなリアクションを愛は見せる。

「できるよな？」

　けれど、拒絶する権利など与えてはもらえない。

　勝子は愛と顔を見合わせる。愛の顔は今にも泣き出しそうなほど悲愴感に溢れていた。しかし、それだけじゃない。どうしてだろうか？　泣きそうな顔だというのに、どこか嬉しそうにも見えた。

　そしてそれは多分──

（私も同じだ……）

　和也と康夫からの命令は最悪すぎるものだ。だというのになぜだろうか？　言われるがままになる自分を想像すると、それだけで全身が熱くなってしまう。ジンジンと激しく秘部が疼いているのがわかる。間違いなく愛液が溢れ出してしまっている。

（ああ、そうだ……。私はもう……ここまで来てしまっているんだ……）

　どうしようもないところまで来てしまった。後戻りはできない。

「ほら、受け取れよ」

　重ねて和也が命じてくる。

（……純……）

　一瞬恋人の姿を脳裏に浮かべる。しかし、それは本当に一瞬だけでしかなく、気がつけば勝子は自分から手を伸ばし、差し出されたアイマスクを受け取っていた。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




（恥ずかしい……。こんなの恥ずかしすぎる。ああ……でも、熱い。身体が……どんどん熱くなる。おま×こ……きっとまん汁でグチョグチョになってる……）

　アイマスク──しかもただのマスクじゃない。豚の鼻を思わせるような意匠が施された、実に屈辱的なものだ。そんなものを着けた状態で全裸を晒す。乳房を、秘部を……。その上で愛は勝子と共に足を大きく蟹股に開いた状態で立っていた。当然秘部もクパッと開いてしまっている。両手は後頭部。脇も丸見えだ。尻も左右に開き、肛門が覗き見えている。自分のすべてを男たちの前に晒すという体勢だった。

　人としての尊厳など存在してはいない。だというのにどうしてだろうか？　どうしても興奮を覚えてしまう自分がいた。

　見られている。自分のすべてを覗かれている──そう考えるだけで、全身が燃え上がるように熱を持つ。秘部からは失禁でもしているかのように、多量の愛液が溢れ出していた。

「さて、それじゃあゲームをするか」

　スマホで写真を撮りながら康夫が呟く。

「ゲーム？　どういう意味だ？」

　視界が遮られているせいで実際のところはわからないが、多分自分と同じ姿勢になっているだろう勝子が康夫に問いかけた。

「簡単なゲームだよ先生♪　これから俺たちで二人を犯す。その間、二人は気持ちいいとか、感じるとか、そういうことは言っちゃ駄目だ」

「どういうこと？」

　意味がよくわからない。

「そのまんまの意味だ。喘ぐなってことだよ。代わりに、お前たち二人に言ってもらいたいことがある」
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「な……なんだ？」

　嫌な予感のようなものを感じているのか？　声のトーンを落としつつ、勝子が再び尋ねた。

「好きなところだよ。恋人の好きなところだけを言え。章介と純──二人のどういうところが好きなのか。それを俺たちに聞かせてくれ」

「……悪趣味」

　吐き捨てるように愛は口にする。

「いいや、最高の趣味だと思うぜ。でだ、もし好きなところを言えなくなったら……。好きなところを言うことよりも気持ちいいとか、感じるとか、イクとか──そういうことを口にしたら、その段階で口にした奴の負けだ。負けた方には当然罰ゲームがある」

　いったんそこで和也は言葉を切った。

「罰ゲームは輪姦刑だ。負けた方はここにいる全員に犯されることになる。どうだ。最高に楽しそうだろ？」

　康夫の言葉を引き継ぎ、和也は笑った。

「最低なだけだ」

「ホント……クズ……」

　二人で敵意を向ける。

　だが──

「そうは言うが、お前たち……ま×こ濡らしすぎ」

　康夫の言葉は事実だった。

　言い返すことができず、二人で黙りこむ。

「へへ……んじゃ、始めるか♪」

　こちらの姿に嬉しそうに笑いながら、和也がそう口にした。

　そして、ゲームが始まる。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「んっく……あっあっ……はぁああ……来た♥　んひんん！　ち×ぽ……来たぁ♥」

　愛の表情が愉悦に歪む。心地よさそうな悲鳴が室内に響いた。淫欲に染まった声。気持ちいいとか、感じるとか、そんな言葉は口にしていない。けれど、声を聞くだけでわかる。間違いなく愛は感じていた。

　いや、愛だけじゃない。

「おふぅうう……。お、大きい。ち×ぽ……大きいのが……奥まで……届くぅ♥」

　勝子も同様だった。

　後頭部で手を組み、足を開いたいわゆる蹲そん踞きよのような体勢──下品ささえ感じさせるケダモノの姿勢で、背後から肉棒を突き入れられている。アイマスクで表情を確認することはできない。だが、口元はだらしなく歪み、口端からは唾液まで零していた。

　以前の二人からは考えられないほど淫らな姿──恋人と従姉妹の無様すぎる有様。そんなものを、章介は猿さる轡ぐつわを着けられ、後ろ手に縛られた状態で見せつけられていた。

　いや、章介だけじゃない。同じような姿で純もこの場にいた。

　瞳を見開きながら、勝子が悶える姿を呆然と見つめている。

　康夫と和也に呼び出され、気付いた時にはこんなことになっていた……。

「んじゃ、教えてくれよ愛。お前……章介のどこが好きなんだ？」

　そんな章介たちに勝ち誇るような視線を向けつつ、康夫が愛の耳元で尋ねた。もちろん、ただ尋ねるだけではなく、当然のようにピストンも開始する。

　愛撫もしていないというのに秘部は濡れており、少し腰が動くだけでグッチュグッチュという淫猥な音色が響いた。

「そ……それはぁああ……んっく……はふぁぁああっ！」

　この突きこみに対して身悶えしつつ──

「や、優しい……はふうう！　優しいところ！　あ、アンタとは違って……章介は……あっあっあっ……や、優しいんだ……。そういうところが……私……好きぃ！」

　愛は答える。章介への思いを……。

「先生は？　純のどんなところが好きなんだよ？」

　康夫に続くように、同じように腰を振りつつ、和也が勝子に尋ねた。

「それは……うくうう！　真面目な……はふあ……んふうう！　真面目なところだ！　お前たち……はふうう！　はぁっはぁっはぁ……あんんん！　ふ、不良とは違う！　純は真面目で……いい……生徒なんだぁ！」

「なるほど。でも、真面目でいい生徒って、それだけで先生は好きになるの？」

「ち、違う！　それ……んんん！　それだけじゃないっ！」

　挑発するような言葉に乗せられるように、勝子は言葉を続ける。

「純は……あっふ……んふぁああっ！　ふうっふうっふうっ……い、言ってくれたんだ。私を……あふぁああ……す、好きだって……だから……あっあっ……だからぁ！」

「好きだって言ってくれたから好き？　だったら先生……俺のことも好きだろ？　俺……好きだぜ。愛してる。勝子先生のことをさ。ほら、こんなにち×ぽが大きくなっちゃうくらいに……。わかるだろ？　すげぇ勃起してるって」

　語りつつ、さらに激しく腰を振る。言葉通り、和也の肉棒は傍から見てもわかるほどに大きく硬くなっていた。勝子の膣口が痛々しいほどに押し開かれているのがわかる。激しく突かれるたびに、結合部からはビュッビュッと愛液が飛び散った。

「わ、わかる……。これ……ち×ぽ……大きくなってる。私の中……ま×こがち×ぽでギチギチになってる……」

「だろ？　どうだ？　気持ちいいだろ先生？」

「そ……それは……それはぁああ！」

　勝子の表情が歪む。アイマスクで見えないけれど、間違いなく瞳はトロンと蕩けているだろう。口も半開きだ。その表情を見ればわかる。間違いなく勝子は愉悦に溺れていた。

（勝子さん……）

　憧れた従姉妹のあられもない姿に胸が激しく痛む。だというのにどうしてだろうか？　犯され、よがる勝子の姿にどうしても肉棒を膨れ上がらせてしまう自分がいた。

　そんな章介や、絶望の面持ちで呆然と恋人の姿を見つめる純に見せつけるかのように、感じているかと和也は問いかける。

「わた……し……気持ち……」

「答える？　俺はそれでもいいけど、もし答えたら……ここにいる全員に犯されることになるぜ。いいのか？　これ以上純を裏切っても……」

「そ……それは……それはぁああ！」

　勝子の表情が絶望の色に染まった。

「もっと聞かせてくれよ。純のどんなところが好きなのかをさぁ」

　嬲るように問いかけを続ける。

　そしてそれは愛に対しても同様だった。

「愛はいつから好きだったんだっけ？　章介のことを……」

「私は……んっ、あんんん！　ずっと……ずっと昔から……はっひ！　んひんん！　子供の頃から、章介のことが……す、好きだった♥　ずっとずっと誰よりも……」

「そっか……でも、そんな好きな相手を裏切ってち×ぽ突っこまれてよがりまくるとか、お前……最低だな」

　思いを口にする愛を康夫は容赦なく馬鹿にする。

「う、うるさい……誰の……誰のせいでこんな……」

「誰のせい？　そんなのお前のせいに決まってるだろ。お前が恋人以外に犯されても感じまくるド変態だからさぁ」

「ち……違う……。私は……んんん！　ド変態なんかじゃ……」

「これでもか？　これでもまだそんなことが言えるのか？」

　否定する愛を嘲笑うように、康夫はピストン速度を上げていく。これまで以上に奥まで肉槍を突きこむ。パンパンパンッという音色が響く勢いで、愛の肉壺を掻き混ぜ始めた。

「はっひ！　これ……奥……奥までぇ！」

「気持ちいいか？　感じるか？」

「それは……それはぁああ！」

　問いかけに対し、愛は縋るような視線を背後から自分を犯す康夫へと向けた。気持ちいい。感じる──視線でそう訴える。

（嘘だ。嘘だ！　こんなの嘘だ！　嘘だ嘘だ嘘だっ!!）

　信じたくない光景だった。

　硬くなってしまっているペニス──どうしようもないほどの罪悪感を覚えつつ、愛は感じていない。愛は自分を裏切ってなんかいないと、必死に章介は自分自身に言い聞かせる。

「素直に答えればもっと気持ちよくしてやるぜ。まぁ、その結果、これまで以上に章介を裏切ることになるだろうけどさ」

　そんなこちらの思いを小馬鹿にするように康夫は囁いた。

「あ……あうううっ」

　康夫の言葉に愛はつらそうな表情を浮かべる。

「教えろ。感じてるか？」

「わ……私……私はぁああ……」

　アイマスクから涙が零れた。

「か……感じてない。私は……章介が好きだから……」

　そのような状態で愛は絞り出すようにそう口にする。

（あ、愛ちゃん……）

　彼女の言葉に胸の中にわずかではあるけれど温かいものが広がった気がした。愛は自分を裏切ってなんかいない。犯されているけれど、思いも、身体も、まだ康夫のものにはなっていない──そう思えたから……。

　しかし、それは間違いだった。

「意地を張るなぁ。でもさ、そうして我慢してる自分にお前は酔ってるんだろ？　本当は気持ちいいって答えたいのにさ。違うって口にして、否定すればするほど、後で気持ちよくなれるんだろ？　お前はそういう女だよ」

「違うっ！　違うぅうう！」

　愛は康夫の言葉を首を左右に振り、必死に否定する。

　けれど、その口元は──

（なんで？　愛ちゃん……どうして？）

　どこか嬉しそうにも見えた。

　そしてそれは勝子も同じだった。

「純だけだ……私には純だけ……私の恋人は……あいつだけなんだ……」

　などということを口にしつつも、愛液量を増やしていく。しかも、ただ秘部を濡らすだけじゃない。気がつけば和也の動きに合わせて腰まで振り始めていた。

　その勝子にシンクロするように──

「んっは……はふぁああ！　好きなのは……章介……章介だけぇえ！」

　愛も尻をグラインドさせる。

　章介の名を口にしつつ、康夫の動きに合わせて肉棒を根元まで蜜壺で咥えこむ。もっと奥まで、子宮まで犯して欲しい──と、肉体で訴えているかのような有様だった。

　喘ぎながらヘコヘコと腰を振る──その有様は幼なじみであり恋人である章介の目から見ても、あまりに無様で、情けないものだった。

　章介だけ──その言葉があまりに虚しく聞こえる。

　愛は身体でひたすら康夫を求めていた。

「昔から……私はずっと……章介を守ってきた。いじめっ子を追っ払ったりしたのも……あっあっ！　わ、私だ！　助けた時の嬉しそうな章介の顔が……好きだった！　大好きだった！　ずっとこんな風に章介を守りたいって……私は……そう思っていた！　思って……んんん！　い、いるんだぁ！」

　それでも愛は章介に対する想いを口にし続ける。昔の思い出を語り続ける。

（愛ちゃん……くうう……愛ちゃん……）

　犯されながら語られる過去。自分たちの思い出が、康夫のペニスによって塗り潰されていく──そんな気さえした。

　そのような事実を証明するかのように──

「なのに……大好きなのに……これ……我慢できない！　く、来る！　来ちゃう！　これ……スゴイのが……あああ……章介ぇえ！」

　ついに愛は限界らしきことを訴える。床に濃厚な牝の匂いを漂わせる水溜まりができるほどに愛液を垂れ流しながら……。

（イク……愛ちゃんが……イカされる……）

　絶望が広がる。

　だが、愛が達することはなかった。

　なぜならば、唐突に康夫が腰の動きを止めたから……。

「な……なんで!?」

　口をポカンと開きつつ、愛はアイマスク姿のまま康夫を見た。

「気持ちいいか？」

　問いかけに対し、康夫は短く問う。

「そ……それは……」

「感じてるか？　ここにいる男たち全員に犯されてもいいってくらい、愛……お前は気持ちよくなってるのか？」

　口籠もることなど許さない──とでもいうように、問いかけを重ねる。

「章介以外の誰に犯されても構わない──ってくらい、イキたいか？　感じまくってるのか？　なぁ、教えてくれよ」

　康夫は愛を見ていない。章介を見ながら彼女に尋ねた。

　これが現実だ。お前に真実を見せてやるよ──そんな表情を浮かべている。

「私……私は……」

　問いかけに愛が口を開く。恋人が何を答えようとしているのか、すぐに章介は理解した。

　しかし、口にして欲しくはない。聞きたくなどない。

　今にも射精しそうなくらいペニスを膨れ上がらせながら──

（だ……駄目だ……。駄目だ愛ちゃん。お願い。お願いだから……それだけは答えないで……。お願い……）

　必死に願った。何度も何度も、心の中で語りかけた。

　でも、どんなに心で思っても、言葉にしなければ何も伝わりはしない。

「い……イキたい……」

　絞り出すように、愛はその言葉を口にした。

「純だ、ああ、純が好きなんだ！　純を愛してるんだ！　あっ♥　あっ♥　あっ♥」

　自分に言い聞かせるように純の思いを繰り返し口にする勝子の横で、欲望のままの言葉を……。

「か……感じてる……私……すごく……気持ちよくなってる！　ち×ぽで……ま×こジュボジュボされて……頭が変になりそうなくらい……感じちゃってるのぉお♥　こんなの我慢できない！　イキたい！　イキたいんだぁ！」

　堰を切ったようにイキたいと繰り返す。本能のままに愛は性感を求めた。幼なじみの──恋人の目の前で……。

「いいんだな？　俺だけじゃない。ここにいる全員に犯されて構わないんだな？　それくらい、イキたくなってるんだな？」

　康夫は畳みかけるようにさらに愛に尋ねた。

「い……いいっ！　それで……いいっ！」

　愛は首を縦に振る。

「誰でもいい！　誰に犯されてもいい！　気持ちよくなれるなら……イケるなら！　それでいいっ♥」

「章介じゃなくても構わないんだな？」

「か……構わないっ！」

　愛は泣いている。間違いなく涙を流している。アイマスクをしていてもそれはわかる。でも、愛は康夫を拒絶しない。それどころか──

「構わないから！　誰でもいいから！　気持ちよくして私を……もっと……もっともっともっともっともっと──か……んんんっ！　はっふあ……くひんんっ！　はぁっはぁっはぁ……感じ……はぁああ……感じさせて……イカせてぇ♥」

　自ら凌辱を求める。腰を振り収縮させた肉壺でペニスをきつく締めつけながら……。

「ああ、いいぜ！　イカせてヤルよ！　ほら、喰らえっ!!」

　瞬間、康夫は勝ち誇るような表情を浮かべると共に、呆然とする章介に見せつけるように射精を開始した。ドクッドクッドクッと肉茎を脈動させながら、愛の肉壺に白濁液を流しこむ。結合部からブビュッと溢れ出るくらい多量の精液を……。

「んひいい！　来たっ！　出てる！　あああ……これ……ザーメン……精液……ち×ぽ汁！　私のおま×こに流れこんで……来るぅうう♥　すっごい！　これ、すっごいのぉおお！　はっひ……ふひ！　んひぃいいいっ♥」

　愛は自ら強く腰を康夫に押しつけつつ、歓喜の悲鳴を上げた。

「おま×こ……熱い！　染みこむ！　子宮……いっぱいになるぅう！」

「ああ、いっぱいにしてやるよ！　孕ませてやる！　俺の子を妊娠させてやるよ！」

「さ、させて！　妊娠！　受精！　私に種付けしてぇえ♥」
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　淀みなく康夫の言葉に愛は答えた。

（ああ……そうか……ずっと……ずっとしてたんだ……）

　この瞬間、改めて章介は事実に気付く。

　こんな言葉を命じられた訳でもなく口にできるほど、愛は康夫によって汚されきっていたのだということに……。

（愛ちゃん……あああ……愛ちゃん……）

　絶望しながら章介は射精した。自分でペニスを弄ることもなく精液を撃ち放つ……。

　それとほぼ同時に──

「イクっ！　私……イクっ♥　康夫のち×ぽ汁でま×こをいっぱいにされて……いぎゅぅううう♥　あっあっあっ──あーあーあーあーあー……あひぁああああ♥♥♥」

　愛も絶頂に至った。

　愉悦に蕩けきった悲鳴を響かせる。全身をガクガクと震わせながら……しかも──

「出る……オシッコ……あああ……お漏らし……するぅう♥」

　小便まで漏らす。じぃぼろろろっと室内に下品な音色が響いた。

「止まらない！　おしっこ……止められない！　あああ……これ……感じる！　おしっこでも感じる♥　康夫ぉ♥　私……オシッコでもイク！　お漏らしで……イキながら……イクのぉおお♥♥♥」

　自分がどんな状況にいるのか？　そんなことを躊躇うことなく積極的に口にする。その上で愛は振り返ったかと思うと──

「ふっちゅ……んちゅっ……はちゅうう♥」

　自分から康夫に口付けまでした。

　自ら舌を挿しこむ。康夫の口腔をグチュグチュという下品な音色が響くことも厭わずに、掻き混ぜるのだった。

「あっふ……はぁああああ……」

　やがて唇が離れる。

　口唇から唾液を垂れ流しつつ、心地よさそうな吐息を愛は漏らした。

「さぁ、おねだりしろ。犯してくれってな」

　が、康夫は休む間など与えない。肩で息をする愛にそのようなことを命じた。

　その命令に愛は逆らうことなく──

「犯して……みんな私を……犯して……下さい……。みんなの……皆さんのち×ぽ……私のま×こに突っこんで、グチャグチャに掻き混ぜて下さい♥」

　媚びるような笑みを口元に浮かべ、この場にいる男たちにおねだりした。

　瞬間、集まっていた不良たちが歓声を上げる。彼らは肉棒を露わにすると、躊躇うことなく愛の身体に群がっていった。

　そして、始まる。凌辱の宴が……。




「はひい！　ち×ぽ！　すごい！　ま×この奥まで来てる♥　それに……おひいい！　お尻！　お尻まで！　ケツま×こまで広げられてるぅ！　私の身体……ち×ぽの形になる！　おおお！　いいっ！　いひぃいい♥」

　ただ膣を犯されるだけじゃない。

　愛は膣と同時に肛門まで肉棒によって蹂躙されていた。痛々しく肛門が押し広げられている。今にも裂けてしまうのではないか？　とさえ思える状況だった。

　だというのに、愛はまるで痛みを感じていない。それどころか、尻を肉槍で蹂躙されることに、堪らないほどの快感を覚えているように見えた。

　まるで章介に見せつけるように肉棒を締めつけながら腰を振る。

「出して！　ち×ぽ汁！　おま×こに……ケツま×こに……どびゅどびゅして！　私を……ザーメン塗れにしてぇ♥」

　躊躇なく下品な言葉を口にし、淫らな舞いでも舞うかのように、さらに腰の動きを大きなものに変えていった。

　同時に突き出されたペニスを握り、手で扱く。もちろん、手だけでは終わらない。

「ふっちゅ……むちゅるっ……ちゅっぼ！　もじゅっぼ！　じゅぼっじゅぼっじゅぼっじゅぼっ──じゅずぼぉおお！」

　口で咥え、ペニスを啜ったりもする。大きく口を開きながら、頬を窄めるという無様で情けない表情を晒してしまうことも厭わずに……。

　それほどの奉仕に男たちはすぐに限界を迎える。

「井上さんエロすぎ！」

「やっべ……出る！　くおおお！」

　不良たちは一斉に限界を訴え、そのまま射精を開始した。

　尻に、膣に、全身に、熱液が降り注ぐ。

「はひいい！　おっぼ！　で……ででりゅ！　こりぇ……ふひいい！　き……きもひ……いひっ！　まら……わたひ……まらぁああ！」

　身体中を白濁に染めながら──

「いびゅうううっ♥♥♥」

　愛はまたしても絶頂に至るのだった。

（愛ちゃん……愛ちゃん……愛ちゃん……）

　そんな彼女に対し、何もできない。してやれない。ただ見つめることしか……。
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「もっと気持ちよくなりたいか？」

　幾度も幾度も絶頂し、飛びかけている意識に康夫が語りかけてくる。

「あ……あああ……なりたい……。気持ちよく……なりたい……。もっと……」

　快感が欲しい。絶頂が欲しい。愉悦を刻まれたい──今の愛に考えられることはただそれだけだった。だから頷く。拒絶することなく性感を求める。

「そっか……そんなお前のために最高の相手を用意してやったぞ」

　嬉しそうに康夫が語りかけてきた。

「最高の……相手？　誰？　そんなに……気持ちよく……なれるの？」

　これ以上の快感を味わえる？　そう考えるとそれだけで身体が熱くなっていった。

「ああ、なれる。なりたいよな？」

「な……なりたい……もっと……気持ちよく……なりたい……」

　素直に頷く。

「よし、それじゃあ……スペシャルゲストとご対面だ」

　この答えに満足したように康夫はアイマスクに手をかけると、剥ぎ取ってきた。

　塞がれていた視界が解放される。室内の光景が網膜に焼きついた。

「──え？」

　瞬間、愛の思考は真っ白に染まる。何も考えられなくなってしまう。ポカンと口を開けることしかできない。

　なぜならば、目の前には大切な幼なじみたちが──章介と純がいたから……。

「なんで？」

　恋人の姿に思わず呟く。

「言っただろ？　スペシャルゲストだって……。なぁ、したいだろ？　きっと……最高に気持ちがいいぜ」

　康夫が笑った。

「……章介……」

　恋人を見つめる。

　章介は何も言わず、自分を見つめていた。ズボンの上からでもハッキリとわかるほどに、ペニスを痛々しく勃起させながら……。

（硬くなってる……。章介の……ち×ぽ……）

　章介が自分で興奮していたことを知る。

　その瞬間、これまで以上に秘部が疼くのを感じた。

「おねだりしろ。章介に犯してくれってお願いするんだ」

　愛の昂ぶりを理解したかのような言葉を康夫が向けてくる。

　逆らえない。逆らえるはずがない……。だって、欲しいから。章介のペニスが……。

　改めて涙を流す。ポロポロと……。

　泣きながら、愛は口にした。

「章介……犯して……私のま×こを……」

　──と。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　求めている。愛が自分を求めてくれている。

（僕が欲しいって。僕が必要だって……愛ちゃんが……）

　何もできないと思っていた。

　だけど、まだ、できることがあった。

「さぁ、やりたいならやれよ」

　近づいてきた康夫が拘束を解いてくれた。

　その瞬間、一瞬考える。康夫を殺してやろうかと……。

　でも、だけど、それ以上に……。

「来て……章介……」

　自分を求めてくれる愛に応えたいという想いの方が勝った。

　愛はまだ自分を欲してくれている──そう思うことで章介は自分を支えていた。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「あああ……来たっ♥　ち×ぽ！　章介のち×ぽ……ま×こに来たぁ♥　んひいい！　き、気持ちいい！　章介……これ……いいっ！　いいよ！　感じる！　私……すごく……あああ……気持ちよく……なってるぅう♥」

　騎乗位状態で章介にまたがった愛が歓喜の悲鳴を上げた。

「僕も……すごく気持ちいいよ……愛ちゃん」

　章介も心地よさそうな声を漏らす。

　そんな二人の隣では──

「んっちゅ……はちゅっ……ふちゅうっ……ちゅっちゅっ……むちゅう♥」

　勝子が和也とキスをしていた。

　アイマスクのまま、愛たちの様子には気付かず、貪るように口付けしている。腰と腰をぶつかり合わせながら、じゅるじゅるという下品な音色を響かせていた。まるで本当の恋人同士のように……。

　そんな光景を純は一人、見せつけられる。

「悔しいか？　お前もやりたいか？」

　ケラケラ康夫が笑いながら語りかけてきた。

「そ、そんなこと……」

「したいならさせてやってもいいぜ。ほら、今なら愛のケツが空いてるぞ」

　康夫が章介の上で腰を振りたくる愛を指差す。

　確かに彼が言う通り、愛の肛門は空いていた。

「そんなこと……」

「できるだろ？　まぁ、したくないっていうならそれでいいけど。そうなるとお前、本当に惨めだな。お前だけマジで一人になっちゃうぜ」

「そ、それは……でも、僕には……」

　勝子が……。

「先生はお前なんか見ちゃいない。それは自分が一番よくわかってるだろ？」

「あ……あうううっ……」

　何も言い返せない。

（くそ……くそっくそっくそっくそっくそっくそぉおおお！）

　ただ悔しさだけが募る。心が押し潰されてしまいそうだった。

「さぁ、やれよ。愛を犯せ……。一人はイヤだろ？」

　イヤだ。言われるまでもない。一人になんかなりたくない。

　こんな異常すぎる状況のせいだろうか？　康夫の言葉に抗うなんてできなかった。

　ゆっくりと純は立ち上がる。ズボンを脱ぎ捨て、ペニスを剥き出しにする。その状態でよがり狂う愛の背後に立つと、一瞬の躊躇いの後、幼なじみの肛門にペニスを挿しこんだ。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「おっひ♥　ふひいいい！　すっごい！　あああ……二人とも……スゴイぃい♥」

　勝子の耳に、愛の悲鳴が聞こえる。これまで以上に愉悦に蕩けた声が……。すごく気持ちよさそうな声だった。

「知りたいか？　愛が何をされてるのかを？」

　自分を犯す和也が囁いてくる。

「……あっふ……んふうう！　あうっあうっあうぅうう！」

　愉悦に喘ぎながら、勝子は首を何度も縦に振った。

「んじゃ、見ていいぜ。ほら、どうだ？」

　アイマスクが外される。

「──なっ!?」

　そして勝子は見た。章介と純──二人に犯される愛の姿を……。とても幸せそうな表情で喘ぐ姿を……。

「……純……」

　恋人の名を呆然と呟く。

「まぁこういうことだ。ついに愛想を尽かされちゃったな先生」

　語りかけてくる和也は、心の底から楽しそうだった。

「愛想を……尽かされた……」

　その意味を噛みしめるように口にする。

　純はこちらを見てはいない。ただ愛だけを見つめ、一心不乱に腰を振り続けていた。

「浮気ばっかりしてる先生のことなんかどうでもいいってことだな。はは、これで先生……マジであんた……一人だな」

「一人？　私は……一人？」

　呆然と呟く。

　一人という言葉──耐え難いほどに恐ろしく聞こえた。

「イヤか？　一人になるのは？」

「それは……」

「ほら、素直に答えろよ」

　問いかけつつ、腰を振ってくる。膣奥に肉槍を突き立ててくる。

「んひいい！　あっあっあっ！　くひんんん！」

　ただそれだけで意識が飛んでしまいそうだった。それほどまでの肉悦に身悶えつつ、勝子は頷く。何度も首を縦に振った。

「い……イヤだ！　一人は……んひんん！　一人はイヤだぁああ！」

「そっか……それじゃあ、俺が一緒にいてやろうか？　ずっと一緒にさぁ。どうだ？」

「それは……でも……私には……」

「純はいないぜ。見ればわかるだろ？」

「あ……ああああ……」

　否定できない。和也の言葉を……。

　純は愛と繋がっている。こちらを見もせず、幼なじみを責め続けている。

「純は諦めろ。俺がいる。それとも……やっぱり一人でいいのか？」

「や……やだぁあ！　それは……イヤだぁあ」

　純との付き合いで、悩むことはあった。別れた方がいいと思ったことも何度もあった。それでも、好きな相手と一緒にいるということは本当に幸せで、温かかった。あの温かさを手放したくない。一人には戻りたくない。

「なら、わかるよな。俺にお願いしろ。ずっと一緒にいて下さいってな」

　そんな勝子の想いに和也は気付いている。その上で足下を見るような命令を下してきた。本当に最低な男だ。こいつとさえ出会わなければ、こんなことにはならなかった。きっと自分はずっと純と……。そんなことを考える。

　けれど、起こってしまったことをなかったことにすることはできない。こいつとの出会いを消すことはできないのだ。

　だからこそ、選択肢は一つしかなかった。こんな決断をしてはいけない。理性ではそう思う。しかし、感情を抑えこむことなど今の勝子にはできなかった。

「……一緒に……いてくれ……。私を……一人にしないでくれ……。お……お願いだ……お願いだから……」

　必死に言葉を絞り出す。

「……そっか。へへ、そんなに一緒にいて欲しいか？」

「いて……欲しい。私は……一人になりたくない……」

「ふ〜ん。じゃあさ、俺の命令、なんでも聞けるよな。一緒にいて欲しいんだろ？　なら、何を言われても、従えるよな？」

「そ……それは……」

　一瞬言葉に詰まる。

　なぜならば、こいつからの命令なんてどうせロクなものではないから……。わかりきっていることだから……。

「できるよな？」

　が、答えをけしかけるように子宮口をドジュンッとペニスで突かれると──

「で、できる！　聞くっ！　なんでも……聞くぅううっ♥」

　拒絶の感情は消えてしまう。広がる快感に後押しされるように首を何度も縦に振る。

「いい子だ」

　こちらの答えに満足そうに和也は頷く。

「よし、それじゃあ……最初の命令だ。俺のためにここにいる男たちに抱かれろ。ま×ことケツま×こ……愛みたいに犯してくれってお願いするんだ」

　その上で、早速命令を下してきた。

「そんなこと……」

「俺のためだぞ」

　ジッと和也が見つめてくる。

「あ……ああああ……」

　逆らえない。抗えない。

　だから──

「お……犯してくれ。私を……お前たちのち×ぽで……滅茶苦茶にしてくれぇ♥」

　凌辱を求めた。和也にまで見捨てられないようにするために……。




「お尻と……ま×こ……両方……スゴイ♥　んひぃいい！　気持ちいい♥　ああ……感じる！　感じるぅうう♥」

　不良たちに犯される。

　四つん這いで膣と尻を両方同時に……。

　そんな勝子の目の前では愛が犯されている。同じように四つん這い姿勢で章介と純に、蜜壺と直腸を蹂躙されていた。

「気持ちいい♥　あああ……ち×ぽ……最高！　あっあっあっ！　ふひぃいい♥」

　歓喜の表情を浮かべながら、愛は身悶えている。そんな彼女を犯す章介も、どこか幸せそうな顔だった。

　でも、だけど、ただ一人、背後に立つ純の表情だけは暗かった。

　いや、暗いんじゃない。憎しみだ。そう、純の顔は憎しみに満ちていた。

　憎い相手を睨むような視線でこちらを見つめている。そんな表情で、勝子に見せつけるように、愛を攻め続けていた。

　その視線がつらい。胸が押し潰されてしまいそうだった。だから、快感に逃げる。ピストンのたびに肢体に刻まれる性感に溺れる。

「もっと……ち×ぽ……突いてくれ！　ま×ことケツま×こ……グチャグチャに！　はっひ！　んひあっ！　それっ！　それだ！　それがいい♥　あっあっあっ！　届く……んひい！　子宮……お尻……いひぃいい♥」

　肉悦に身悶えながら──

「ふっちゅ……んちゅっ！　ちゅうううっ！」

　目の前の愛にキスをした。

「ちゅっろ……むちゅろっ！　ふちゅううっ！」

　口付けに愛も応えてくれる。互いの口腔に互いの舌を挿しこんだ。

　その刹那──

「で……出る！　出るぞ！　これ……出るぞっ！」

　男たちが限界を訴えてきた。

「愛ちゃん……僕も……出るっ！」

「くそっ！　も……もうっ！」

　まるでシンクロするように、章介と純も限界を迎えた。

「来て……章介……純……出してっ！」

「構わない……私の膣中に……たくさんマーキングしてくれぇ♥」

　拒絶などしない。勝子も愛と共に射精してくれと懇願の悲鳴を響かせる。

　瞬間──

「おおおおお！」

　唸り声のような声を響かせながら、男たちは一斉に射精を開始した。

「来た！　中に！　ふほぉおお！　熱いの……染みるぅうう！」

「章介と純の……ザーメン……すっごい！　あああ……これ……気持ちよすぎる！　い……イクっ！　私……もう……私ぃいいい♥」

　熱気が広がる。膣に腸に白濁液が染みこんでくる。その熱が性感へと変換され──

「いぐっ！　いぎゅいぎゅっ！　いぎゅうううう♥♥♥」

「章介……好きっ♥　あああ……好きぃいいい！　章介の精液で……純のザーメンで……イクっ！　イクイク──イクぅううう♥♥♥」

　勝子は愛と共に達した。

　壊れた玩具みたいに激しく肢体を震わせながら、ひたすら嬌声を響かせた。

「あっは……ンはぁああああ……」

　やがて、全身から力が抜けていく。身体中が気怠さに包みこまれた。

「あっは……はぁあああ……はぁー♥　はぁー♥　はぁああああ♥」

　何度も肩で息をする。気持ちがいい。堪らなく心地いい。

　でも、つらい心が砕けそうになる。なぜならば未だに睨まれているから純に……。

　そんな視線を受けつつ、絶頂後の虚脱感の中で──

「ごめんな……純……」

　涙を流しながら、勝子はただ一言呟くのだった……。











最終章　アンスイート、絶望の幸せ









「章介……来て……」

　日曜──久しぶりに愛とのデートを楽しんだ日の夕方、章介は自分の部屋にて彼女と向かい合っていた。一切衣服を身に着けない、生まれたままの姿で……。

　頬を赤く染めながら、愛が両手を開く。

「愛ちゃん……好きだよ……」

　恋人への思いを口にしながら、章介は愛の身体を抱きしめた。ギュッと強く……。

　温かな体温と、柔らかな肌の感触は伝わってくる。自分の胸元で潰れる愛の乳房の感触がとても心地よかった。肌に吸いついてくるその感触を楽しみつつ、愛の唇に自身の唇を重ねる。もちろん、ただ口唇同士を密着させるだけでは終わらない。愛の口内に自分から舌を挿しこむと、グチュグチュという淫靡な音色を奏でながら、口腔を掻き混ぜた。

「むっふ……んっちゅ……ちゅるっ……むちゅるぅ……」

　この口付けに愛も答えてくれる。自分から章介の舌に舌を絡みつけてくれた。同時に頬を窄め、じゅるじゅると啜ってくれる。章介の方も同様に愛の口腔を吸った。

　そうして二人で唾液を交換しつつ、章介は愛の身体を押し倒す。同時に自分の興奮を伝えるように、恋人の太股に勃起しているペニスを強く押しつけた。

「んふうう……。章介のち×ぽ……すごく大きくなってる。ビクビク震えて……火傷しそうなくらい熱い……。こんなに硬くするなんて……もう挿入れたいの？」

　愛はいったんキスを中断すると、瞳を潤ませながら尋ねてきた。

「ああ……挿入れたい。愛ちゃんと一つになりたいよ」

　素直に頷いてみせる。

「そっか……それじゃあ……」

　そう言うと愛はベッド脇に手を伸ばし、置いてあったコンドームを手に取った。慣れた様子で袋を開くと、両手で優しく章介の肉棒にゴムを装着してくれる。

「準備できた……。始めるね♥」

　恥ずかしそうに、それでいてどこか淫靡に、囁いてくる。同時に愛は起き上がると、章介の身体にまたがってきた。いわゆる対面騎乗位の状態で二人で向き合う。

「……愛ちゃん」

　射精しそうなほどに興奮が高まっていく。わき上がる劣情に逆らうことなどできない。感情の、本能の赴くままに、肉棒の先端部をグチュッと愛の膣口に密着させると、躊躇うことなく腰を突き出した。

「んっく……あっあっ……んんんんっ！」

　膣口を押し開き、蜜壺の奥へ奥へと肉槍を突き進めていく。挿入に合わせて愛は肢体を震わせながら、ギュッと章介の身体を抱きしめてくれた。

「挿入ってくる。章介のち×ぽが私の奥まで……あんんん……。これ、大きい。私の膣中……章介でいっぱいになる……。あっあっあっ……」

　心地よさそうに嬌声を漏らしてくれる。それと共に蜜壺を収縮させてきたかと思うと、肉襞でギュウウウッと絞るように肉槍を締めつけてきた。

「くあっ！」

　襞の一枚一枚が別個の生き物のように蠢く。カリ首を圧迫しながら、肉茎を優しく包みこんできた。その上で、子宮口を亀頭に吸いつかせてくる。チュウウウッと子宮でペニスが吸引された。全身で射精を求めてくる。

　まだ挿入しただけでしかない。だというのに、いつ射精してしまってもおかしくないほどの愉悦を章介は覚えてしまっていた。

　けれど、抑えこむ。まだ射精すわけにはいかない。自分だけじゃない。愛にも気持ちよくなって欲しいから……。

「い、いくよっ！」

　絶頂感を抑えこみつつ、伝える。

「うん……動いて♥」

　嬉しそうに愛は頷いてくれた。

　愛を押し倒し、ピストンを開始する。パンパンに亀頭を膨張させながら、ベッドがギシギシと軋む勢いで腰を振った。ペニスの先端部で子宮口を叩く。亀頭でいくたびも膣奥にキスをする。

「んっは……はふうう！　動いてる……。章介のち×ぽ……私の膣中……グチャグチャに掻き混ぜてくる！　あっあっあっ！　いいよ。気持ちいい。章介……私……すごく気持ちがいいよ♥　んっく……はふんんんっ」

　ピストンに合わせて髪を振り乱し、汗を周囲に飛び散らせながら、愛は心地よさそうに啼いてくれた。そのような恋人の痴態に堪らなく愛おしさを感じ、章介は愛の唇に腰を振り続けつつ口付けをする。

　すると、愛の方から積極的に章介の口腔に舌を挿しこんでくれた。

「ふっちゅ……むちゅっ……んっちゅる……じゅずるるる」
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　ただ舌を挿入れてくるだけじゃない。下品な音色を奏でつつ、啜ってくる。こちらの動きに合わせて愛も腰をくねらせながら……。

「んはぁああ……章介……もっと強く……。もっと激しく……。お願い♥」

　おねだりまでしてくる。

　以前の愛からは想像もできないほど淫らで、淫靡な有様だった。

「あ、愛ちゃんっ！」

　我慢なんかできるはずがない。昂ぶりを抑えることなどできない。

　わき上がる興奮の赴くままに、章介はさらにピストン速度を上げる。愛の身体を刺し貫きそうな勢いで、幾度も幾度も肉先で蜜壺を穿った。

「んふぁああ……♥　当たってる。気持ちいいところ……すごく来てる……」

「来てる？　ここ？　気持ちいいところって……ここ？」

　愛の喘ぎを聞きながら、腰の動きを変えていく。ただ膣奥を突くだけでは終わらない。時には蜜壺の上側を擦り、時には入り口付近の浅い部分を重点的に肉棒で刺激したりした。

「そう……そこ！　んんんっ！　それがいい♥　いいの！　あっあっ……章介……んふうう！　章介ぇえ♥」

　動きに合わせて愛が喘ぐ。心地よさそうに表情を蕩かせながら、歓喜の悲鳴を聞かせてくれる。甘ったるい声──聞いているだけでより興奮が膨れ上がっていった。もっとこの声を聞きたいと思う。

　だから腰のピストン速度を上げていく。自分の存在を刻みこむように、グラインドをより大きなものに変えていった。

「ああ……そう！　それ！　あっふ……好き！　章介……好きぃ♥」

「僕も好きだ。愛ちゃん！　大好きだぁあ！」

　わき上がる想いに逆らうことなどできはしない。想いを伝え合いながら、ひたすらセックスに溺れるように膣奥を突いて突いて、突いた。

　が、それがまずかった。ただでさえ限界だった射精衝動がより大きくなる。肉棒の根元から先端に向かって、熱いものがわき上がってくるのがわかった。

「愛ちゃん……僕……もうっ！」

　膨張する衝動を抑えることなどできない。情けなさを感じつつも限界を訴える。

「いいよ。出して……章介♥」

　愛は優しかった。そっと章介の頬を愛おしそうに撫でてくれる。こちらを慈しむような表情を浮かべながら……。

　この表情を見ればわかる。愛が自分のことを間違いなく、心の底から、愛してくれているということが……。

「う……く……くぁあああ！」

　強い愛情──そんなものを向けられて我慢なんかできるはずがない。視界が白く染まる。同時に呻き声のようなものを漏らしながら、章介は白濁液を撃ち放った。ドクッドクッドクッと……。

「んっく……くっふ……んんんんっ！」

　脈動する肉棒。それに合わせて愛は肢体を戦慄かせる。その表情はとても幸せそうなものに見えた。

「あっふ……はぁあああああ……」

　大きく愛は息を吐く。

「愛ちゃん……好きだよ」

　恋人の姿に愛おしさを募らせながら、愛の身体をさらに強く抱きしめた。

「私もだよ……章介……」

　愛もギュッと抱き返してくれる。

「気持ちよかったか？」

　その上で囁くように問いかけてきた。

「うん。すごくよかった」

「そっか……それなら嬉しい」

　本当に愛の表情は嬉しそうだ。そんな姿に幸せを感じる。でも、これだけじゃ足りない。そう思った。

「ねぇ、愛ちゃんは気持ちよかった？」

　だから尋ねる。自分だけじゃない。愛にも気持ちよくなって欲しかったから……。

　この問いかけに対して愛は──

「……私……幸せだよ」

　微笑みながらそう答えてくれた。

　でも、その返事の中に、気持ちよかったよ──という答えはない……。

　繋がり合っていた時は「いい♥」そう言ってくれていたのに、実際行為が終わってみると、愛は快感を覚えていたとは口にしてくれなかった……。




「それじゃあ、行くね」

　行為の後、衣服を整えた愛は、先ほど章介が射精した精液がたっぷり詰まったコンドームを縛り、ティッシュに包んだ上で自分の鞄にしまいつつ、そのようなことを伝えてきた。

「あいつのところに？」

　愛がどこに行くのか？　それはわかっている。わかっているけれど、尋ねずにはいられなかった。

　この問いかけに愛は「うん」と静かに頷く。その顔は、とても幸福そうだ。

「そっか……それじゃあまた……明日……」

　だから引き留めることなんかできない。

　泣きそうな暗い目を潤ませながら、口元だけは笑ってみせる。

「うん。また明日……大好きだよ章介」

　こちらの言葉に微笑みながら、愛は家を出ていった。

　一人章介は残される。

（これから愛ちゃん……また……）

　康夫に抱かれるのだろう。康夫の精液を注がれるのだろう。自分とはゴム有りだったけれど、きっと康夫とはナマで……。

　考えるだけで胸が引き裂かれそうになる。死にそうなくらいつらさを感じる。

　このつらさはきっと、愛と付き合い続ける限り、永遠に続くのだろう。だって、愛はもう康夫無しではいられない身体にされてしまったのだから……。

　だけど、でも、それでも、愛と別れることはできない。だって愛のことが好きだから……。

（それに、きっと僕がいなくなったら愛ちゃんは完全に壊れちゃうと思う。だから、僕が守るんだ。愛ちゃんを……。僕が……）

　愛に別れようと言われるまで、ずっとそばにいる。どんなにつらくても……。

　康夫に抱かれる愛の姿を想像し、さっきセックスした時以上に肉棒を痛々しいほど勃起させながら、章介は心の中でそう誓う……。
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「……お待たせ……」

　駅前の繁華街──大勢の人々が行き交う街の一角に、愛は到着した。

「よう」

　そこで待っていたのは康夫だ。ニヤニヤと相変わらず下品な笑みを浮かべている。

　いや、ここにいるのは康夫だけじゃない。彼の仲間である不良たちも当然のように待っていた。全員、舐め回すような視線で愛を見つめてくる。

「今日も章介とヤッてきたのか？」

　ニヤつきながら尋ねてくる。

「……ヤッてきました。章介のち×ぽをま×こで咥えこんで……ズコバコ……腰を振ってきました……」

　下品な上、最低すぎる言葉で答えた。教えられた通りに……。同時にバッグから章介の精液が溜まったコンドームを取り出すと、康夫を始めとした男たちに見せた。

「……ホント、章介の奴もすげぇな。まだこんなビッチを彼女にしてるとか……。俺なら絶対考えられないぜ」

　ヘラヘラと康夫は笑う。それに合わせて不良たちも笑い声を響かせた。

「って、そんなことよりも……ほら、まだ見せてもらってないぜ」

　が、すぐに笑いを止めると、新たな命令を下してくる。

「……わかってます……」

　愛は静かに頷くと、街中であっても躊躇することなく、スカートを捲り上げた。

　下半身が剥き出しになる。ショーツを穿いていない、ノーパン状態の下半身が……。

　剥き出しになる秘部。秘裂はすでにクパッと左右に開き、肉襞を覗かせていた。

　そんな有様に不良たちが歓声を上げる。全員がジロジロと遠慮なく秘部を見つめてきた。そんな視線は不良たちだけでは終わらない。偶然この有様に気付いたらしい会社員風の男もこちらを見つめてきていた。あまりに恥ずかしすぎる。

「もっと見せろよ。開け」

　だが、ただ秘部を露わにするだけでは康夫は満足してくれない。

「……これで……いいですか？」

　秘部を指で開いた。膣口を剥き出しにする。

「……エロい匂いがするな。セックスしてきたって感じだ。くく、膣中出しはなし。章介とする時はゴムをしろって言いつけは守ってるみたいだな。んじゃ、次は尻だ」

「……お尻ではしてない……」

「それを証明するために見せろ」

　拒絶は許されない。

「…………してないでしょ？」

　だから従う。

　男たちに背を向けると、自分で尻を大きく左右に開いて見せた。肛門を街中で晒す。人として最も恥ずかしい部分を……。

　けれど、どうしてだろうか？　尻を見られていると考えると、それだけで達しそうになるほどの心地よさを感じてしまう自分も確かにいた。

（見られてる。康夫たちだけじゃない。全然関係ない人たちにまで……）

　会社員風の男が向けてくるイヤらしい視線。女子学生風の女の子が向けてくる蔑むような視線──そのすべてが肌に突き刺さる。見られていると思うだけで、全身が熱くなる。自然と秘部からはトロトロと愛液が溢れ出した。

「ま×こ……ヌレヌレだな。早くやりたいのか？」

　康夫が笑う。

「や……やりたい……」

　否定はできない。

「何を？」

「せ……セックス……」

　イヤらしい言葉も躊躇いはしない。

　愛液を──いや、愛液だけじゃない。肛門からは腸液を垂れ流しながら、性交を求める。

「早くセックスしたい。ち×ぽをま×こで咥えこみたい……」

　言葉だけではなく、腰を振って牡を求めた。全身で凌辱を求める。あまりに浅ましい姿だ。でも、そんな姿を晒しているのだと考えると、それだけでより身体が熱くなっていく。したい。早く肉棒を咥えこみたい──そんな想いが抑えがたいほどに大きく膨れ上がる。

「そっか、それじゃあ早くホテル行くか。あいつらも待ってるしな」

「……あいつら……」

　つまり、自分を犯す男たちはここにいるだけじゃない。もっといるということ……。

「あ……はぁああああ……♥」

　想像するだけで、達してしまいそうだった。




　到着したホテルには何人もの男たちが待っていた。プールで自分を犯した男たちも混ざっている。彼らは全員全裸だった。勃起した肉棒を晒し、先端部を愛へと向けてきている。

　そんな彼らの前で愛は服を脱ぐ。生まれたままの姿を晒した。

「それじゃあこれからセックスの開始だ。でも、気持ちいいとか、感じるとか、絶対口にするなよ。もし言ったら、別れるからな」

　ベッドの上で足をＭ字に開いた愛に、康夫がそんな命令を下してくる。

「……別れる」

　康夫の言葉を反芻する。

　するとそれだけで、絶望的な気分になってしまう自分がいた。相手は最低な男だ。こいつを好きだとか、愛しているとか、そうした気持ちはこれっぽっちも存在していない。だというのにどうしてだろうか？　こいつに二度と構ってもらえない。抱いてもらえない──そう考えると、それだけで全身から血の気が引いていく。

「別れたくないよな？」

「それは……」

　口籠もる。

　けれど、康夫の視線を感じていると、やがて我慢できなくなり、頷いてしまった。

「よし、んじゃ、始めろ」

　こちらの反応に満足そうに康夫は頷く。

　そのような姿に心のどこかで喜びさえ感じながら──

「犯して下さい。私のま×こにち×ぽを突っこんで下さい……」

　凌辱を求める言葉を口にした。

　この求めに男たちは躊躇うことなく応じる。痛々しいくらい勃起した肉棒を愛の膣に挿入し、ぱっくり開いた肛門に亀頭を突っこんできた。

「おっひ！　ふひぃいいい♥」

　挿入れられた瞬間、それだけで達しそうになってしまう。一瞬で表情はだらしないまでに快楽に歪んだ。

「なんだ。もう感じてるじゃねぇか」

　周りの男たちが笑う。

「ち、違う！　感じて……んんん！　私は、感じてなんか……い、いないっ！　違う！　あっあっあっ！　違う……チガウぅう♥♥♥」

　言葉では快感を否定する。しかし、漏らしてしまう嬌声は明らかに快楽に蕩けていた。それに、身体も動いてしまう。こんな奴等を喜ばせたくないと心の中で思いつつも、淫らな舞いでも舞うように、男たちの動きに合わせて肢体をくねらせてしまう自分がいた。

「あっ♥　あっ♥　あっ♥　あっ♥　あっ♥」

　性処理道具。肉便器。精液便所。肉人形──人としての扱いなどされてはいない。自分でもそれはよくわかっている。

　けれども抗えない。知ってしまった快感を忘れることなどできはしない。

　腰を振る。振り続ける。

（気持ちいい。ああ、気持ちいい……。すごくいい……。ち×ぽ……最高ぉおお！　これ……はぁああ……言いたい……。感じてるって言いたい！　気持ちいいです！　ち×ぽ最高ですって言いたいぃい♥）

　快感を覚えているのだと訴えたい。それを口にすることができたらどれだけ幸せだろうか？　いいと口にできれば、もっと気持ちよくなれそうな気がする。

　でも、それを口にすることはできない。だって、それを言ってしまったら、この行為を続けてもらえないから……。それだけは絶対にイヤだった。

　捨てられたくない。この快感を永遠に刻まれ続けたい。

　だから──

「全然気持ちよくない！　こんなの最悪！　こんなセックス……全然駄目ぇ♥」

　歓喜の表情を浮かべながら、ひたすら快感を否定し続けた。

「マジ……最低の牝豚だな」

　こちらが何を感じているのか──男たちは間違いなくそれに気付いているのだろう。蔑みの言葉を向けてくる。

「最低……あああ……そう……私……最低なの！　ホント……最低な牝なのぉお！　だから……はぁああ……だからぁあ！」

　射精して欲しい。たくさん精液を流しこんで欲しい──心の底から求めてしまう。

　でも、言葉にすることはできないから、視線で男たちに訴える。

「ホント……最悪だなお前って」

　ゲラゲラと男たちは笑った。

　笑いつつも、こちらの想いに応えるように激しいピストンを刻んでくる。膣奥を幾度も幾度も叩いてくる。

「はひい！　これ……大きくなってる！　あああ……膣中で……大きくぅう♥」

　肉棒の肥大化をはっきりと認識することができた。

「くうう！　出す！　出すぞ！　お前の膣中に出してやる！」

　射精を訴えてくる。

（来る……膣中に……あああ……精液……う、嬉しい♥　出して！　ふひいい！　私の膣中に射精してぇええ！）

　欲しい。白濁液が欲しい。子宮がいっぱいになるほどの牡汁を射精して欲しい。

　でも、口にすることはできない。だから──

「出さないで！　たくさん射精なんかしないでぇ！　子宮を満たしたりなんかしないでぇ！　お願い……お願いだからイキたくなぃの……だから出さないでぇええ♥」

　想いとは逆の言葉を必死に口にする。

　こんなことを何度も言葉にしてしまうくらい、自分は牡汁を欲しがっているのだと男たちに訴えるように……。

　そんな強い願い。欲望──それに応えるように、男は射精を開始した。ドクッドクッドクッと肉壺に多量の精液を流しこんでくる。

「んっは……はふぁああ！　これ……出てる！　すごい……でてりゅぅう！　あっあっあっ──はぁああああっ♥」

　膣中に熱気が広がる。

（これ……染みる！　熱いの……ま×こに……子宮に染みて……い……イクっ！　わたひ……イクっ！　イクイクイクイク──いっぎゅぅううう♥♥♥）

　瞬間、まるで条件反射のように愛は絶頂に至った。

　電流でも流されたかのように全身を激しく痙攣させつつ、ジョボロロロッと小便を漏らしながら……。

「はっひあ……ふひぃいいい……」

　ビクッビクッと何度も肢体を震わせる。

「どうだ？　気持ちよかったか？」

　ニタニタ笑いながら康夫が語りかけてきた。

「きもち、よくない……。全然……こんなの……気持ち……はっひ……ふひー♥　ふひー♥　ふひー♥　気持ち……よく……なかったぁあああ……」

「そっか、んじゃ、章介とのセックスの方がよかったんだな？」

　重ねて問いかけられる。

「あ……あああ……それは……それはぁあああ……」

　なんと答えるべきか？　どう答えるべきなのか？

　愉悦に震え、困惑しつつ──

「しょうしゅけの……ほうが……ふっひ……はひぃいい……気持ち……よかったぁああ……しゅごく……よかったのぉおお……♥」

　気がつけばそう答えていた。

「そっか……くくく……そっかぁあ……」

　康夫が笑う。いや、康夫だけじゃない。この場にいる男たち全員が笑った。

（ああ……章介……）

　そんな笑い声を耳にしながら──

「ごめん……ごめんね……章介……」

　眦からは涙を流し、謝罪の言葉を口にする。ごめんと恋人に力なく謝る。

　でも、これは本当に謝罪なのだろうか？

　わからない。自分でもわからない……。

　そんな混乱の中で──

「さあ、まだまだ始まったばかりだぜ」

　新たな男に愛は犯された。

「ふひいい！　また……来た！　ち×ぽ……来たぁああ♥」

　すぐさま愉悦に表情を歪ませる。

「ち×ぽ……これ……よくない……気持ち……よくなひぃいい♥」

　もういい。なにもわからなくていい。快感があればそれだけでいい。気持ちよければそれだけで……。

　思考を放棄し、愛はただひたすら愉悦に悶え続ける……。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




（……メール）

　ケータイにメールが届いた。知らないアドレスからのメールだ。一体誰からだろうか？　などということを考えながら、純はそれを無表情で開く。

　本文はない。その代わりに、メールには動画が添付されていた。純はやはり無言でその動画を開く。

「──ッ」

　そして絶句した。

　理由は単純だ。あの日の乱交以来、学校からも姿を消してしまった勝子が映っていたから……。

　勝子は裸だった。一切衣服を身に着けていない。

　そんな姿で教卓の上に座り、両足を大きく広げていた。当然のように秘裂も左右に開いている。クパッと口を開けた膣口──膣中出しされた後らしく、多量の白濁液がゴポゴポと泡立ちながら溢れ出ていた。

　剃り上げられた陰毛。かつて毛が生えていたと思われる部分には落書きがされている。マジックで『和也専用肉便器』という卑猥な言葉が書かれていた。太腿にはセックスをした回数を表す正の字も……。

『私は……はぁ……はぁ……私は……和也の……肉便器です』

　そのようなあまりに酷すぎる有様で勝子は呟く。

『和也の性処理道具。和也をスッキリさせるための……牝です。だから……こうして今日も種付けしてもらいました……』
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　さらに言葉を続ける勝子の姿を、純はただ呆然と見つめることしかできない。

『膣中出し……気持ちよかったか？』

　和也らしき声が聞こえた。

『はい……気持ち……よかったです』

　素直に勝子は頷く。

『そっか……。そう言ってもらえると俺も頑張った甲斐があるな。でも、よかったのか？　膣中出ししても。また妊娠しちゃうかも知れないぜ』

（また？　今……またって言ったのか？）

　聞き間違いだろうか？　いや、聞き間違いであって欲しい──必死に願う。

　だが、願いは届かない。

『そうしたら……また堕ろす……。だから、膣中出しで構わない……』

　勝子の言葉は絶望的なものだった。

　また堕ろす──つまり、すでに勝子は少なくとも一度は和也の子供を……。

『膣中出しで構わないか……って、その言い方は間違ってるなぁ。勝子先生は……いや、勝子は、膣中出しがいいんだろ？　俺のザーメンを子宮で味わいたいんだろ？』

　問いかけが重ねられる。

『そう……ああ……そうだ……』

　それに対し、勝子は躊躇うことなく頷いた。

『私は……はぁ……はぁ……はぁ……膣中出しがいいんだ。和也のザーメンを……ち×ぽ汁を……ま×こで味わいたいんだ。だから……膣中出しがいい。孕んでも構わない。種付けして欲しい……』

　語りつつ、勝子は縋るような視線をレンズへと向ける。多分、視線の先に和也がいるのだろう。

　この目を見ればわかる。勝子は心の底から膣中出しを望んでいた。

『嬉しいねぇ。勝子にそこまで望んでもらえるなんてさ。なんか、また興奮してきちゃったよ。いいかな？　もう一度やっても』

『か、構わない。してくれ……私を犯してくれ』

　頷くだけではない。勝子は自ら秘部に手を伸ばすと、クパッと秘裂を左右に開いた。

『いい子だ。んじゃ、やってやる……。あ、でも、その前に……なぁ勝子……このビデオ、純の奴に見せてやってもいいかな？　メールで送ってもさぁ』

『……それは……』

　一瞬だけ勝子は身体を強張らせる。

　だが、それは一瞬だった。

『……構わない……。構わないから……だから……早く……犯してくれ……』

　勝子は頷く。首を縦に振りつつ、自分から凌辱を求めた。ただ言葉で求めるだけではない。ヘコヘコと腰を振る。以前の姿からは想像もできないほど情けなく、無様な動きだった。

『へへ、んじゃ、行くぜ♪』

　勝子の有様に嬉しそうに笑いつつ和也が画面内に姿を現す。モニター越しの純に対し背を向けるような体勢で、教卓の上に座る勝子の秘部に容赦なく肉棒を挿しこんだ。

『おっひ！　ふほぉおおお♥』

　瞬間、教室中に響きそうな大声を勝子は漏らす。ケダモノのような声だ。一体どれだけ犯されれば、どれだけ調教されれば、このような声を出すことになるのだろうか？　人が上げていい声じゃなかった。

『どうだ？　気持ちいいか？　気持ちいいだろ？』

　和也はピストンを開始する。ギシッギシッと教卓を軋ませながら、囁きかける。

『いっひ！　すごく……いひっ！　ち×ぽ！　和也のち×ぽ、気持ちよすぎるぅ♥』

　勝子は性感を否定しない。それどころか、両手両足で挟みこむように和也を抱きしめながら、躊躇いなく快感を口にした。

『教えてやれ。純にもさぁ！』

　和也はさらに勝子をけしかける。

　それに先生は──かつての恋人は逆らわない。

『純！　じゅんんんん！　私……感じてる♥　和也のち×ぽでま×こホジホジされて、子宮ズンズンされて……感じてるんだ♥　気持ちよくなってるんだぁあ♥　これ……最高！　最高だぁあ♥　こんなの耐えられない……我慢できない！　すぐ……わたひ……すぐいく！　すぐに……イッちゃうぅうう♥』

　快感を口にする。和也のグラインドに合わせて自らも腰を振りながら……。

　その姿は純にとってあまりに絶望的なものだった。

　だというのにどうしてだろう？　なぜだろう？　つらいのに、悲しいのに、涙が止め処なく溢れてしまうのに、映像から目を離すことができない。それどころか、ペニスを勃起までさせてしまう。

「先生……勝子……先生……」

　自然と肉棒を扱く。勝子の名を呼びながら……。

『純……あああ……イクっ！　私……イクぅううう♥』

　勝子も純を呼んでくれる。

「あっあっ！　うぁああああっ！」

　まるで勝子と繋がり合っているかのような快感を感じながら──

『イッく！　イクぅううう♥♥♥』

　純は勝子が達すると同時に、絶頂に至るのだった。

『あっは……はぁあああああ……♥』

　和也が勝子から離れる。

　これまで和也の背中で隠されていた勝子の姿が映りこんだ。

『はひ……ふひぃいい……♥』

　だらしないほど表情は緩みきっている。

　だというのにどうしてだろうか？　今までのどんな勝子の姿よりも、美しく見えた。

『純……楽しめたか？　くく……これからもたっぷり楽しませてやる。だから楽しみにしてろよ』

　和也が勝ち誇ったように笑う。

　その言葉に想像する。これから送られてくるだろう映像を……。

「あ……うあぁあああ……」

　考えるだけで、肉棒が熱くなる。

　和也の宣言は最低で最悪なもの……。しかし、涙を零しながらも純は、自分でも気付かぬうちに口元に笑みを浮かべるのだった……。
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